

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








０　プロローグ

１　青色の最大標的

２　前夜

３　体育祭

４　綺術士のステージ

０　エピローグ













０　プロローグ






　匣はこの中にいた。

　これはケジメなのだと会長が言っていた。

　母親が会長の逆げき鱗りんに触れることをしたらしい。その後に彼女がどうなったのかは簡単に想像がついた。他の人たちと同じように穴埋めにされてしまったに違いない。

　娘である自分が親の尻拭いをすることになった。

　何かの実験らしかった。

　薄暗い座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められて精神を摩耗させていく毎日。

　ときおり会の技師が現れて身体をいじくり回していった。

　食事は一日に二回だけ与えられる。係の人間が「ほら餌だ」と格こう子しの隙間からパンを投げ入れてくれた。それ以外は特に何も起こらなかった。自分はこのまま死ぬのだろうと思った。

　寒さに打ち震えながら苦痛をやり過ごしていると幻が見えてくる。

　かつて過ごした暖かな日々だ。

　朝食を食べて学校へ行く。授業を受けて友達とおしゃべりをする。帰ってきたら本を読んだりゲームをやったり。親に「勉強しなさい」と言われてしぶしぶ宿題に取りかかる。

　本当に幻だったのかもしれない。

　そういう〝普通の日々〟を過ごしていたことが信じられない。自分はこの黴かび臭くさい匣はこの中で生まれたのではないかと思えてくる。

　だが零こぼれ落おちる涙は本物だった。

　自分は寂しいのだ。

　このまま誰にも知られることなく息絶えるのがどうしようもなく寂しいのだ。

　かつてテレビで見たマジックショーのようにここから脱出できたらいいのに──そんなふうに叶かなわぬ願望を持て余していたとき。

「大丈夫か？」

　にわかに世界が明るくなる。

　血ち飛沫しぶきと断末魔の悲鳴が耳に反響している。

　最初は幻覚かと思った。だけど違った。

　いつもの技師や食事係ではない。別の誰かが座ざ敷しき牢ろうの前までやってきたのである。

　そいつは返り血で真っ赤になった手を差し伸べながら笑うのだった。

「行こう。こんなところにいたら死んでしまうぞ」

　そうして腐りかけていた時間が動き出した。

　鉄てつ格ごう子しが破壊される。強引に腕を摑つかまれて抱き寄せられる。

　脳内に福音が鳴り響いていた。

　それは初めての「救われる」経験だった。突如として闖ちん入にゆうしてきた救世主は捕らわれのお姫様の精神をぐちゃぐちゃに破壊して──根本から作り直してしまった。

　度を超した幸福。

　世界がひっくり返るような衝撃。

　こうして東とう和わ静しず奈なの心は蝕むしばまれていく。











１　青色の最大標的






　久く世ぜ灯あか理り。

　世界中の誰よりも狙われている〝最大標的〟。彼女は幼い頃から数多あまたの刺客にその命を脅おびやかされてきたのだという。誘拐未遂が四十二回。実際に誘拐された回数が十回。暗殺未遂が五十一回。脅迫や殺害予告は数えるのも面倒なほどだった。

　そして今日。彼女の輝かしい記レコ録ードが再び更新される運びとなった。




「──天あつ晴ぱれだな！　街中で正々堂々襲いかかってくるとは」




　東京某所の路地裏。

　薄汚れたアスファルトの上に数人の男たちが倒れていた。いずれもトレーナーやＴシャツを着たラフな恰かつ好こうの若者である。しかしその全員がアウトローな破落戸ごろつきに他ならない。

　買い物に出かけていたところを奇襲されたのだ。

　少し人気のない通りに差し掛かった瞬間ナイフを構えた男が突進してきた。

　肘鉄を食らわせて昏こん倒とうさせると今度はあちこちの物陰から鉄パイプだのメリケンサックだのを装備した男たちが現れて──そして十秒たらずで全員撃沈した。

　裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟にかかれば準備運動にもならない。

　相あい原はらは心底呆あきれながら地面に伏している坊ぼう主ず頭あたまに近づいた。

「何が目的だ？　金か？　ケンカか？　忙しいから他を当たってくれると助かるのだが」

「ちくしょう……あと少しで最大標的が手に入ったのに……！」

「なるほどそういうことか！　だが残念だったな。距離的にはあと少しでもお前の手が最大標的に届くことはない。何な故ぜなら久く世ぜ灯あか理りには優秀な護衛がついているからだ」

「ほざけ！　しばくぞ──オゲッ」

　首筋に手刀を叩たたき込こんで意識を刈り取った。

　これで襲撃者たちは完全に沈黙。相あい原はらは他に仲間がいないか注意深く辺りを観察した。

　すると遠くから「月つき影かげぇ！」という耳慣れた声が聞こえてくる。

　桃色の髪が特徴的な探偵・高たか辻つじ翠すい花かが血相を変えて走り寄ってくる。

「無事か!?　怪け我がとかしてないか!?──いやキミのことを心配しているんじゃないぞ！　灯あか理り殿の身を案じているんだ」

「わかっているさ。──灯あか理り」

　相あい原はらは自分の背中に隠れていた少女のほうを振り返った。

　軽くウェーブのかかった月色の髪。涼やかな白のボウタイが風に揺れている。

　彼女の表情はどこか優れなかった。

　しかし先ほどの騒動で怪け我がをしたわけではない。

「──残念ですね。今日も死ぬことができなくて」

　最大標的・久く世ぜ灯あか理り。

　彼女はまるで本当に死にたがっているかのように溜ため息いきを吐つくのだった。

　相あい原はらが苦笑していると護衛チームの面々が続々と集まってきた。

　探偵の高たか辻つじだけではない──詐欺師の乙おと坂さか美み咲さき。占い師の牧まき田た胡こ鈴すず。

　この三人は相あい原はらと灯あか理りを後方から見守っていたのである。

　そうして灯あか理りのニヒルな発言に拍車がかかってしまった。

「もっと骨のある刺客はいないのでしょうか。これではいつまで経ってもこの世にお別れすることができません」

「出たぞ灯あか理り殿のいつものが。素直に助かったことを喜んでおけばいいのに」

「喜べませんね。刺客の方々には腕を磨いてほしいものです」

「でも大丈夫ですよ。灯あか理りさんの今日の運勢は『中吉』なので……」

　躊躇ためらいがちに口を開いたのは白銀の髪の巫み女こさんである。

　牧まき田た胡こ鈴すず。護衛チームの占い師だった。

「今日はたぶん死にません。相あい原はらくんもついてますし」

「ではそれを含めて残念ですね」

「わけがわからんな──おい詐欺師。灯あか理り殿の精神構造を解き明かしてくれ」

「私は詐欺師じゃないったら」

　黒髪ツーサイドアップの少女──詐欺師の乙おと坂さか美み咲さきが心外そうに高たか辻つじを睨にらむ。

　しかしすぐに人を食ったような笑みを浮かべて灯あか理りに向き直った。

「まあでもわかるよ。灯あか理りもお年頃なんだよね。構ってほしいんだよね。メンヘラっていうのは死ぬ死ぬアピールして周囲の気を引きたがるもんだしね」

「なっ……」

　乙おと坂さかさん。それは言っちゃいけないんじゃ。

　相あい原はらが嫌な予感を覚えた瞬間──灯あか理りの顔がみるみる真っ赤になっていった。

　しかし以前のように「じゃあ今ここで死んでみせますっ！」などとは言い出さなかった。

　すーはーと深呼吸をしてから冷静な声色で宣言するのだった。

「……私の思考回路はいずれ皆さんにも話すとしましょう」

「へえ。あなた少し変わった？」

「人は成長していくものですよ。護衛にまで自分を欺き続ける理由はないのかもなと思ったのです。機会が訪れればすべてをご説明いたします」

　乙おと坂さかが感心したように「ほー」と息を吐いた。

　灯あか理りはあの夜以降少しずつ変わっているのかもしれない。

　とはいえまだ相あい原はら道みち真ざね以外の護衛に本心を打ち明けていなかった。

　本心──つまり「実は死にたいなんて微み塵じんも思っていない」という事実である。

　おそらく三人とも薄々気づいているはずだ。しかし本人の口からそれを告げるのとでは大きく意味合いが異なる。秘密を明かすことはすなわち信頼感の表れだからだ。

「……道みち真ざね。ちょっと来てください」

　不意に灯あか理りがそろそろとすり寄ってくる。

　彼女は相あい原はらの腕を引いて路地裏の奥のほうへと向かった。

「ああ言ってしまいましたが問題ないでしょうか。皆さんに私のことを打ち明けて……」

「それは灯あか理り自身が判断すればいい。ちなみに俺は問題ないと思っている」

「はい。それもそうなのですが……私の正体のことについても……」

　月の夜に明かされた彼女の大きな秘密。

　すなわち灯あか理りは本当の灯あか理りではないという事実。

　それは最大標的が最大標的でなくなるための鍵なのだろうか？

　灯あか理りに【治癒】の能力がないと公表できて──かつその情報を多くの人間たちに信じ込ませれば〝久く世ぜ灯あか理り〟は平穏な日常を獲得することができるのだろうか？

　答えは否だった。

　久く世ぜ財閥は灯あか理りの存在を利用して大おお儲もうけしている。

　各界の有力者に対して「久く世ぜ家けに便宜を図れば有事の際に【治癒】の異能を貸し出そう」と謳うたっているのだ。ちなみに現在灯あか理りが能力を行使できないことに関しては「体調不良のためしばらくお待ちください」と説明しているらしい。有力者たちは灯あか理りの異能が回復するのを信じて久く世ぜ財閥にあれこれ融通を利きかせている状態なのだ。

　つまり久く世ぜ家けは完全な詐欺集団ということになる。

　噓うそが露見すれば文字通りの破滅が訪れるだろう。

　おそらく久く世ぜ財閥は裏世界のすべてを敵に回すことになる。

　自じ業ごう自じ得とくといえばそれまでだが──しかし灯あか理りにその被害が及ぶのは許せなかった。

　だからこの秘密は何が何でも隠し通さなければならない。

「……正体が知られれば私は憎まれることでしょう。皆さんは私のことを〝守る価値のある人間〟だと思って傷ついてくれているのですから」

「少なくとも護衛チームの皆は灯あか理りのことを憎んだりしないと思うけどな。まあひとまず慎重に行動しよう。バレないように俺がなんとかする」

「ありがとうございます。頼りにしていますからね」

　不安そうな月色の瞳に見上げられた。

　しばらく視線を交わらせていると「何をこそこそ話してるんだ！」と探偵に𠮟られた。

　灯あか理りが慌てて護衛たちのもとへ戻っていく。

「何でもありません。どうかなさいましたか」

「おい灯あか理り殿。なんか月つき影かげと急接近していないか？」

「は？」

「まるで秘密を共有する恋人のように親密だったではないか」

「ち──違いますっ！　変な勘違いはしないでくださいっ」

「名探偵としての勘が『怪しい』と囁ささやいているのだが──まあいい。仕事の話をしよう」

「道みち真ざねはただの護衛です。適切な距離感のつもりです。聞いていますか高たか辻つじさん」

　高たか辻つじはスマホをいじりながら「メグちゃんの調査によるとだな」と話を進めた。

　ちなみにメグちゃんというのは彼女の探偵事務所に所属する人間らしい。

「今回の襲撃者は本当にただの破落戸ごろつきのようだ。今のところバックに何らかの組織がついている気配はない。つまりお金欲しさに最大標的の身柄を狙った単細胞生物というわけだ」

「…………。……そうですか。他に仲間が隠れていたりしないのですか？」

「その様子はない。私の探偵事務所のメンバーも監視している」

「つまらないですね。殺すつもりならもっと手間暇かければいいのに」

　と言いながらも灯あか理りは猛スピードで相あい原はらのほうに身を寄せてきた。

　周囲に聞こえないよう声を潜めて尋ねてくる。

「道みち真ざね。本当にもう襲撃者はいないのですよね……？　ほっと胸を撫なで下おろしても大丈夫ですよね……？　そこの室外機とかマンホールとか怪しい感じがするのですが……」

「気のせいだ。だいたい高たか辻つじさんが大丈夫だと言っただろうに」

「そうですけど！　でも……あなたの意見も聞きたいのです」

　本当に難儀な性格である。

　しかし護衛対象に頼られるのは満更でもなかった。

　相あい原はらは莞かん爾じと微ほほ笑えんで言う。

「刺客の気配はない。あったとしても心配するな。君のことは責任をもって護衛しよう」

　灯あか理りが恥ずかしそうに目をそらした。

「……それがお仕事ですからね。私も契約に従ってあなたの願いを叶かなえてあげます」

「よろしく頼む！　とりあえず後でカラオケに行きたいな。次こそ１００点を叩たたき出だしてやろうと思うのだが」

「無理ですね」

　灯あか理りは呆あきれたように笑うのだった。

　高たか辻つじが「また内緒話かよ何かあるんじゃないかやっぱり」と疑ってくる。牧まき田たは灯あか理りと相あい原はらを交互に観察して「チッ」と舌打ちをした──いや気のせいだろう。そして乙おと坂さかは「掃除屋呼んだよ」と携帯をぷらぷらさせていた。襲撃者たちを捕らえる必要があるからだ。

　いずれにせよ。

　世はすべてこともなく物騒である。

　行き過ぎた資本主義は社会に〝闇〟をもたらした。

　金持ちと貧民。持てる者と持たざる者。恵まれた者と恵まれなかった者。

　やがてその格差は世界に無数の暴力を産み落とす。

　だが──相あい原はら道みち真ざねにとっては大して関係のないことだった。

　月色の少女を脅おびやかす者があれば有無を言わせず排除すればいい。

　それだけが今の月つき影かげに課された仕事なのだから。




　その後は五人で街を散策した。

　今回の外出は久く世ぜ灯あか理りを取り巻く状況についての調査の一環である。

　月つき影かげが最大標的の護衛についたこと。暴力団〝死し屍し会かい〟の下部組織〝クラスタ〟を容易たやすく壊滅させたこと。そして護衛チームには月つき影かげ以外にも優秀な人材が集まっていること──

　これらの情報が路地裏に広まることによって「最大標的に手を出したら破滅の運命が待ち受けている」という考えがじんわりと浸透していった。

　その結果として灯あか理りの周囲は少しだけ平和になったといえよう。

　実際に今日襲ってきたのは世情に疎うといチンピラだけだった。

　これに味を占めたのが探偵の高たか辻つじ翠すい花かである。

　──事件解決への道筋は整った！　刺客を撃退し続けて護衛チームの名声を高めればいいのだよ。そうすれば無闇に襲ってくる人間は減っていくことだろう！

　気の長い作戦だった。

　しかし灯あか理りが平穏を取り戻すためにはそれしかないのかもしれない。

「──楽しいですか？　道みち真ざね」

　車窓の光景を眺めていると灯あか理りが静かに尋ねてきた。

　迎えのリムジンには護衛チームの全員が乗っている。

　高たか辻つじが「どうせなら久く世ぜ邸ていで夕食をいただこう」と提案したのだ。

　あまりにも図ずう々ずうしいが裏世界最高の探偵〝桃色の旋風〟らしくはあった。

　相あい原はらは「そうだな」と相あい槌づちを打つ。

「今日はボウリングで３００点が取れた。非常に楽しかったぞ」

「あなたは器用すぎますね……楽しかったのならそれでいいのですが」

　後ろの座席では高たか辻つじと乙おと坂さかが昨日の刑事ドラマのトリックについてあーでもないこーでもないと言い争っている。仲が良いのだか悪いのだかよくわからない二人だった。

　灯あか理りは自分の膝のあたりを見下ろしながら言った。

「……私は。契約を果たせているのでしょうか」

「ん？」

「愕がく然ぜんとしました。実はあなたを笑わせるために冗談の一つでも言おうかと思っていたのですが──何一つ思いつきませんでした。私にはいつもの自殺芸しかありません」

「あれは芸だったのか」

「本気じゃないので広義の芸に含まれますよね。いえそんなことよりも──私は客観的に見ても面白みに欠ける人間です。あなたの望みを叶かなえるのは難しい。与えられるばかりで与えることができない。これでは護衛の対価を支払えているとは思えません」

「そんなことはない。君がいるから俺は克こく礼れい館かん学院に通えているんだ」

「それはお父様の力でしょう。私自身があなたの日常に彩いろどりを添えることができているとは思えないのです。私と一緒にいてあなたにメリットはあるのでしょうか……」

「わっはっは！　灯あか理りはネガティブだな！　端的に言うならば面倒くさい性格だ」

「面倒くさい……!?」

「俺はそれなりに腕の立つ暗殺者だ。その気になれば護衛の職務なんて放り出して別のところに行くこともできる。そうしない理由を考えてくれ」

「それは……因縁があるからですよね」

「過去の因縁なんて関係ないだろう。俺は君と未来を作っていきたいから護衛チームにいるんだ。つまり灯あか理りはきちんと契約を履行してくれている」

「え……」

「それに灯あか理りはつまらない人間なんかじゃない。今日も楽しかったし──それに君は俺に痛みを与えてくれる特別な人間だ。だから変な心配はしなくていい」

「…………」

　正直すぎる言葉はときに絶大な攻撃力を発揮する。

　しばらく彼女は顔を赤くしながら埴はに輪わのように固まっていた。

「どうした？」

「……いえ。頭痛がしただけです。あなたがあまりに明け透けなものですから」

「護衛対象とすれ違いは起こしたくない」

「そうですか……わかりました。ではこれからも護衛をよろしくお願いしますね」

「ああ」

　心なしか彼女のまとう空気が明るくなった気がした。

　これなら心配いらないだろう──と思っていたら周囲から無数の視線を向けられていることに気づく。高たか辻つじ・乙おと坂さか・牧まき田たの三人がジーッとこちらを凝視していた。

「……おい灯あか理り殿。やっぱり月つき影かげと何かあったんじゃないか」

「何もありません。道みち真ざねはいつもこんな調子ですよ」

「いや怪しくない？　前から思ってたけど何で相あい原はらだけファーストネームで呼ぶの？　斎さい藤とうのときは『斎さい藤とうさん』って呼んでたよね？　どういうことなの？　ねえ」

「それは気まぐれですよ乙おと坂さかさん──いえ美み咲さきさん」

「相あい原はらくん……最近灯あか理りさんと仲良くないですか……？」

「死線を潜くぐり抜ぬけた仲だからな！　距離が近づくのは当然といえよう」

「そうですか……くそ。まずいですね」

「ん？　何か言ったか牧まき田たさん」

「何でもないですっ！　今日は楽しかったですねっ！」

　本当に楽しかった。

　襲撃もチンピラの一回だけ。こういう平和な日々が続けばいいのに。

　斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとも戻ってくればもっと楽しいのだが──そんなふうに例のサイボーグに思いを馳はせているうちに久く世ぜ邸ていが見えてきた。

　相変わらずヨーロッパの宮殿のごとき大おお袈げ裟さな佇たたずまいである。こうやって威張り散らしているから持たざる者たちの顰ひん蹙しゆくを買うのではないかと思う。

　相あい原はらたちを乗せたリムジンが庭の前で停車した。

「さーて今日の夕食は何かな～」

　高たか辻つじが子供のように浮かれて車から飛び降りる。

　最初に反応するのはいつでも詐欺師の乙おと坂さかだった。

「あんた盗ぬす人つとみたいだね。人んちに勝手に上がってご飯だけ食べていくなんて」

「はぁ!?　これはれっきとした賄いだぞ賄い！　だいたいキミも食う気満々ではないか」

「べつに食べる気なんてないけど？　でも日本の食品ロスが年間六百万トンもあるって知ってた？　もったいないもったいない。この国の明るい未来のために消費してあげなくちゃね」

「屁へ理り屈くつを捏こねおってー！」

　二人は喧けん嘩かをしながら屋や敷しきのほうへと歩いていく。俺もああいう関係の友達が欲しいな──と羨みながらその後ろ姿を眺めていたときのことだった。

　不意に彼女たちが足を止めた。

　前方に見知らぬ高級車が停とまっていたからだ。

「……何でしょう？」

　灯あか理りが警戒する。相あい原はらも注意深く観察する。

　すると車から二人の人間が姿を現した。

　一人は灯あか理りの父親・久く世ぜ義よし直なおである。

　相変わらず猛もう禽きん類るいのようなギラギラした瞳で周囲を睥へい睨げいしていた。会社から帰ってきたのだろうか？──彼はこちらに気づくと「ああ」と感情のこもっていない声を漏らした。

　もう一人は見知らぬ中年男性だった。

　小太りの禿とく頭とう。額に浮かんだ汗を煩わしそうにハンカチで拭っている。

　男は久く世ぜに対して苛いら立だちのこもった視線を向けた。

「久く世ぜさん。娘は……静しず奈なは本当に大丈夫なんでしょうな。みすみす殺されでもしたら我が社はたいへんな損害を被こうむることになる……！」

「大丈夫ですとも。護衛チームは精鋭揃ぞろいですからな」

「そうは言っても！　相手は〝死し屍し会かい〟……！　裏世界で名を馳はせる凶悪な犯罪組織ではないですか」

「うちにはその死し屍し会かいに大打撃を与えた暗殺者がいるのですよ──なあ月つき影かげ」

　久く世ぜの視線がこちらに向けられた。

　事情が吞のみ込こめない。しかし相あい原はらは不穏なものを感じて身構えた。

　高たか辻つじが「久く世ぜ殿」と眉をひそめて声をかける。

「いったい何事でしょうか。そちらの方は」

「こちらは東とう和わグループ会長の東とう和わ忠ただ臣おみ氏だ。久く世ぜ財閥の主要企業の大切なビジネスパートナーだな。主にＩＴインフラでお世話になっている」

「それは知っております。何な故ぜその東とう和わ忠ただ臣おみ殿がここにいるのかと聞いているのです」

「ふん。いけ好かない探偵だ」

　久く世ぜは不快そうに舌打ちをしてから「まあいい」と続けた。

「先の一件の影響で灯あか理りを狙う連中は鳴りを潜めたらしいな──つまり護衛の任務に余裕が出てきたというわけだ。今日も街で遊んでいただけなのだろう？」

「監視していたのですか？　あれは遊んでいるのではなく作戦の一環ですよ」

「やかましい。暇な貴様らに新しい仕事を与える」

　灯あか理りが戸惑いの声を漏らした。

　他の面々も大なり小なり似たような反応である。

　久く世ぜ灯あか理りの護衛はこれで終了なのか？──そんな衝撃が駆け抜けた瞬間。

　視界の端で青色の何かがはためいた。




「──初めまして。私は東とう和わ静しず奈なと申します」




　その場の大多数がぎょっとして声のほうを見た。

　霞かすみのように薄い気配だったので相あい原はらですら気づくのに時間を要した。

　克こく礼れい館かん学院の制服を身にまとった少女が東とう和わ忠ただ臣おみの隣に立っていたのである。

　かと思ったら──たたたたたっ！　と軽やかなステップで彼女がこちらに近づいてきて──そのまま遠慮なしに相あい原はらの手を握りしめるのだった。

「えっ」と灯あか理り。

「ちょっ」と牧まき田た。
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「──お兄様っ！」

　予想外の単語が飛び出してきて面めん食くらう。

　しかし青色の少女は周りの反応を無視して切実な表情を作るのだった。

「どうか私を護まもってください。このままでは不ふ埒らちな狼おおかみに襲われてしまうのです。裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟の御力が必要なのですっ……！」

　灯あか理りがあんぐりと口を開けている。牧まき田たが氷像のように固まって「新しい邪魔者……」と呟つぶやいた。高たか辻つじも乙おと坂さかも波は瀾らんを悟ったのか苦々しい表情を浮かべて立ち尽くしている。

　その混こん沌とんとした状況の中で久く世ぜ義よし直なおだけが得意げに語るのだった。

「その方は東とう和わグループのご令嬢・東とう和わ静しず奈なさんだ」

　無邪気な青色の瞳が見上げてくる。

　救いへの渇かつ望ぼうが見て取れる表情だった。

「静しず奈なさんは裏世界の暴力団〝死し屍し会かい〟から命を狙われている。彼女もまた特殊な能力をその身に宿した〝最大標的〟だからだ」

「お父様。これはどういう……」

　灯あか理りが声を震わせながら父親に手を伸ばしかけた。

　しかし久く世ぜは構わずにこう言うのだった。

「護衛チームには今後東とう和わ静しず奈なさんを護衛してもらう。彼女は取引先の大事なご令嬢だ。傷一つ負わせることも許されんぞ」

　かくして久く世ぜ灯あか理りを取り巻く環境は刻々と変化する。

　それは崩壊の兆きざしに近いのかもしれなかった。





◇






　久く世ぜ義よし直なおはそのまま相あい原はらたちを久く世ぜ邸ていの貴賓室まで連れていった。

　禿とく頭とうの男──東とう和わ忠ただ臣おみは憔しよう悴すいしている様子だった。しきりに汗を拭いたり腕時計を確認したりしている。〝東とう和わグループ会長〟などという大仰な肩書のわりには小物くさい男だった。

　それとは対照的に娘の静しず奈なは静かなものである。

　久く世ぜ家けメイドの奏かな理りが持ってきた紅茶を優雅に飲みながら目を細めている。

　ふと目が合った。にこりとした笑みが返ってくる。

「──困った。本当に困ったよ。まさかうちの静しず奈なが狙われることになるとは」

「落ち着いてください東とう和わさん。ここにはあの月つき影かげがいるのですから」

　東とう和わ忠ただ臣おみが血走った目でこちらを見つめた。

　その視線からは神に縋すがるような逼ひつ迫ぱくしたものが感じられた。

　探偵の高たか辻つじが腕を組んで久く世ぜを睨にらみつける。

「──で。久く世ぜ殿は我々に何を依頼したいのですかな。お腹なかが空いているので手短にお願いしたいのですが」

「貴様らには東とう和わ静しず奈なさんの命を救ってほしい」

　久く世ぜは高たか辻つじの不満を無視して説明を始めた。

「灯あか理りの時と同じだ。東とう和わさんのところにも殺害予告が届いたのだよ。ただし今回は色々と情報がはっきりしている」

「これなんだが……」

　東とう和わ忠ただ臣おみが懐ふところから一枚の紙を取り出してテーブルの上に置いた。

　高たか辻つじが身を乗り出して確認する。相あい原はらも目を凝らして観察してみる──荒々しい手書きの文字でこう書かれていた。




〈　死し屍し会かいから通達

　　娘は体育祭で命を落とすことになるだろう。

　　すでに克こく礼れい館かん学院には狼おおかみを放っておいた。

　　月に祈っても意味はない。汚れた人間は相応の報いを受けるべきである。　群ぐん青じよう　〉




「……もちろん指紋や筆跡は調査したさ。だが特定したところで意味はない……静しず奈なを狙う連中は堂々と〝死し屍し会かい〟と名乗っているんだ……！　非常識にもほどがあるッ……！」

「東とう和わ殿。失礼ですが警察には相談したのですか？」

「相談して何になる!?　警察なんかで太刀打ちできるわけなかろうに！」

　東とう和わ忠ただ臣おみは口元を歪ゆがませながら激げつ昂こうしていた。

　乙おと坂さかがこっそり「好感度最悪だね」と耳打ちしてくれる。この詐欺少女には人の感情を読み取る能力があるらしいのだ。

　それはともかく東とう和わ忠ただ臣おみの言い分はもっともだった。

　警察は基本的に〝表の事件〟を解決するための組織だ。裏世界の残虐な戦闘集団を相手に有効な対抗策を持つはずもなかった。それどころか今の警視総監にはテロリストの息がかかっているという噂うわさまである。対死し屍し会かいの味方としては少々頼りないだろう。

　死し屍し会かい──それは斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとが率いていた〝クラスタ〟の母体。そして裏世界で非合法な人体実験を繰り返している暴力団でもあった。このタイミングで護衛チームの前に現れたとなると恣意的なものを感じずにはいられない。彼らは復ふく讐しゆうを企たくらんでいるのではないか。しかし標的はあくまで久く世ぜ灯あか理りではなく東とう和わ静しず奈なであるらしい。いまいち狙いがよくわからなかった。

　高たか辻つじが「なるほど」と顎に手を当てて呟つぶやく。

「では我々でなんとかするしかありませんな。ひとまずこの脅迫状の文面が気になるところです。『月に祈っても意味はない』──こういう婉えん曲きよく的てきな表現が用いられているからには意味があると考えなければなりません。それにこの〝群ぐん青じよう〟という単語は……」

「そんなことはどうでもいい！　探偵ごっこなら余よ所そでやってくれ！」

　高たか辻つじが一瞬真顔になった。

「──ごっこ？　今ごっこって言いましたかな？」

「こっちは必死なんだ！　子供のお遊びはやめてくれ！　私が欲ほつしているのは静しず奈なを護まもってくれる絶対的な〝力〟……！　お前のような似え非せ探偵などお呼びでないわッ！」

　探偵の口から「は」と変な声が漏れた。

　しかしすぐに爆発した。

「はああああああ!?　似え非せ探偵だと!?　こう見えても私は日本最高峰と謳うたわれる発はつ寒さむ探偵養成学校を首席で卒業した秀才なんだぞ!?　世に名高い〝桃色の旋風〟なんだぞ!?　今すぐ撤回してもらうからな──って放せ！　何するんだ月つき影かげ!?」

「落ち着け高たか辻つじさん。ここは大人しく話を聞くターンだろう？」

「これが大人しくしていられるか！　東とう和わ殿は私のことを見た目で判断したんだよっ！　絶対『ガキが何を言ってるんだ』って思ったに違いないっ！　許せるわけ──」

「ぷくく。さっすがヘボ探偵。クライアントから探偵とも認識されてないんだね。これじゃあただのヘボじゃん」

「あああああああああああ!!　放せ月つき影かげえええええええええ!!」

「わかった」

「えっ」

　ぱっと手を離してやった。すると高たか辻つじの身体が面白いようにつんのめる。そのまま「わわわわっ」と数歩よろめいて──ぼすん。東とう和わ忠ただ臣おみのでっぷり肥えた腹に顔をうずめた。

「…………」

　耳に痛い沈黙だった。

　しかしすぐに久く世ぜが眦まなじりを吊つり上あげて怒鳴り散らした。

「──何をやっとるんだッ！　あまり見苦しい姿を見せるなら解雇するぞッ！」

「ごめんなさいっ！」

　高たか辻つじが弾はじかれたように身を起こして相あい原はらのほうへと舞い戻ってきた。涙目になりながら「柔らかかった……」と呟つぶやいている。何の話かと思ったが東とう和わ忠ただ臣おみの脂肪のことらしい。

　久く世ぜは「申し訳ありませぬ」と珍しく謝罪の言葉を口にしていた。

「あの狼ろう藉ぜき者ものには厳しい罰を与えておきます。お怪け我がはありませんか」

「まったく勘弁してくださいよ久く世ぜさん。べつに怪け我がはないが……そんなことよりも私は静しず奈なのことで頭がいっぱいなんだ。静しず奈なが殺されてしまったら私は……」

「私も娘の命を狙われていますからね。その気持ちは痛いほどわかります」

　久く世ぜが東とう和わ忠ただ臣おみを慰めていた。

　何が「痛いほどわかります」だ。白々しさにも限度というモノがある。

　そう考えてみると東とう和わ忠ただ臣おみは常識的な人間なのかもしれなかった。

　人の親とは本来こうあるべきなのだろう。

　ふと灯あか理りが俯うつむいていることに気づく。

　彼女にとっては〝普通の親心〟を見せつけられるのが苦痛なのだ。その複雑な表情を見ているだけで久く世ぜ灯あか理りの立っている場所がいかに不幸であるかを実感させられる。

　東とう和わが「とにかく」と高たか辻つじを睨にらみつけながら言った。

「話を進めてください。似え非せ探偵に付き合っている暇はないんだ……」

「わかりました」

　娘の気持ちには全然気づいていないらしい。

　久く世ぜは咳せき払ばらいをしてから相あい原はらのほうに向き直った。

「貴様らも薄々察しているだろう。東とう和わグループは危機に瀕ひんしているのだ。ゆえに護衛チームには東とう和わ静しず奈なさんを狙う不ふ埒らち者ものを捕らえてほしい。言っておくが拒否権はない」

「質問が複数あるのだが」

　魂の抜けた高たか辻つじを灯あか理りに押しつけながら相あい原はらは久く世ぜを見つめる。

「そもそも何な故ぜ東とう和わ静しず奈なさんは狙われている？　死し屍し会かいとの関係は？　先ほど東とう和わさんのことを〝最大標的〟と言っていたがどういう意味だ？　彼女は異能を持っているのか？　そして何より──俺たちが東とう和わさんの護衛をするのなら灯あか理りはその間どうなるんだ？」

「正確には護衛をするわけではない。東とう和わ静しず奈なさんには親衛隊が二十名いるからな。お前たちにやってほしいのは〝群ぐん青じよう〟とやらの捕縛あるいは殺害だ」

「その親衛隊に任せればいいじゃないか」

「無理だ！」

　東とう和わ忠ただ臣おみが酸すっぱい檸檬レモンを食べたような表情で言う。

「親衛隊はもちろん優秀だよ。私が金を惜しまずに雇った護衛のスペシャリストだ。だが実は先週すでに二人も殺害されている……これは群ぐん青じようの仕業に間違いない」

　つまり現状の戦力では死し屍し会かいに太刀打ちできないと判断したのか。

　相あい原はらが勝手に納得していると久く世ぜが「他の質問にも答えよう」と真顔で言った。

「東とう和わ静しず奈なさんが狙われている理由は彼女もまた異能を持っているからだ。ゆえに灯あか理りと同じ最大標的と呼称することにした。先週の二人もそうだが──彼女の護衛は刺客に襲われて不審死を遂げることが多い。その人数は灯あか理りの今までの護衛にも匹敵するだろう」

　相あい原はらは静かに座している少女の姿を眺めた。

　私を護まもってください──先ほどの彼女の言葉には真に迫ったものが感じられた。

　しかし今は落ち着いているように見える。

「……ちなみにどんな異能を持っているんだ？」

「東とう和わさん。教えてもよろしいかね」

「構わんさ。どうせ裏世界の連中にはバレているのだからな……静しず奈な」

　父親に促されて東とう和わ静しず奈なが立ち上がった。

　彼女は静かに右手を前にかざす。

　次の瞬間──ぱっ！　と虚こ空くうからトランプのJOKERが現れた。

　それを掌中で弄びながら「いかがでしょうか」と笑みを浮かべる。

「私は克こく礼れい館かん学院の手品部に所属しております。自慢ではありませんが全国大会にも出場するようなエースでした。ところが……ちょっとしたハプニングがきっかけで私の手品に種がないことが白日の下になってしまったのです」

「東とう和わ静しず奈なさんの異能は特定範囲の物体を瞬間移動させるものだ。死し屍し会かいは彼女のこの力を狙っているらしい──いったい何に利用するつもりなのかは不明だがな」

　東とう和わ静しず奈なはトランプをぐしゃぐしゃに握りつぶしてしまった。

　しかし手を広げてみるとそこには影も形もない。

【瞬間移動】。確かにすごいが拍子抜けな感は否いなめなかった。

　死し屍し会かいが殺害予告を出してまで狙う対象としては少々弱いような気もする。

「事情はわかっただろう？　このままでは東とう和わ静しず奈なさんの命が危ういどころか克こく礼れい館かん学院の体育祭も台無しになる。台無しになれば学校のブランドイメージにも傷がつく──つまり貴様らが犯人を捕まえなければ久く世ぜ家けにも東とう和わグループにも大きな損害が及ぶのだ」

「ふん……相変わらず損益という尺度でしか物事を測れないんだな」

　復活したらしい高たか辻つじが小声で悪態を吐ついている。

　久く世ぜの目もく論ろ見みは十二分に理解できた。

　できたのだが──一つ納得できない部分があった。

「灯あか理りの護衛はどうするんだ」

　隣で黙って立っていた月色少女の肩が震える。

「目を離したら他の刺客に狙われてしまうぞ」

「もちろん継続してもらおう」

　久く世ぜは当然のことのように断言した。

「先ほど言ったではないか。〝クラスタ〟を撃退してから灯あか理りの身の回りは落ち着いてきたのだろう？　ならばその余力でもって犯人を捜索してくれたまえ」

「余力!?　久く世ぜさん……その言い方はどうなのですかな!?」

「おっと失礼。娘さんの命は保証させていただきますのでご安心を」

　灯あか理りの身体が強こわ張ばっている。

　久く世ぜの言には親としての情愛が欠落していた。

　彼にとっては肉親を含めた森羅万象が利益を追求するための駒にすぎないのだ。

「貴様らに課された任務は主に三つだ──東とう和わ静しず奈なさんを狙う刺客を暴あばくこと。そして体育祭をつつがなく進行させて克こく礼れい館かんのイメージを保つこと。さらに灯あか理りの命も護まもること」

　久く世ぜは獰どう猛もうな笑みを浮かべて言った。

「そう慌てるな。犯人をさっさと捕まえてしまえば仕事は終わるのだから」

　高たか辻つじが何かを言いかけて悔しそうに口を噤つぐんだ。

　文句をぶつけたところで通じないのは誰の目にも明らかだった。

　この男こそが灯あか理りに最大標的の十字架を負わせた張本人。彼の内面が変われば灯あか理りはマシな生活を送れるようになるのだろうか。相あい原はらが多難な前途を憂えていたときのことだった。

「それでは納得がいきません」

　予想外の方向から異論が飛んできた。

「刺客を捕まえてもらうだけ──というのでは怖いです。私はきちんと護衛をしていただきたいのです」

　東とう和わ静しず奈な。青色の少女が不敵な笑みを浮かべて立っていた。

　その視線は何な故ぜか久く世ぜ灯あか理りのほうに向けられている。

　東とう和わ忠ただ臣おみが狼ろう狽ばいして娘を諫いさめ始はじめた。

「静しず奈な……気持ちはわかるよ。だがお前には親衛隊の者たちがいるではないか。それに月つき影かげを譲っていただくことは流石さすがにできんぞ……」

「ですがお父様。相あい原はら道みち真ざね様はたった一人の最大標的を護まもるためだけに使い潰されていい人間ではありません。そこの方に月つき影かげと見合うほどの価値があるのなら話は別ですけれど」

　灯あか理りがショックを受けたように固まってしまった。

「静しず奈な！　久く世ぜさんに失礼だろうが！」

「構いませんよ」

　久く世ぜが手を振って東とう和わ忠ただ臣おみを制した。

　椅子の背もたれに寄りかかりながら口元に笑みを浮かべる。

「東とう和わ静しず奈なさん。君の望みはいったい何なのかね。はっきり言葉にしないと伝わらないから言ってみたまえ」

「ありがとうございます。では久く世ぜ灯あか理りさん」

　それは宣戦布告に他ならなかった。

　久く世ぜ灯あか理りの日常を破壊する決定的な宣戦布告。

　東とう和わ静しず奈なは獲物に狙いを定める狼おおかみのような瞳でこう言うのだった。

「ただで月つき影かげを譲れとは言いません──だから私と勝負をしましょう？　勝ったほうがお兄様を専属の護衛にできるという条件で」

　挑戦的な笑み。まるで大おお袈げ裟さな役者のように芝居がかった──

　相あい原はらはそこでふと既視感のようなものを覚えた。

　この笑みには見覚えがある気がするのだ。

　しかしどこで見たのかはついぞ思い出すことができなかった。

　小さな疑念は青色の波に攫さらわれて消えてしまった。
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　翌日の六月三日。月曜日。一時間目のＬＨＲ。

　克こく礼れい館かん学院の体育祭は六月中旬に開催されるという。

　これを聞いた相あい原はらはワクワクが止まらなかった。可能なら実行委員に入ってみたかったのだが入院している間に決まってしまったらしいので残念。

　とにもかくにも体育祭に向けてしばらく準備期間となる。

　全身全霊で楽しんでやろう──相あい原はらはそんな野望を抱きながら教壇のほうを見やった。

「はいちゅうもーく！　これから体育祭の出場競技を決めます！」

　黒板の前には三み田たというクラスメートが立っていた。

　バスケ部所属の明るい少女にして一年Ａ組の体育祭実行委員である。

「全員参加の種目の他にそれぞれ二つの種目に参加してもらいます。基本的にぜんぶ得点種目ね。ちょっとでも気を抜いたら皆に迷惑がかかるから死ぬ気で頑張るよーに！　ちなみに知ってると思うけど一年Ａ組は紅組だから。──ほら中なか川がわくん黒板に種目書いてって」

「はいはい」

　同じく実行委員の中なか川がわという男子生徒がプログラムを書き出していく。

　リレー。玉入れ。騎馬戦。綱引き。棒倒し──見ているだけで昇天しそうなワードだった。

　できることなら全部の種目に出たい。でも制度上無理なので我慢するしかない。

　いやでもクラスメートが頑張っているのを応援するのも青春っぽくていいな──そんなふうに内心興奮しながら三み田たの説明に耳を傾けていたときである。

　隣の灯あか理りが「道みち真ざね」と不安そうに話しかけてきた。

「……どう思いますか。あの話」

「安心しろ！　いま考えているところだ！　やはりトリを飾るリレーに出てみたいな。あとは借り物競争とかもそれっぽくて面白そうだ！　いや面白そうでないものがない……！　この日のために影分身を習得しておけばよかった……とりあえず整理するために出たい競技に順位をつけていこうじゃないか」

「違います。無邪気に体育祭を楽しんでいる場合じゃありません。私が言いたいのは東とう和わさんの話ですよ」

「ああ……」

　確かに東とう和わ静しず奈なの件は大事である。しかし体育祭もそれと同じくらい大事なのだった。

　ペンケースからシャーペンを取り出そうとする。しかし愛用している一本が見つからなかった。忘れた──とは思えない。昨日きちんと入れたはずなのだから。

「なあ灯あか理り。俺のシャーペン知らないか？」

「知りませんよ。それよりも東とう和わさんはどうするんですか」

「それは高たか辻つじさんが考えるだろう。今は出場競技を決める時間だ。ちなみに灯あか理りはどれに出たい？　綱引き？　リレー？　ダンスなんてのもあるぞ」

　心底呆あきれたような溜ため息いきが漏れる。

　彼女は投げやりな調子で「楽そうな玉入れがいいです」と言った。

　灯あか理りから鉛筆を借りて黒板の競技をノートに写し取っていく。あれこれ考えながら順位を決めていると高たか辻つじが近づいてきた。

「おい月つき影かげ。キミはなるべく灯あか理り殿と一緒にいられる競技に出ろ」

「男女混合の種目ということか？」

「その通り。だがリレーなどは位置的に離れる可能性が高いから却下だ。狙い目はぴったり密着する『男女混合二人三脚』だな。これなら護衛もきちんとできるだろう」

「だそうだ灯あか理り。俺と一緒に二人三脚に出ないか」

「あなたに合わせられる自信がないのですが……」

「あと『プリンセスダッシュ』などという危険かつ頭のネジが緩んだやつもあるぞ。男子が女子をお姫様抱っこしてコースを駆け抜けるらしい」

「だそうだ灯あか理り。俺にお姫様抱っこされてみないか」

「いやです。公衆の面前でそんなことされたら羞恥心で自殺する自信があります」

　灯あか理りは頰を膨らませてそっぽを向いてしまった。

　彼女が不機嫌な理由は一つしか思い当たらなかった。

「……そんなに東とう和わさんのことが心配なのか？」

「だって。あの人は道みち真ざねのことを狙っているのですよ」

「命を狙われているわけではないから大した問題ではないぞ」

「大した問題なんです。あなたは本当にムカつきますね」

　ムカつかれる理由が見当たらない。

「キミはデリカシーがないな。所詮は野蛮な暗殺者だ」

　隣の探偵が呆あきれていた。

　デリカシー？　それってどこで売っているのだろう？──いささか悶もん々もんとした気分を抱いていたときのことだった。

　不意に教室の扉がガラリと勢いよく開かれた。

「お兄様！　ごきげんよう」

　灯あか理りがびくりと震えた。クラスメートたちも驚きよう愕がくして彼女のほうを見やる。

　明るい夜空のような青い髪の不思議な少女。

　その堂々とした立ち居振る舞いは灯あか理りとは正反対のようにも見える。

「えっと……Ｂ組の東とう和わさん？　何の用？」

　実行委員の三み田たが困惑気味に声をかける。

　しかし東とう和わ静しず奈なはまったく気にする素振りも見せずにＡ組に侵入してくるのだった。

　そうだ──灯あか理りが心配するのも無理はない。

　この少女は久く世ぜ灯あか理りの日常を脅おびやかす可能性を秘めた爆弾なのだから。

「ご挨拶に参りました。お兄様にはこれからお世話になりますので」

　彼女はにっこりと清せい楚そな微ほほ笑えみを向けてくる。

　Ａ組の教室はざわめいていた。授業中に隣のクラスの生徒が侵入してくれば当然そうなるだろう。教師は何をやっているのかと思えば隅っこの椅子で舟を漕こいでいた。おい。

　かわりに反応したのは灯あか理りである。

「……東とう和わさん。あなたはいつからＡ組の生徒になったんですか」

「あら久く世ぜ様？　Ｂ組の生徒がＡ組の教室に入ってはいけないルールがあるのですか？」

「ありません。しかしマナーとして好ましくありませんよね」

「明文化されていないマナーなんて気にする必要はありません！　ねえお兄様」

　まるで兄に懐なつく妹のような笑顔が向けられた。

　相あい原はらは思わず首を傾かしげてしまった。

「君はどうして俺のことを『お兄様』と呼ぶんだ？」

「それはお兄様だからですよ。具体的に説明するとですね──相あい原はら道みち真ざね様には包容力があるんです！　一緒にいるだけで熱暴走したＰＣみたいに心が温かくなるんです！　これを〝兄の温ぬくもり〟と言わずして何と言いましょう？　お兄様も私のことは妹のように可か愛わいがっていただけると嬉うれしいのですが」

「わけがわからないですね。道みち真ざねに妹なんかいませんよ」

「いないならなってしまえばいいのですっ！」

「なれませんっ！」

「──ちょっとちょっと東とう和わさんっ！　いきなりどうしたのよ」

　今度は実行委員の三み田たが詰め寄ってきた。

「相あい原はらくんに何か用なの？　悪いけど今は体育祭の話し合いをしてるから──」

「これも体育祭の話ですよ。とはいえ妹云うん々ぬんは脱線でしたね──申し訳ございません。実は私はＡ組の皆様に宣戦布告しに来たのです」

「はあ？　まあ確かにＢ組は白組だから敵だけど」

「ご存知ですか？　我が克こく礼れい館かん学院の体育祭は縦割りの紅白二組で勝敗を決します。しかし実はクラスごとにも順位が集計されることになっているのですよ」

　クラスメートたちは「だからどうした」みたいな顔をしていた。

　聞いたことがある──得点を最も多く獲得したクラスは〝最優秀クラス〟として理事長から表彰されるらしいのだ。それは紅白の枠組みから外れた特殊な評価基準でもあった。

　灯あか理りが苦々しい表情をしていた。

　東とう和わ静しず奈なの考えは昨日の時点で聞かされていたからだ。

「つまりＢ組はクラス得点でＡ組に勝負を挑みます。これは私のクラスの皆様も納得してくれていることですよ──ねえ光みつ春はる」

「はい。万事了承を取りつけてあります」

　いつの間にか東とう和わの隣にすらっとした男が立っていた。

　クラスの連中が「誰だあいつ」「いつからいたんだ？」みたいに騒ぎ立てていた。

　無理もない──気配の消し方が明らかに表の人間ではなかったからだ。

　男は気品ある動作で「申し遅れました」と一礼をする。

「僕は一年Ｂ組所属の光みつ春はる創そうと申します。東とう和わ静しず奈な様親衛隊の隊員でもあります」

　そこここから驚きの声があがった。上流階級の子息が多数在籍している克こく礼れい館かんにおいても親衛隊なんぞを連れている人間は珍しいからだろう。

「へー。やっぱり東とう和わグループのご令嬢は違うね……」

　三み田たが感心したように光みつ春はるを観察している。

　身長は相あい原はらと同じくらい。しかし年齢は一般的な高校生よりも上に見えた。

「光みつ春はるのことはさておき。勝負を受けてくださるということでよろしいでしょうか？」

「そりゃまあ受けて立つけどさ。いったい何が目的なの？」

「私が勝ったらＡ組から景品をもらい受けます」

「景品……？」

「はい。ここにいるお兄様──相あい原はら道みち真ざね様ですっ」

　ぎゅっ。

　東とう和わがいきなり相あい原はらの腕にしがみついてきた。

「Ｂ組が勝ったらお兄様は私の護衛になっていただきます。もちろん所属クラスもＢ組に変更していただきます。理事長にはすでに許可をいただいているので悪あしからず」

　これを聞いた周囲の反応は様々だった。

　高たか辻つじは不快そうに腕を組んで東とう和わの面ツラを眺めている。自分の席で興味なさそうに読書をしていた乙おと坂さかの耳がピクリと動いた。そして同級生たちは「マジかよ」「面白くなってきたな」「なんであいつモテモテなんだ？」と興味深そうにしている。

　三み田たが表情を引きつらせながら口を開いた。

「えっと……東とう和わさんは相あい原はらくんとどういう関係なの……？」

「関係はそれほど深くありません。しかし私はお兄様が欲しいのです」

　ばらばらばらっ！　と何かが床に散らばった。

　牧まき田たが組み立てていたタロットカードのタワーが倒壊したらしい。

　しかし東とう和わは止まらなかった。止まってくれなかった。

「いえこの際ですから明確に申し上げておきましょう──私はお兄様をお慕いしております。だからこそ体育祭では手加減いたしません。三み田た様もそれで構いませんよね？」

「…………」

　腕にひっついている青色少女を見下ろしながら相あい原はらは分析する。

　東とう和わ静しず奈なはその名に似合わずアグレッシブな性格らしい──

　にわかに一年Ａ組の教室に歓声が響き渡った。

　クラスメートは相あい原はらと灯あか理りが只ただならぬ関係であることに薄々感づいている。ゆえに降って湧いたような修羅場に誰もが（いや主に女子が）好奇心をあらわにして騒いでいた。

「略奪愛だ！」「泥沼の三角関係だ！」「さあ久く世ぜさんはどう出る!?」──黄色い声が響く。

　みんな楽しそうである。よくわからないが相あい原はらもつられてウキウキしてしまった。

　とりえあえず「正々堂々頑張ろう！」とでも言っておけばいいのか？──と思っていたら隣の席に座っていた少女がだんっ!!　と勢いよく立ち上がった。

　久く世ぜ灯あか理りが顔を真っ赤にして東とう和わに近づいていった。

「──東とう和わさん。道みち真ざねは私の護衛です」

　きゃーっ!!　と悲鳴があがった。

　高たか辻つじが「学生というモノは喧やかましいな」と悪態を吐ついていた。

「もちろん道みち真ざねが誰の護衛をしようと本人の勝手です。でも今は私の護衛として働いているんです。お給料だって払っています。それを横から奪うのは窃盗にも似た行為ですよ」

「これは略奪ではなく条件付きの譲渡です。久く世ぜ義よし直なお様も納得していたはずですが？」

「っ……それは……そうですが……」

　意外にもこの件に関しては灯あか理りの父のお墨付きなのである。

　お得意様の提案を無下にはできなかったのだろう。

　だが客観的に考えても彼が裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟を手放すとは思えない。

　つまり久く世ぜ義よし直なおは護衛チームに対して「体育祭で勝利せよ」と暗に命令しているのだ。

　ただし灯あか理りにはそこまで考えが回っていないようである。

「だ──だいたいですね。護衛の光みつ春はるさんでしたっけ？　あなたはこれでいいのですか？　Ｂ組が勝ってしまえば道みち真ざねに仕事を奪われるかもしれないんですよ？」

「構いません。すべて静しず奈な様の仰おおせの通りに」

　光みつ春はるには取りつく島もなかった。

　東とう和わが「そういうわけです」と笑みを浮かべて抱き付いてくる。

「私の望みはお兄様を親衛隊の一員に加えること。これを実現させるためならどんな手段も躊躇ためらいなく行使いたします」

「な……なんでそんなにくっついてるんですか。みんな見てるのに……」

「申し訳ございません。……イヤでしたか？　お兄様」

「べつにイヤではないが」

「こら道みち真ざねっ！　抵抗なく受け入れないでください」

「お兄様もこう仰おつしやっていますので。さて久く世ぜ様──そろそろ腹を括くくるのがよろしいかと思いますが？　相あい原はら道みち真ざねという人間は最大標的にも匹敵するほど価値のある〝財貨〟です。独り占めしたいのならば自分にその資格があることを示してくださいな」

　資格も何も必要ない。相あい原はら道みち真ざねが久く世ぜ灯あか理りの護衛を引き受けているのは相あい原はら自身がそうしたいからだ。だが月色の少女にその思いは正しく伝わっていないらしかった。

　灯あか理りはしばらく顔を赤くして閉口していた。

　しかしやがて教室を顧みて声を張り上げるのだった。

「Ｂ組に勝ちましょう。もちろん謝礼も弾みますよ──Ａ組が勝ったら皆さんを久く世ぜ財閥が所有するリゾート施設にご招待いたします」

「リゾート？　まじ？」

　三み田たがびっくりしたように目を瞬しばたたいた。

　他のクラスメートも同じような反応である。

「しかもただのリゾートではありません。お父様に頼み込んで一学期の最後の一週間を休校にして夏休みにくっつけてもらいます。ようするに他のクラスの生徒たちが勉強している間に満喫する背徳的なリゾートです。授業なんて放り捨てて遊びに行きましょう！」

　灯あか理りの瞳には何らかの決意が宿っていたように見えた。

　そしてクラスの連中もその決意に呼応してくれた。

　一拍の間をおいて。

　再び教室が歓声に包まれた。

　今度は男子も女子も関係なかった。誰もが「リゾート！　リゾート！」と興奮したようにはしゃぎ始める。あまりの熱気に担任教師が「なんだなんだ地震か!?」と目を覚ます。

　Ａ組の士気は極限まで高まったらしい。

　かくして波は瀾らんの体育祭が幕を開けるのだった。
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　相あい原はらは〝男女混合二人三脚〟と〝借り物競争〟に出場することになった。

　克こく礼れい館かんに編入して一カ月──ついに大規模な学校らしいイベントが到来したのである。

　普通の青春に憧れる暗殺者が浮かれるのも無理からぬ話であった。

　しかし探偵曰いわく「浮かれている場合じゃないぞ！」らしい。

「月つき影かげ。ちょっと来い」

　火曜日の二・三限は芸術選択科目である。灯あか理りや護衛チームの面々は音楽を受講していた。

　その休み時間に高たか辻つじがちょんちょんと背中をつついてきたのだ。

　返事をする前に彼女は相あい原はらの腕をつかんで音楽室の端まで引っ張っていった。

　不機嫌を隠そうともしない膨ふくれっ面つらをしている。

「……どうした？　先生に『歌うときは帽子を取りなさい』と𠮟られて拗すねているのか？」

「拗すねてない！　怒ってるんだ！　他人のファッションに口出ししおってからに──いやそうじゃないっ！　キミにいくつか連絡事項があるんだよ」

　高たか辻つじはポケットからスマホを取り出して操作を始めた。

「まず一つ目は東とう和わ忠ただ臣おみ殿に頼まれた件についてだ。キミはあの殺害予告を覚えているかね」

「ああ……『月に祈っても意味はない』とかいうやつだっけ」

「そうだ。あれの最後に〝群ぐん青じよう〟というワードがあっただろう？　調査によると群ぐん青じようとは死し屍し会かい随一の腕前を誇る殺し屋のことらしい。今回の敵はこいつだな」

　群ぐん青じよう。路地裏を駆け回っていたときに聞いたことがある。

　人間を大波に攫さらわれたかのように忽こつ然ぜんと消してしまう実力者だとかなんとか。

　しかし顔を合わせたことはないので実態は未知数だった。

「群ぐん青じようのやつは体育祭の当日に東とう和わ殿を狙うと言っている。だがそれは罠わなの可能性も否定できない──つまり体育祭よりも前の段階で仕掛けてくることも十分にあり得るのだ。少なくとも体育祭準備期間中は忙しくなるだろう」

「俺たちの仕事は群ぐん青じようの捜索だよな。護衛は親衛隊に任せて大丈夫なのか」

「そこまでやっていたら灯あか理り殿の防御が手薄になるぞ。とはいえ東とう和わ殿に死なれたら寝覚めも悪いから目を離すつもりはない。とりあえず現在は久く世ぜ家けの連中や私の事務所のメンバーが彼女の周囲を見張っている。何かあったらキミに急行してもらうことになるだろう」

「急行して灯あか理りのほうに毒どく牙がが及んだらどうする？　敵の狙いはそれかもしれないぞ」

「暗殺者のくせに少しは頭が回るではないか。だが大丈夫だよ。そうならないように私や詐欺師が手を打っておくから」

　高たか辻つじはいつも通りに自信満々だった。

　あの〝桃色の旋風〟がそう言うのなら心配はいらないだろう。

「これが一つ目の連絡な。そして二つ目だが──どうやら克こく礼れい館かん学院には胡う散さん臭くさい連中が山ほど潜んでいるらしい」

「どこのどいつだ」

「キミも十分胡う散さん臭くさい存在だがね」

　相あい原はらは自分の姿を見下ろした。

　どこが胡う散さん臭くさいのか微み塵じんもわからなかった。

「現在克こく礼れい館かんの怪しい人物を片っ端から調べているところだ。しかしこの学院には怪しい人物が多すぎる。経歴詐称や幽霊生徒なんて数えたらキリがない。いや数えたけどな。聞いて驚け──ぴったり三〇〇人だ。克こく礼れい館かん学院に在籍する九二二人の生徒のうち三〇〇人が何かしらの怪しい背景を持っている」

「多すぎだろ」

「多すぎなんだよ。もちろんこの三〇〇人全員が危険な連中とは限らない。でもこれだけ跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているとなるとキナ臭いものを感じずにはいられん」

　克こく礼れい館かん学院は久く世ぜ財閥が運営している学校法人だ。

　入学するためには難しい筆記試験と理事長本人による面接を突破しなければならない。

　怪しい人間が入り込む余地はないと思いたいが……どんな組織にも抜け道があることは仕事柄よく知っていた。

　不意に高たか辻つじがぼそりと呟つぶやく。

「もしかしたら……この学校は単なる名門校ではないのかもしれないな」

「ん？　どういうことだ？」

「いやべつに。ちなみに私はこの三〇〇人のことを〝グレーリスト〟と呼ぶことにしたぞ」

　何にでも名前をつけたがる探偵である。

「そのグレーリストの中に群ぐん青じようが潜んでいる可能性が高いということか？」

「ああ。だが要注意の人間が多すぎてマトモに方針も立てられん。キミにできることは暗殺者の責務を全うすることだけだ──もちろん東とう和わ殿のことばかりを考えていては駄目だぞ。護衛チームは久く世ぜ灯あか理りを第一としなければならん。その辺ちゃんと理解できてるか？」

「できている」

「できていないな」

　つん。胸を人差し指でつつかれた。

　高たか辻つじが上目遣いでこちらを睨にらんでくる。

「キミ。昨日みたいなのはよくないぞ」

「昨日……？」

「教えてやろう。護衛と護衛対象の間でもっとも大事なのは〝信頼〟なんだ。どんなに知能や戦闘能力があっても『この人は信用できないな』って思われたら失格だ。その観点から考えるとキミは非常に危ない橋を渡っているよ」

「そうなのか？」

「疑心はときに決定的な破局を招く場合がある。中国の歴代皇帝とかが良い例ではないか。やつらは臣下を信頼できずに大粛清を行うんだ」

　そんな極端な例を出されても反応に困る。

　高たか辻つじは近くにあった鉄琴を爪で叩たたきながら「いいかね」と続ける。

「キミはロクでもない暗殺者だが灯あか理り殿にとっては大切な護衛だ。その大切な護衛が別の女子生徒から言い寄られてろくに抵抗もしなかったら灯あか理り殿はどう思う？　盗とられてしまうんじゃないかって思うだろ」

「ふむ……確かに……？」

「東とう和わ殿が持ち掛けてきた勝負は荒唐無稽極まりない。無知もいいところだ。もちろんキミは勝負に勝って灯あか理り殿のもとに留まる予定なのだろう──でも東とう和わ殿の勧誘に満更でもない態度を取り続ければ灯あか理り殿が勘違いするぞ。勘違いして信頼が揺らぐぞ。泣かれるぞ」

　そういうものなのだろうか──相あい原はらは疑問に思いながら音楽室に視線を走らせる。

　灯あか理りは自分の席に座って教科書を読んでいた。

　しかし時折チラチラとこちらに視線を向けてくる。

　目が合った。慌てて逸そらされる。彼女の心情が理解できなかった。

　しばらく考え込んでいると探偵が驚いたように顔を覗のぞき込こんできた。

「まさか月つき影かげ……灯あか理り殿の護衛を辞めて東とう和わ殿のところへ行く気なのか？」

「いやそのつもりはない」

「だよな。どこの馬の骨とも知れぬ小娘に鞍くら替がえする理由はないよな」

「うむ。いや」

　相あい原はらは顎に手を添えながら考える。

「東とう和わさんとはどこかで会ったことがある気がする。こないだ顔を合わせたときから妙に引っかかっていたんだ……もしかしたら俺に関連する重要人物なのかもしれない」

「……実は幼おさな馴な染じみだったとかやめろよ？　灯あか理り殿が不機嫌になるぞ？」

「俺みたいな人間に幼おさな馴な染じみがいると思うか？」

「まあそうだな。いるわけないよな」

　高たか辻つじは何な故ぜか安心したように息を吐いた。

　そして相あい原はらの背中をばんっ！　と叩たたいて笑う。

「とにかく灯あか理り殿のことは頼むぞ。言葉や行動で安心させてやるんだ。もう一度言うぞ──大事なのは〝信頼〟なのだから」

「わかった。頑張ってみよう」

「それとあと一つだけキミに連絡があるのだが」

　高たか辻つじは何な故ぜか恥ずかしそうに目を伏せながら言った。

「キミは粗野で野蛮で血のにおいがこびりついたロクでなしの暗殺者だ。これは天地がひっくり返っても揺るがない事実だが──でもキミが改心し始めているらしいことは知っている」

「いきなりどうした？」

「だからキミを〝補欠〟から〝ナンバー５〟に昇格させることに決めた」

　何の話かと思って数秒考え込んでしまった。

　思い出す。確か護衛チームのメンバーには識別番号が割り振られているのだ。

　高たか辻つじが「恰かつ好こいいから」とかいう理由で決めたやつである。

「つまりこれからキミは護衛チームのナンバー５・暗殺者〝月つき影かげ〟だ」

「なるほど。だが何な故ぜそんなことを今更？」

「キミは察しが悪いな。ようするにだな……これは私からの信頼だよ」

　胸がどきっとした。

　そうか。これが信頼なのか──

　感動しながら高たか辻つじを見つめていると「そんな目で見るな」と一喝されてしまった。

　チャイムが鳴る。彼女は踵きびすを返すと自分の席へ向かって歩き出した。

「キミもせいぜい頑張れよ。ひとまず灯あか理り殿を何とかしておくように」

「ああ」

　言われた通り頑張るとしよう。

　だって相あい原はら道みち真ざねは護衛チームのナンバー５なのだから。

「──そういえば俺のリコーダー知らないか？」

「はあ？」

　高たか辻つじが足を止めて振り返った。

「リコーダー？　そんなモノを持ってきているのか？」

「音楽で使うと思ったんだ。でも何な故ぜか見当たらない。ロッカーに入れておいたのに……」

「知らんがな。だいたいリコーダーなんて使わないだろ。キミはやっぱり常識というモノが欠落しているな」

　高たか辻つじは「これだから暗殺者は」と嘯うそぶきながら再び歩き出す。

　リコーダーだけではなかった。予備の体操服や使い古したノートなども忽こつ然ぜんと消えているのである。こないだのシャーペンといい最近失うせ物ものが多い気がした。

　まあ大した問題ではないか。

　相あい原はらは楽観的に考えながら高たか辻つじの後を追うのだった。
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　体育の授業は体育祭の準備に充あてられることになった。

　言うまでもないが相あい原はらの胸は高鳴っていた。一大イベントを前にした絶妙な空気感がたまらないのである。高たか辻つじあたりは「まだテニスやりたかったのに」と不ふ貞て腐くされていたが。

　整列や入場行進の練習をした後はクラスごとに自由時間となった。

　Ａ組は三み田たの号令によって各自出場種目の練習をすることになる。

　とりあえず借り物競争の予行でもやるか？──と思っていたら不意に声をかけられた。

「おーい相あい原はら。話がある」

　体格のいい男が手招きをしていた。生徒ではない。体育教師の嵯さ峨が崎さきである。

　相あい原はらは特に疑うこともなく彼のもとへ駆け寄った。

「なんだ？　雑用なら遠慮なく押し付けてくれて構わないぞ。実は教師に無茶苦茶な労働を命じられることに憧れていたんだ。倉庫の掃除でも用具の運搬でも何でも喜んでやろう」

「違う。東とう和わのことだ」

　嵯さ峨が崎さきは笑って言った。

「実は俺も事情を聞いてるんだよ。──何な故ぜかって？　そりゃ俺が東とう和わグループの人間だからだ。ちなみにお前のリーダーの高たか辻つじには伝えてあるぞ」

「そうなのか？」

「そうなのだ。教師をやりながら東とう和わの安全を見守るように言われている」

「あんたは完全に表の人間だと思っていたんだが……」

　何らかの感情が表情に出てしまったらしい。

　嵯さ峨が崎さきは「わははは！」と笑って相あい原はらの肩を叩たたいてきた。

「悪かったな！　普通の学校生活に水を差しちまって！──だがこの学院に潜入しているやつは腐るほどいるぞ。気にしていたら日が暮れちまうだろうよ」

　昨日の高たか辻つじの言葉からも薄々気づいていた。

　克こく礼れい館かん学院は〝普通の学園〟とは言いい難がたい。久く世ぜ財閥の息がかかっている時点で何かしらの裏事情があることは想像できた。だがこれは我慢しなければならない問題なのだろう。

「──でだ。俺たち『東とう和わ静しず奈な親衛隊』は総勢二十名いる。俺みたいに教師に化けているやつもいれば光みつ春はる創そうのように一般の生徒に紛れ込んでいるやつもいる。武装して体育館の屋根裏に寝泊まりしている戦闘員なんかもいるな」

「ご苦労なことだな。まあ群ぐん青じように対抗するためには必要な措置なのだろうが」

「そうなんだよ。だが俺たちだけじゃ力不足なのはわかってるんだ」

　嵯さ峨が崎さきは苦労のにじむ溜ため息いきを吐つく。

　そうして頭をぽりぽり搔かきながら言った。

「親衛隊の本分は護衛だ。殺人鬼を見つけ出して捕まえることじゃない──だからお前たちに頼るしかないんだ」

　それを言ったら相あい原はらの本分だって護衛である。

　しかし嵯さ峨が崎さきは必死の形相で両手を合わせるのだった。

「頼む。東とう和わを狙うやつをなんとかしてくれ。あと体育祭を無事に終わらせてくれ。教師なんてモノは久方ぶりにやってみたが──この短い期間でもガキどもに愛着が湧いちまってな。東とう和わだけじゃなくて他の生徒も危険な目に遭わせたくねえんだ」

「なるほどな」

　相あい原はらは思わず笑みを浮かべた。

　裏世界に片足を突っ込んだ人間にしては気が合いそうである。

「わかった。俺は与えられた任務は放棄しない」

　嵯さ峨が崎さきもニッと笑みを浮かべた。

「よろしくな。裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟さんよ」

「──サガっちー！　長縄ってどこにあるんだっけー!?」

　遠くから生徒が呼んでいる。

　嵯さ峨が崎さきは「おお今行く」と大声をあげて手を振った。

「というわけで相あい原はら。群ぐん青じようのこととか体育祭のこととか色々頼んだぞ。この学院の命運はお前にかかっている！──まあ俺たちも頑張るけどな。わはははは」

　快活に笑って去っていく体育教師の背中を見つめながら相あい原はらは腕を組む。

　東とう和わグループも東とう和わグループで色々と手を回しているらしい。自分の出る幕などなければよいのだが──と思っていたら背後からちょんちょんと指でつつかれた。

「──道みち真ざね。お話は終わりましたか」

　機を見計らったように灯あか理りが声をかけてくる。

　嵯さ峨が崎さきと話している最中にも遠巻きに見つめられていたことには気づいていた。

　ふと彼女がタスキのようなモノを握っているのを見つける。

「なんだそれ。人を絞め殺すための武器か？」

「そんなわけないでしょう。二人三脚用の紐ひもです。これを足首に結んで固定するんです。ところで──あなたは体育祭の練習も楽しみにしていたのですよね」

「ああ」

「では練習をしなければなりませんね」

「ああ」

「つまりこれは契約の一環なのです。あなたが体育祭の練習を〝楽しいこと〟だと捉えているのなら私はそれに付き合ってあげる義務があるのです。もちろんあなたが『今日は気分じゃない』『遠慮しておく』って思うなら無理強いはいたしませんが」

「つまり灯あか理りは何が言いたいんだ？」

「つまりですね……三み田たさんが二人三脚のペアをこの時間に決めるって言ってたので……あと決めたらさっそく練習するようにと言ってたので……だから……」

「まどろっこしいわっ!!」

　と叫んだのは突如として横から現れた高たか辻つじである。

　体操着姿なのにハンチング帽を装着。なかなかぶっ飛んだセンスだった。

　彼女はぷんぷん怒りながら灯あか理りに詰め寄っていた。

「遠慮なんて一銭の得にもならんぞ！　そもそもこの暗殺者は灯あか理り殿の専属護衛だろうに。たとえキミが『靴を舐なめろ』と命令しても拒否権はないんだぞ」

「そんな命令はしませんが……」

「灯あか理りは俺に靴を舐なめてほしいのか？」

「違いますっ！──ああもうわかりましたっ」

　高たか辻つじに発破をかけられて吹っ切れたらしい。

　灯あか理りは二人三脚用の紐ひもを相あい原はらのほうへと突き出しながら言うのだった。

「──私と二人三脚の練習をしてください。きっと楽しいですよ」

「おお！　そういうことか！」

　相あい原はらは納得した。

　灯あか理りは契約を履行してくれるつもりなのだ。つまり『楽しませてやるかわりに護衛をしてくれ』というアレである。そうと決まれば断る道理などなかった。

「実は俺も灯あか理りを誘おうと思っていた。君と一緒がよかったからな」

「え……」

「そもそも二人三脚を選んだのは君を護衛するためだ。別の人間とペアになったのでは意味がないだろう？」

「……そうですね。まあ普通に考えればそうですよね」

　灯あか理りは何な故ぜか釈然としない表情を浮かべていた。

　しかしすぐに気を取り直して「じゃあ結びますね」とその場に屈かがむ。足に紐ひもが絡からみついていくのを感じながら突っ立っていると高たか辻つじが声を潜めてこんなことを言った。

「たった今情報が入った。東とう和わ殿の親衛隊が一人やられたらしい」

　寝耳に水だった。

　灯あか理りの頭がびくっと跳ねた。

「いやすまない。やられたというのは少し誇張が入ってしまったな。用務員に扮ふんした一人の護衛から定時連絡が途絶えたそうだ。もちろん敵の手にかかったかどうかはわからない」

「仕掛けてくるのは体育祭当日じゃなかったのか？」

「予告状には東とう和わ静しず奈なの命を狙うとしか書かれていなかっただろう？　その他の親衛隊のことはわからないよ。そもそも予告状の文面が信頼できるかどうかも判断がつかないんだ──というか先週の時点で東とう和わ殿の親衛隊はすでに二人も殺されているし」

　高たか辻つじはスマホを操作しながら不快そうに眉根を寄せている。

　ちなみに授業中にスマホをいじるのは校則違反である。

「まあ今回のこれはよくわからんな。親衛隊を統括する嵯さ峨が崎さき殿によれば隊員たちの練度は意外に低いらしいんだ。定時連絡をすっぽかすこともよくあるらしい。だからこそ東とう和わ忠ただ臣おみ殿は慌てて我々に依頼してきたのだろうが──」

　相あい原はらは嵯さ峨が崎さきが去っていった方向を見た。

　彼は体育倉庫の手前で携帯端末を覗のぞき込こみながら険しい顔をしていた。

　親衛隊が一人失踪したというニュースが飛び込んできたのだろう。

「俺たちはどうすればいいんだ？」

「注意しろということだ。まあ護衛チームとしては静観を貫こう。胡こ鈴すずの占いでも今のところ悪い結果は出ていないから。脅おどかすような言い方をして悪かったな灯あか理り殿」

「……いえ。でも注意してしすぎることはないでしょう」

　灯あか理りの表情が少し引き締まったような気がした。

　そこでふと相あい原はらは思い出す。

「そういえば牧まき田たさんや乙おと坂さかさんはどうしたんだ？　体育に出席していないよな」

「胡こ鈴すずなら見学している」

　高たか辻つじはグラウンドの端っこを指差した。

　東あずま屋やらしきところで巫み女こ服ふくの銀髪少女が休んでいる。そういえば聞いたことがあった──彼女は基本的に着替えることができないので体育は自動的に見学になってしまうのだと。

　なんだか可か哀わい想そうな気がした。どうにかして合法的に服を脱がせてあげたい。

「……乙おと坂さかさんは？」

「詐欺師はホテルに行ってるよ」

「ホテル？　旅行か？　俺も行きたい」

「馬鹿を言え。あいつは仕事をしに行ったんだ──細かいことは気にするな」

　そこで高たか辻つじが「ところで」と灯あか理りに目を向ける。

「灯あか理り殿はいつまで結んでるんだ？　不器用すぎないか？」

「もうできました。お話が終わるのを待っていたんです」

　視線を落とす。いつの間にか相あい原はらの足首と灯あか理りの足首が紐ひもによって結ばれていた。

　灯あか理りが「では道みち真ざね」と緊張したように見上げてきた。

「さっそく歩いてみましょう。とりあえずあそこの白線まで」

「そうだな！　目指せ一着だ！」

「最初はゆっくりお願いしますよ。────ッ」

　灯あか理りの肩に腕を回した途端ビクリと彼女の身体が震えた。

　不審に思って見下ろす。月色の瞳はすましたように正面を見据えていた。

「……私も肩を組んだほうがいいのでしょうか」

「身長差のせいで大変だろう。背中に手を回すのが最適だと思うが」

「わかりました」

　おっかなびっくり右手がのびる。

　やがて彼女の指先がそっと相あい原はらの背中に添えられた。

「──ん？　どうした胡こ鈴すず……『今すぐ止めろ』？　何を言ってるんだキミは……べつにあれくらい普通じゃないか。キミの事情もわかるが少しは落ち着いたらどうだ」

　背後で高たか辻つじが誰かと電話をしていたが内容はよくわからなかった。

　灯あか理りが意を決したように深呼吸をしてから言った。

「では右脚から行きましょう」

「わかった！　せーのっ」

　二人が同時に右脚を出した。

　ずっこけそうになった。慌てて灯あか理りの身体を支えてやる。

　彼女は相あい原はらの腕につかまりながら顔を赤くして睨にらんできた。

「な──何やってるんですか！　あなたも右脚を出したら危ないですよ」

「悪かった。怪け我がはないか？」

「…………。……いえ。こちらこそすみませんでした。よく考えたら私の言葉が悪かったですね」

　灯あか理りは恥ずかしそうに言って再び相あい原はらの背中に手を回した。

　お互いにタイミングをすり合わせて一歩踏み出す。最初は少しぎこちなかったが灯あか理りのペースがつかめてくると問題なく歩けるようになった。やがて「いっちに！　いっちに！」と適当な掛け声をかけながら走り出すことにも成功。あっという間に目標の白線を超えてしまった。
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「意外と余裕だな。もう少し走ってみるか」

「え？　はい」

　相あい原はらはそのまま灯あか理りと一緒にトラックを走り始める。

　二人三脚の練習をしている男女ペアは他にも目についた。しかし大多数が走る段階までには辿たどり着ついていない。それと比べれば相あい原はらと灯あか理りは阿あ吽うんの呼吸なのかもしれなかった。

　ゆえに周囲の注目を集めるのは必至。

　生徒たちが「すごい」とか「参考にしようかな」とか言いながら観察してくるのである。

「み……道みち真ざね。もうやめませんか。なんだか居心地が悪いです」

「そうか？　まだトラック一周もしてないが」

「もう十分ですっ！　そこのサッカーゴールのところで止まりましょう」

　灯あか理りがそこまで言うのなら仕方がない。彼女の言葉に従って止まりかけたとき──不意に誰かが「やっぱり付き合ってるのー!?」などと小学生のように囃はやし立たててきた。

　質問をされたのだから答えなければ不義理である。

　相あい原はらは笑みを浮かべて叫んでいた。

「付き合ってはいない！　灯あか理りとは友達ですらないからな！」

　突然ガクンと灯あか理りがバランスを崩した。

　相あい原はらはそのまま巻き込まれて転倒──しなかった。

　指に巻き付けておいたワイヤーを引くことによって足首を固定している紐ひもを切断。自由を確保した相あい原はらは灯あか理りの身体を支えながら全力で衝撃を押し殺すのだった。

　ふわり。花のような香りが漂った。

「え……」

　灯あか理りが狼ろう狽ばいしたように目を丸くしていた。

　何てことはない──転びそうになった灯あか理りを正面から抱き留めてやったのである。

　何な故ぜか周囲の人間たちがきゃあきゃあ騒いでいた。相あい原はらはカチコチに固まっている月色少女を見下ろしながら「すまない」と謝罪する。

「さすがにトラック一周は長すぎたな。少し休もう」

「い──いいんですべつにっ！」

　灯あか理りが相あい原はらを押しのけるようにして離れていった。

「どうした？　もしかしてどこかを痛めたか？」

「なんでもありません。死にたくなってきただけですから」

　赤くなった顔を隠すように目を逸そらす。よくわからないが無事だったので良しとしよう──と思っていたら今度は背後から「お兄様っ！」と聞き覚えのある声が響いた。

　振り返る。波打つような青髪の少女がそこに立っていた。

　東とう和わ静しず奈なである。さらにその斜め後ろには親衛隊の光みつ春はるの姿もあった。

　灯あか理りがムッとした表情で青色少女を睨にらんだ。

「何しに来たのですか東とう和わさん。Ｂ組はＢ組で練習すればいいじゃないですか」

「承知しております。ちょっと見物しに来ただけですよ──それにしても驚きました。お兄様と久く世ぜ様はとことん相性が悪いようですね」

「はい？」

「だって面白いように転ぶんですもの。お兄様がいなければ久く世ぜ様は地面と激突して大泣きしていたはずです。護衛対象が危なっかしいと護衛の方々も苦労しますよね」

　東とう和わの言葉には地獄の針山にも匹敵する棘とげが含まれていた。

　灯あか理りは少しだけ怯ひるんでから口を開く。

「……二人三脚なのですから転ぶのは普通のことだと思いますよ。けちをつけられる謂いわれはありません」

「くふふ。あなたも最大標的ならよくご存知かと思いますが──そもそも護衛対象は護衛の手を煩わせるべきではないのです。聞けばあなたは〝死にたがり少女〟を自称して何度も自殺未遂を繰り返しているそうですね？　そのたびにお兄様から止められているそうですが」

「それは……はい。だって私は死ぬべき人間なのですから」

「じゃあ護衛を雇ってる意味なんてないですよね。さっさと死ねばいいのに」

　灯あか理りがハッとしたように言葉をつまらせた。

　近くまでやってきた高たか辻つじが「おいおい」と呆あきれている。

　しかし東とう和わはふと破顔して首を傾かしげるのだった。

「──くふふ。冗談に決まっているじゃないですか」

　冗談には聞こえなかったような気がする。

　そこで相あい原はらは再び引っかかりを覚えた。やはりこの挑戦的な笑顔はどこかで見たことがある気がするのだ。高たか辻つじが懸け念ねんするように幼おさな馴な染じみということは有り得ないだろう。しかしこの青色少女が相あい原はらの記憶のどこかに埋もれているのは確実な気がした。

　東とう和わは「さておき」と灯あか理りを見据えて笑った。

「私は疑っているのです。久く世ぜ様は月つき影かげの護衛対象として相応ふさわしくないのではないかと。私だったら転んでお兄様にご迷惑をかけることは有り得ないのに」

「……あなたは初めての二人三脚で転ばない自信があるんですか？」

「もちろんあります。というわけでお兄様──私と二人三脚をしてくださいませんか？」

　東とう和わは軽やかな身のこなしで相あい原はらの腕に抱き付いてきた。

　しかし灯あか理りが慌てて東とう和わの肩に手を置いた。

「あなたはＢ組でしょう。道みち真ざねとペアにはなれませんよ」

「べつに本番でペアになるつもりはありませんが？　ただこの場でお兄様と私のコンビネーションをお見せしようかと思いまして。ただのお遊戯ですよお遊戯──ねえお兄様？　私と一緒に走ってみませんか？」

　相あい原はらは東とう和わ静しず奈なのことがよくわからなかった。

　灯あか理りに敵てき愾がい心しん剝むき出だしな理由。暗殺者〝月つき影かげ〟に固執する理由。

　そして──命を狙われているわりには気丈に振る舞っていられる理由。これはまあ本人がそういう性格だからなのかもしれないが。

　青色の瞳が答えを急せかしてくる。

　相あい原はらは「そうだな」と相あい槌づちを打ってから言った。

「それはできない」

「え……」

　東とう和わが表情を失なくす。

　灯あか理りが驚いたように相あい原はらの顔を見上げた。

「な……何な故ぜですか？」

「わっはっは！　俺たちはＡ組とＢ組──すなわち敵同士だ！　本番前に試してみたら相手の手の内がわかってしまうだろう？　それでは少しつまらない。ゆえに俺は灯あか理りとだけ練習をすることにしよう。東とう和わさんは自分のペアと一緒に頑張ってくれ」

　灯あか理りが俯うつむく。高たか辻つじが「それでよい」といった感じで頷うなずいている。

　そして東とう和わは──東とう和わの瞳からは完全に光が失われていた。しかしそれは見間違いだったのかもしれない。彼女はすぐに不敵な笑みを浮かべて相あい原はらから離れていくのだった。

「さすがですねっ！　それでこそお兄様です」

　くるりと踵きびすを返して背を向ける。

「お兄様が『つまらない』と仰おつしやるなら食い下がるわけにも参りません。だって私はお兄様の気持ちを何よりも尊重しているのですから。──では久く世ぜ様。転んでお兄様に迷惑をかけないよう練習に励んでくださいね」

「誰が転ぶものですか」

「くふふ。それではごきげんよう」

　東とう和わは灯あか理りの刺とげ々とげしい視線を無視してＢ組のほうへと去っていった。

　変わった少女である。ただ──なんとなく彼女が相あい原はら道みち真ざねを欲ほつしているということは理解できた。だからこそ灯あか理りは焦あせっているのかもしれない。誰だって自分の護衛を奪われたらいい気分はしないだろうから。

　灯あか理りは意外そうな顔でこちらを見上げてきた。

「道みち真ざね。あなたが東とう和わさんの誘いを断るとは意外でした」

「俺のペアは灯あか理りだけだからな」

　不意打ちをされたように一瞬呆ほうける。

「……そうですか。あなたは私の護衛なので普通のことですね」

「そうだな。普通のことだ──ところでそこのお前は職務を放棄していいのか？」

　相あい原はらは先ほどから真正面に突っ立っている男子生徒に声をかけた。

　灯あか理りがぎょっとして相あい原はらの視線の先を見やった。そこに立っていたのは東とう和わ静しず奈なの親衛隊隊員──光みつ春はるである。彼は何な故ぜか主と一緒に去らずにこちらを凝視しているのである。

　光みつ春はるがつかつかと歩み寄ってきた。

　その表情は無。しかし友好的でないのは明らかだった。

「僕は静しず奈な様の親衛隊だ。彼女の願いは可能な限り叶かなえて差し上げたいと思っている」

「殊勝だな！　気が合いそうだ！　よろしく頼──」

　握手をしようと右手を差し伸べた瞬間のことだった。

　風を切るような音が聞こえた。

　瞬時に状況を悟った相あい原はらは左から襲いかかる神速の蹴りを左手でガードした。

　骨まで響くような威力。灯あか理りや高たか辻つじが呆あつ気けにとられて言葉を失っていた。無理もない──光みつ春はるが何の前触れもなく攻撃をしてきたのだから。

「危ないな。いったい何のつもりだ？」

「静しず奈な様の願いを無下に扱ったお前が許せない。そもそも何な故ぜお前のような人間が静しず奈な様に求められているのかわからない。何もかもが気に食わない──だから足が出てしまったんだ」

　以前会ったときは爽やかな顔で「すべて静しず奈な様の仰おおせの通りに」などと言っていた。

　だが現在はどこぞの仏像のごとき憤ふん怒ぬの形相になっている。

　やはり灯あか理りの言う通り専属護衛の地位を奪われるのが嫌なのだろう。

　事情を察した相あい原はらは安心させるように笑いかけてやった。

「心配するな光みつ春はる！　俺は体育祭で優勝するつもりだ！　東とう和わさんの護衛に永久就職するつもりは最初からないぞ」

　今度は掌底打ちが飛んできた。

　相あい原はらは右手で危なげなく防御する。

　しかし光みつ春はるは懲りずに連続で蹴りだの拳だのを放ってくるのだった。

「その余裕の態度が気に食わない！　僕のことなど歯し牙がにもかけていないのだな！」

　灯あか理りが悲鳴をあげた。

　グラウンドの生徒たちも「喧けん嘩かか？」といった目を向ける。

「そんなことはないぞ！　だが不服なら体育祭で決着をつけようじゃないか！」

「体育祭など待っていられるか！」

　激すると周りが見えなくなる性格らしかった。

　いやそれにしても突然すぎないか？──不審に思った直後のことである。

　光みつ春はるの動きがぶれて見えた。

　まるで蜃しん気き楼ろうのように彼の身体が薄れていく。

　そうして意識の埒らち外がいから神速の回し蹴りが襲いかかってくる。どうやら相手の視覚を乱す異能を発動したらしい──これ以上騒ぎを大きくするのは得策ではなかった。

　相あい原はらは【五感略奪】を発動した。

「ッ──!?」

　紅色の稲妻が駆け抜けていく。

　視力を奪われた光みつ春はるの身体がぐらりと傾かしいだ。しかし彼は気配だけでこちらの位置を察知したらしい。そのまま勢いを殺すことなく蹴りを突き刺してきた。

　なかなか胆力があるな──そんなふうに感心した瞬間のことである。

「やめなさい光みつ春はる」

　ふわりと青色の燐りん光こうが走った。

　いつの間にか相あい原はらと光みつ春はるの間に東とう和わが立っていた。

　彼女は手に持ったトランプを光みつ春はるの首筋に突きつけている。

「これ以上暴れるようならお仕置きをしますよ。このトランプで何ができるかって？──もちろん人体消失のマジックです。あなたをこの世から消すことは造作もありません」

　冷たい青の視線が場を支配する。

　光みつ春はるは我に返って「申し訳ありません」と呻うめいた。

「……この男が静しず奈な様を侮辱するので熱くなってしまいました」

「誤解だ。侮辱などしていないぞ」

「お兄様の言う通りです。お兄様は私のことが大好きなのですから」

　東とう和わはにこりと笑って【瞬間移動】を発動させた。

　トランプが跡形もなく消えたのを目撃した生徒たちが「おおっ！」と声をあげる。異能というモノは一般には知られていない。東とう和わも光みつ春はるももう少し慎重に扱ってほしいものだ──少し呆あきれながらも相あい原はらは【五感略奪】を解除してやった。

　光を取り戻した光みつ春はるがよろめく。

　東とう和わが輝くような笑みを向けてきた。

「ごめんなさいお兄様！　うちの親衛隊がご迷惑をおかけしました」

「べつに迷惑じゃない」

「このお詫わびは後ほどきちんといたします。さあ行きますよ光みつ春はる。お兄様に謝っておいてくださいね」

　それだけ言って東とう和わはすたすたと去っていった。

　相あい原はらは青色の髪が揺れるのを見つめながら考える。彼女は灯あか理りのように非力な最大標的ではない気がするのだ。先ほど光みつ春はるを止めた動きは普通ではなかった。というよりも位置的に止めることはできなかったはずだ。尋常ならざる体術か──あるいは【瞬間移動】を駆使して割り込んできたのだろうか。よくわからなかった。

「図に乗るなよ暗殺者風ふ情ぜいが」

　ふと気づく。光みつ春はるはまだそこにいた。

　怒りのこもった瞳でこちらを睨にらんでいる。

「僕が本気を出せばお前など瞬時に葬ほうむることができる。そうしないのは静しず奈な様がお前を必要としているからなんだ」

「俺を葬ほうむったらそれは殺人事件だ。学校が休みになってしまうではないか」

「ほざけ。せいぜい偽りの青春に浮かれているがいい──静しず奈な様は僕だけのものだ」

　彼はグラウンドに唾を吐いてから東とう和わのほうへと走っていった。

　行儀が悪いなと相あい原はらは思う。だがそれ以上に心配な点があった。

　光みつ春はるの繰り出した攻撃や異能から察するに──あの程度の実力では最大標的の護衛なんて務まらないだろう。いや本人の言う通り「本気を出していないだけ」ならいいのだが。

「道みち真ざね！　大丈夫ですか……!?」

　灯あか理りが血相を変えて詰め寄ってきた。

　掠かすり傷きずすら負っていないので「大丈夫だ」と答えておく。

「いきなり暴力を振るうなんて。何なのでしょうかあの人は……」

「まったく不届きなやつだな……我々は味方同士だろうに。おい月つき影かげ。イラつくようならボコボコにしてやってもいいんだぞ」

「そんなことはしない。あと俺は怒ってない」

「ふむ……」

　高たか辻つじが難しそうな顔をして言った。

「光みつ春はる殿のことはさておき。東とう和わ殿が狙われる理由がわかった気がするな」

「どういう意味だ？」

「私の目では追いきれなかったが──彼女は自分の身体すらも【瞬間移動】させることができるらしい。こんなにわかりやすく便利な異能はそうそうないぞ。異能というモノは基本的に人間の精神に干渉する力だ。胡こ鈴すずの予知然り。詐欺師のアレ然り」

　言われてみればそうだ。

　相あい原はらの能力だって細かく理屈を調べれば精神干渉の範はん疇ちゆうを出ない。

　相手の意識を操って五感を奪っているにすぎないのだから。

「ゆえに東とう和わ殿のように物理法則を捻ねじ曲まげる類は非常に珍しい。灯あか理り殿の【治癒】と同じく理を凌りよ駕うがする力を秘めている。だから彼女は最大標的なのだろうな」

「…………」

　灯あか理りが複雑な表情をしていた。

「あの方は……私と同じ苦しみを味わっているのでしょうね。本来ならば対立するべきではないのかもしれない……」

　共感。同情。あるいは仲間意識だろうか。

　月色少女の心境を推し量ることは相あい原はらにはできなかった。

　しかし彼女の言うことには一理あった。仲良くできるに越したことはない──相あい原はらはそんなふうに懸け念ねんを抱きながら地面に落ちているはずの千切れたヒモを探す。

「？」

　見当たらなかった。風で吹き飛んでしまったのだろうか。

　三み田たか嵯さ峨が崎さきに頼んで新しいものを用意してもらう必要がある。





◇






　港区の一等地に〝天てん蓋がいホテル〟という高級ホテルがある。

　百五十年の歴史を持つ老舗。その親会社だの筆頭株主だのを辿たどっていけば最終的に久く世ぜ財閥へと辿たどり着つくらしい──つまりこの施設は久く世ぜ家けの所有物のようなものだった。

　もちろん表向きは煌きらびやかな旅館である。

　だがその地下には特別な施設がひっそりと存在していた。

「──ナンバー４・乙おと坂さか様。お待ちしておりました」

　天てん蓋がいホテル地下二階。

　乙おと坂さか美み咲さきを出迎えたのは燕えん尾び服ふくに身を包んだ初老の男だった。

　渡された名刺を見ると『天てん蓋がいホテル株式会社・盤外管理部部長・昼ひるヶが岡おか洋よう二じ』とあった。どう見てもただの従業員ではない──この男からは路地裏のにおいが漂っているのだ。

「ヘボ探偵から話は行ってるでしょ？」

「はい。こちらへどうぞ」

　昼ひるヶが岡おかはにこりともせず先導を始めた。

　その背中に続きながら注意深く周囲を観察してみる。

　地上の豪ごう華か絢けん爛らんなロビーとはうってかわって薄暗い空間だった。掃除はきちんと行き届いている。しかし床や壁にしみついた血や悲鳴の残ざん滓しは隠しようもなかった。

　他者の感情に敏感な乙おと坂さかにはいわゆる〝残留思念〟までもなんとなくわかるのだ。

　乙おと坂さかのセンサーが告げている──ここは表の世界から隔絶した異界なのだと。

「──天てん蓋がいホテル盤外場のことはご存知ですかな」

　昼ひるヶが岡おかが振り返らずに尋ねてくる。盤外場とはこの地下空間の名称だった。

　乙おと坂さかは「もちろん」と適当に応じておいた。

「久く世ぜ財閥に歯向かった連中を収容する監獄──それが天てん蓋がいホテルの裏の顔でしょ？」

「さようでございます。久く世ぜ本家はその特性上内外に敵が多い。野放しにしておけば義よし直なお様や灯あか理り様にどんな災厄が降りかかるかわかりません。久く世ぜ家けお抱えの秘密警察〝ＫＳＰ〟が捕らえた反逆者を収容して永遠に監視するのが我々〝天てん蓋がいホテル〟の役割です」

　乙おと坂さかは内心で舌打ちをしながら不気味な牢ろう獄ごくの風景を見渡した。

　神経質に櫛しつ比ぴする監視カメラ。十メートル間隔で設置された防護シャッター。

　そして廊下の左右には対爆用の壁で封じられた部屋がいくつも並んでいる。

　この一つ一つに久く世ぜ家けにとっての反逆者が閉じ込められているというのだ。

　吐き気を催すような光景である。四大財閥はあらゆる手段を用いて資本主義社会の頂点に上り詰めたというが──その中でも久く世ぜ財閥はかなりあくどい手法を用いていたらしい。

　いや他の財閥のことはよく知らないので滅多なことは言えないが。

　しばらく歩くと目当ての場所に到着したらしい。

　昼ひるヶが岡おかが「ここです」と神妙な顔つきで言った。

「お気をつけください。相手は薄汚れた人殺しですので」

「わかってるって。私は今まで人殺しに殺されたことはないから大丈夫」

　扉の上のプレートには〝面会室〟と書かかれていた。

　乙おと坂さかはこれからとある反逆者と面会することになっているのだ。

　それは記憶に新しい……いや記憶に新しすぎる例の事件の首謀者。

　昼ひるヶが岡おかが扉を開く。中にはさらに扉が用意されていた。

　事前に伝えられた暗証番号で電子ロックを解除する。

　重そうな隔壁がゆっくりと開いていき──やがて小ぢんまりとした部屋が出現した。

　中央に設置された強化ガラスで二等分された小部屋。まるで死刑執行のための刑場のような空間だなと乙おと坂さかは溜ため息いきを吐つく。

　ガラスの向こう側には仏ぶつ頂ちよう面づらをした男が座っている。

　異能【感情指数】が勝手に発動。12ポイント。やはり好感度はよろしくない。

「──半月ぶりだね！　ここでの暮らしはもう慣れた？　それとも死にたくなってきた？　そのときは言ってよね。保険会社に色々話をつけなくちゃだから」

「詐欺師。殺してほしいのか？」

　男──護衛チームのナンバー２・斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとが殺意のにじむ声で唸うなる。

　月つき影かげとの死闘に敗北した彼は久く世ぜ財閥の者（秘密警察ＫＳＰ）によって天てん蓋がいホテルまで運ばれた。重傷のため当初はそのまま息を引き取るかと思われたが──さすがは死し屍し会かいのサイボーグである。生死の境を三日三晩さまよった後に息を吹き返したらしい。

　それからは事件の重要参考人として天てん蓋がいホテルに閉じ込められることになった。

　久く世ぜ灯あか理りが知ったらどう思うだろう？──気になるところだが今は考えても仕方ない。

「しぶといよね斎さい藤とう。灯あか理りにショットガンでぶち抜かれたんじゃなかったの？」

　斎さい藤とうは答えない。

「ああそっか。あなたサイボーグだったもんね。身体のいたるところに鉄板とか銃とかが埋まってるんだったね。なんでそんな手術したの？　どう考えてもダサイよねそれ」
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　斎さい藤とうは答えない。

「あれ？　まだ月つき影かげのこと根に持ってるの？」

「ッ──当たり前だろうが!!」

　めりッ!!　といやな音が響き渡った。

　斎さい藤とうの振り抜いた拳がガラスに激突したのである。

　しかもよく見れば罅ひびが入っていた。これを生身で受けたらと思うとぞっとしない。

　だが──今の一件でも好感度は下がらなかった。おそらく彼の中では何かしらの折り合いがついているのだろう。この精神状態ならば交渉の余地はある。

　斎さい藤とうはしばらく拳をガラスに押しつけたまま立ち尽くしていた。

　しかし不意に諦めたような溜ため息いきを吐ついて椅子に腰を下ろす。

「……噓うそだ。べつに根に持っちゃいねえよ。あれだけ用意周到にやっても殺すことができなかったんだ……月つき影かげのほうがオレよりも何枚も上手だったってことだろ」

「まだみっくんと殺し合いたいって思う？」

「みっくん？」

　斎さい藤とうがきょとんとした。しかしすぐに思い出したらしい。

　乙おと坂さかが相あい原はらのことを密ひそかに「みっくん」と呼んでいることは囮おとり作戦のカラオケで彼にも伝わっているはずだ。

「……顔も見たくねえよ。あんなやつ」

「まーそう言わずに。実はみっくんの写真をたくさん持ってきたんだよ。これを見たら斎さい藤とうも外に出たくなると思うよ？　出たくなったら私がホテルの連中に掛け合ってあげてもいいけれど？」

「は？　どういうことだ……？」

「見て見て！　これが廊下を歩いているときの写真。こっちが自分の部屋で欠伸あくびをしているときの写真。そしてこれがお風ふ呂ろ上りで髪が湿っているときの写真──もちろん自分で撮ったわけじゃないよ？　カメラ構えたら気づかれちゃうしね。だから全部監視カメラの切り抜き」

「おい……」

「特にお気に入りなのは朝ごはんを食べてるこの写真！　可か愛わいいよね！　裏世界最高の暗殺者がふとした瞬間に見せる気の緩んだ表情──はああああああ！　やっぱりみっくんはかっこいいなあ……！　ほら斎さい藤とうもよく見てよ。チャームポイントは寝癖がついてるところね」

「んなもん見たくもねえ!!　てめえオレを外に出すとか言わなかったか……!?」

　──釣れた。

　乙おと坂さかは内心で笑みを浮かべる。

「そうそう。いちばん見てほしいのはこれだよ。みっくんが〝死し屍し会かい〟を壊滅させる作戦をヘボ探偵と一緒に練っているときの写真。すっごく凜り々りしくて溜ため息いきが出ちゃうよね」

「死し屍し会かいを……壊滅させる……？　何を言ってるんだお前は……」

　斎さい藤とうは目を見開いて固まっていた。

　やはりこの男は俗世に未練があるらしい。

　月つき影かげとの因縁は決定的な敗北を喫することによって取り払われた。だが横よこ山やま時とき平ひらという少年を裏世界の闇に引きずり込んだ張本人──死し屍し会かいとは何の決着もついていないのだ。

　その隙を上う手まくつけば操ることは容易たやすいだろう。

　乙おと坂さかは写真を封筒にしまいながら笑う。

「斎さい藤とう。護衛チームに協力してくれるなら願いを叶かなえてやってもいいけれど……どうする？」

　13。15。16。18──好感度が徐々に上がっていく。

　この数値は何も親愛や恋愛感情だけを示すものではない。

　乙おと坂さか美み咲さきという少女に対する興味関心も加味して決定される絶対の指標なのだ。

　ふと乙おと坂さかのスマホがぶるぶると震えた。

　水を差された気分で画面を確認する。高たか辻つじからメッセージが届いていた。

　曰いわく──『東とう和わ静しず奈な親衛隊が新たに三人消えた』。

　どうやら敵は遠慮という言葉を知らないらしい。早く終わらせてしまおう──乙おと坂さかはテーブルに広げた写真を片付けながら元・死し屍し会かいのサイボーグに向き直るのだった。











２　前夜






　引き金を引くと風船が破裂したような音が響き渡った。

　放たれた弾丸はそのまま空中を驀ばく進しんし──やがて的の中央を貫いて弾はじけ飛とんだ。

　自殺用に銃を集め始めてから数年。

　週末に射撃練習を繰り返すことによって灯あか理りの腕前は徐々に上達していった。

　今では数メートル離れた位置にある標的を狙うのも容易たやすいのだが──

「──これではお話になりませんね。道みち真ざねならもっと上う手まくやります」

　灯あか理りはイヤーマフと22口径の拳銃を放り捨てながら溜ため息いきを吐ついた。

「あの……灯あか理りさんって射撃得意なんですか？」

　後ろで見ていた牧まき田たが遠慮がちに声をかけてくる。

　灯あか理りは振り返りながら淡々と答えた。

「一般人と比べれば得意です。でも護身用になるかどうかは微妙なところですね」

「あ……護身用なんですね。てっきり自殺用かと思ってました」

「自殺用でした。言い間違いは誰にでもあるものです」

　久く世ぜ邸ていの射撃場である。

　現在灯あか理りは牧まき田たを引き連れて訓練をしていた。

　表向きの目的は自殺の練習。しかし真の目的はさっき漏らした通り護身用である。

　最大標的の役割は護まもられることだと言われる──しかしそれは最大標的が本当に最大標的であった場合の話だ。ゆえに灯あか理りは一方的に護まもられることに対して罪悪感を抱いてしまう。

　たとえあの心優しき暗殺者が久く世ぜ灯あか理りを認めてくれても関係ない。

　灯あか理り本人としては自分の価値を再確認しておかなければ気がすまないのだ。

　ちなみにその暗殺者は現在自室で宿題をやっている。

　久く世ぜ邸ていならば四六時中行動を共にする必要もない。いつも一緒だと疲れるし。

「すごいですね。灯あか理りさんってＦＰＳも上う手まいし」

「ゲームは関係ないと思いますが」

「本物の銃で訓練しているからでしょうかね？　ゲームでも強者の風格が漂ってますよ。敵を殺してもスクワットや死体撃ちで煽あおったりしませんし」

「むしろ牧まき田たさんは煽あおるのやめたほうがいいですからね？──というかＦＰＳは本当に関係ありませんよ。私が実銃の練習をしているのはゲームのためじゃありませんから」

　灯あか理りの心には焦あせりが芽生え始めていた。

　理由は言うまでもない──東とう和わ静しず奈なの存在だ。

　彼女はことあるごとに灯あか理りにつっかかってくる。

　さらに灯あか理りの護衛である相あい原はら道みち真ざねを奪おうとしている。

　あの青色少女は灯あか理りと違って正真正銘の最大標的だ。

　だからこそ灯あか理りも対抗できるだけの価値を示さなければならない。それが射撃の練習というのは自分でも的が外れているとは思うのだが──そこで灯あか理りはふと思いついた。

　ここには相談できる相手がいるではないか。

　この純真無む垢くな巫み女こさんならば灯あか理りのモヤモヤを解決してくれるかもしれない。

「あの……牧まき田たさん。ちょっとお聞きしたいのですが」

「はい？　えっと……占いのことですか？　それともゲームの攻略とか？」

「違います。牧まき田たさんの意見で構わないのですが……道みち真ざねは私のことをどう思っていると思いますか？」

　牧まき田たの目が点になった。

「もちろん変な意味ではありません。東とう和わさんのこととか色々あったので……護衛が私についてどんな印象を持っているのか調査しようと思ったのです。調査対象は道みち真ざねだけではありませんよ。全員に色々聞いていくつもりですから。たまたま最初が道みち真ざねなだけで」

「…………」

　高速で頭を回転させているような気配。

　やがて何かに思い至ったらしい──彼女の表情がニヤリと歪ゆがんだ気がした。

　いや気のせいに決まってる。この気弱な少女がそんな顔をするはずがないから。

「非常に残念ですが……私の目から見て脈はないと思います」

「脈？　どういう意味ですか？」

「相あい原はらくんは灯あか理りさんのことを異性として見ていないと思います」

「い……」

　予想外の返答に脳が一瞬フリーズしてしまった。

　異性云うん々ぬんはどうでもいい。知りたいのは相あい原はらが灯あか理りに見み出いだしている価値だ。

　だが牧まき田たがそういう判断を下した理由が気になる。非常に気になる。

「……牧まき田たさん。あなたは何な故ぜそう思ったのでしょうか。べつに異性として見られていなくても私としては問題ないのですが。というか見られているほうが問題なのですが」

「占ってみたんです。そしたら相あい原はらくんが灯あか理りさんじゃない女子とお付き合いをしている未来が見えました」

「お付き合い!?」

「手をつないでデートしてるのも明確に見えました」

「デート!?!?」

「なので相あい原はらくんのことは諦めたほうがいいと思います。灯あか理りさんが悲しまないためにも」

「諦めるって何ですか？　悲しむって何ですか？　言っておきますが私には最初からそんなつもりは一切ありませんからね？」

　降って湧いたような予言に頭が揺さぶられていた。

　いや待て。彼女の占いは絶対とは言えない。理事長室に仕掛けられた爆弾も彼女の予言を参考にして回避できたではないか。つまり未来は確定されていない。いやいや待て待て。何な故ぜ自分はこんなにも動揺しているんだ。べつに相あい原はらが誰と恋仲になろうが関係ないではないか。

　灯あか理りは深呼吸をして心を落ち着けた。

「……わかりました。ご意見ありがとうございます。とにもかくにも牧まき田たさんは『相あい原はら道みち真ざねは久く世ぜ灯あか理りをただの護衛対象と見み做なしている』と感じるのですね」

「そうですね……いえ！　わかりませんよ！　未来は変えることができますから！」

「その通りです灯あか理り様。未来は変えられるのですよ」

　いきなり背後から声をかけられた。

　いつの間にかメイドの奏かな理りが立っている。

「奏かな理り？　どうしたのですか」

「そろそろ訓練が終わる頃かと思ってお迎えに参上しました。──それよりも灯あか理り様のお悩みですよ。灯あか理り様は相あい原はら様とのご関係に悶もん々もんとしたものを抱いているのでしょう？」

「抱いてません。というか話を盗み聞きしてたんですか」

「隠さなくてもけっこうですよ。ようするに灯あか理り様は東とう和わ静しず奈な様に護衛を盗とられてしまうのではないかと不安なのですね？　裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟が心変わりしてしまわないか不安なのですね？──でしたら相あい原はら様が喜ぶことをして差し上げればいいのです」

「喜ぶこと……？」

「相あい原はら様の青春像は主にこの漫画をもとに構成されております」

　奏かな理りの手にはお馴な染じみの『スタハイ』があった。

　相あい原はらが好きだというので話を合わせるために先日読んでみた。が──これが意外に面白くて一気に読み切ってしまった。キラキラした学園生活を繊細な筆致で描いた傑作である。

「この中に主人公・土と岐き川がわ蓮れん斗とがヒロインから手作りのお弁当を作ってもらうシーンがありましたよね。きっと相あい原はら様もこのようなシチュエーションに憧れていることでしょう」

　本当にそうなのか？　と灯あか理りは疑問に思う。

「なので灯あか理り様もサプライズでお弁当を作ってあげるんです。そうすれば相あい原はら様は十中八九お喜びになります。灯あか理り様も相あい原はら様との契約を履行する形になって収まりがいいはずですよ」

「でもお弁当って……ちょっとベタすぎませんか？　それこそ漫画みたいというか……」

「何を仰おつしやっているんですか。あの方がベタすぎるものに憧れているのは火を見るより明らか。その願いを叶かなえて差し上げるのが灯あか理り様の役割でしょうに」

　確かに。言われてみればそんな気もしてきた。

　灯あか理りが存在価値を示せるのは例の契約を果たすときだけなのだ。

　そう考えると奏かな理りの言うことは至上の名案のように思われた。

「チッ……余計なことを……」

　不意に隣の白銀巫み女こが歯は軋ぎしりをしながら何かを呟つぶやいた。ような気がした。

「……はい？　牧まき田た様？　何か仰おつしやいましたか？」

「いえ何でも！　手料理って素敵ですよね！」

「牧まき田た様もこう仰おつしやっていることです。料理なら私が手取り足取り指導いたしますのでご心配はいりませんよ」

　奏かな理りは満面の笑みを浮かべて手を差し伸べてきた。

　まあ。これは契約なのだから。やってやるのも吝やぶさかではないかもしれない。
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　東とう和わ静しず奈なは過度な接触を図ってきた。

　休み時間や放課後になると必ず相あい原はらのもとへ現れて「お兄様っ」とくっついてくるのだ。

　人から好かれるのは嫌ではない。だが先週はあらゆる意味で大変だった。

　何な故ぜか灯あか理りの機嫌が悪くなる。何な故ぜか光みつ春はる創そうの機嫌も悪くなる。

　しかもこうした人間関係の問題ばかりではない。

　目下最大の懸け念ねん事項は──東とう和わ静しず奈なの親衛隊が何人か姿を消したことだった。

「──完全に音信不通だ。東とう和わ会長もかなり焦あせってるようだぜ」

　体育教師の嵯さ峨が崎さきが重い溜ため息いきを吐ついてそう言った。

　月曜日の昼休み。相あい原はらと高たか辻つじは嵯さ峨が崎さきに呼び出されて進路相談室へやってきた。

　進路を相談するわけではない。現状についての情報共有だ。

　高たか辻つじは出されたお茶をゴクゴク飲み干してから「わかっている」と首肯した。

「消えた人間は全部で四人だな。そして五日ほど経過したのに誰とも連絡が取れない。もちろん断定することはできないが敵にやられた可能性は高いだろう」

「群ぐん青じようの仕業ってわけか……やつはまず親衛隊から片付けていくつもりみたいだな」

「嵯さ峨が崎さき殿。彼らはいったいどんな状況で姿を消したんだ？」

「そうだな──」

　嵯さ峨が崎さきは困ったように頰を搔かいた。

「全員が単独行動をしていたときだな。言うまでもないことだが消えた瞬間は誰も目撃していない。つまり群ぐん青じようは一人になった親衛隊を順々に始末しているというわけだ。死体が出たわけじゃないから死んだとは限らないが」

「群ぐん青じようの殺人方法は『波に攫さらわれたように人を消す』だ。いちおう合致しているな」

「勘弁してほしいよなまったく……これじゃあ体育祭どころじゃねえぜ」

「とにかく親衛隊の方々は最低でも二人以上で行動したほうがいいぞ。嵯さ峨が崎さき殿も腕に覚えがあるからって無闇に一人になるんじゃない」

「わかっているさ。東とう和わ会長からもそういう命令があった」

「ふむ……ところで東とう和わ忠ただ臣おみ殿は」

「ん？」

「死し屍し会かいと何かつながりがあるのかね？」

「はぁ？」

　嵯さ峨が崎さきが素っ頓狂な声を漏らす。

　しかしすぐに笑って手を振るのだった。

「あるわけないだろ。強いて言うなら加害者と被害者のつながりだな」

「なるほどな……」

　高たか辻つじは意味深に頷うなずいて考え込んでしまった。

　二人のやり取りを横目で見ながら相あい原はらは腕を組む。

　親衛隊失踪事件の犯人が群ぐん青じようであるならば失踪者は殺されているだろう。学院での殺人が表沙汰になれば体育祭が中止に追い込まれるかもしれない──そうなることは群ぐん青じようだって避けたいはずなのだ。わざわざ予告状で『体育祭の日に殺す』と明確に宣言しているのだから。

　あるいはすべてハッタリなのだろうか？──わからない。

　頭を悩ませていると不意に相談室の扉が開かれた。

「あ！　サガっち。こんなところにいたんだ」

　一年Ａ組体育祭実行委員の三み田たである。

「てか何？　お茶会してるの？　私も混ぜてほしいなー」

「大事な話だから首を突っ込むな。──それで何の用だ？」

「そうだそうだ。体育倉庫の鍵知らない？」

「……鍵？　さっき持ってっただろ」

「そうじゃないよ。体育館の裏手にもう一個あるじゃん？　お化け屋や敷しきみたいに古いやつ。練習用の長縄が足りないから別のやつ引っ張り出そうかと思ったんだけど……なんか他の先生も鍵がどこにあるか知らないみたいでさぁ」

「俺も知らんが……しょうがねえな」

　嵯さ峨が崎さきは億おつ劫くうそうに立ち上がるとこちらを振り返って言った。

「じゃあ相あい原はらと高たか辻つじ。すまんが色々と頼んだぞ」

　ようするに「気をつけてくれ」という意味だろう。

　彼はそのまま三み田たに引っ張られるようにして相談室を去っていった。

　その後ろ姿を見つめながら高たか辻つじが「んむぅ」と変な声を出す。

「……嵯さ峨が崎さき殿は何かを隠している気配があるな」

「どういうことだ？」

「わからん……まだピースが足りない。だが怪しい人物は絞られてきた。私の予想ではかなり悪辣な計画が進行しているような気配がするぞ」

　この桃色少女は味方に対しても情報を隠したがる傾向がある。

　だが餅は餅屋。相あい原はらがとやかく言う問題ではないのだろう。

　高たか辻つじはうんうん唸うなりながら急須のお茶を自分の湯飲みに注ぎ始めるのだった。

　まだ飲むのかよ──と思ったが心の中にしまっておくことにする。
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　推理中の探偵を残して相談室を出る。

　昼休みの克こく礼れい館かん学院は常ならぬ熱気に包まれていた。

　体育祭が近いからだろう。外からは競技の練習に励む生徒たちの掛け声が聞こえてくる。

　やはりこの空気は素晴らしい。いかにも青春って感じがする。

　特に一年Ａ組は「勝ったらリゾートに招待します」という灯あか理りの発言によって異様な盛り上がりを見せていた。グラウンドを覗のぞくとＡ組の仲間たちがリレーの練習をしている。結局体育倉庫の鍵は見つからなかったのだろうか。

　いずれにせよあれだけの士気があればＢ組を打倒するのも難しくないだろうな──と相あい原はらは思う。

「…………？」

　ふと中庭の一角に目がとまった。

　東とう和わ静しず奈ながひとりベンチに座って昼食を食べようとしているのだ。

　友達と一緒というわけではないらしい。護衛の光みつ春はるはどうしたのだろうか？　遠くから見守っているのだろうか？──疑問に思っていると東とう和わが弁当箱のフタを開けた。

　彼女は凍りついたように動きを止めてしまった。

　目を凝らして確認する。彼女の弁当は墨汁のようなもので真っ黒になっている。

　イカスミ弁当かと思ったが違う。かすかな悪意の気配が感じられるのだ。

　やがてどこかに隠れていたらしい数人の女子生徒が現れる。

　あれはＢ組のやつらだろう──ヘラヘラしながら東とう和わに話しかけた。

　会話の内容は聞き取れない。しかしあまり友好的な内容ではないのは明らかだった。

　東とう和わが腹に据えかねたように立ち上がった。

　そのまま走って立ち去ろうとしたところで一人の女子生徒が足払いをしかける。

　不意を打たれた東とう和わは呆あつ気けなく地面に滑り込んだ。墨汁だらけの弁当を頭からかぶって髪や制服が黒く汚れてしまう。

　女子生徒たちはクスクス笑って去っていく。

　東とう和わは震えながら地べたに座り込んでいた。しかしやがてふらふらと立ち上がる。散らばった弁当の残骸を拾い集めてから何事もなかったかのように歩き出す。

「……なんだあれは」

　相あい原はらは少なからず衝撃を受けていた。

　明らかにイジメの現場だ。しかも標的は東とう和わ静しず奈な。あのエキセントリックで明朗快活な少女が陰湿な仕打ちをなすすべもなく受け入れていたのである。

　てっきり東とう和わはＢ組の中心人物なのかと思っていた。

　だがあの様子を見る限りだと──

「道みち真ざね。嵯さ峨が崎さき先生との会議は終わったのですか？」

　不意に灯あか理りが近づいてきた。

　嵯さ峨が崎さきから呼び出されたのは相あい原はらと高たか辻つじの二人だった。護衛が何人も消えているという情報が灯あか理りに伝われば不安がることだろう。ゆえにこれは嵯さ峨が崎さきからの配慮なのだった。

　ちなみに灯あか理りの隣には巫み女こ服ふくの牧まき田たも立っている。

　相あい原はらがいない間は彼女が最大標的の護衛をしてくれていたのだ。

　彼女曰いわく「今日の運勢は大吉」。つまり少しくらい灯あか理りから目を離しても問題はない。

「──どうした灯あか理り。教室でお昼を食べていたんじゃなかったのか？」

「いえ。食べようかと思ったのですが。その前にあなたに言いたいことがありまして」

　灯あか理りはそわそわしていた。

　何な故ぜか牧まき田たもハラハラした様子で見守っている。

「道みち真ざねは普段奏かな理りが作ったお弁当を食べていますよね」

「そうだな。日頃から奏かな理りさんには感謝している」

「ですが今日は奏かな理りから渡されなかったのではないですか？」

　そういえばそうだった。いつもは出発前にメイドの奏かな理りが弁当箱をくれる。

　しかし今朝は何も渡されず「いってらっしゃいませ」と見送られてしまったのだ。

「購買で何か買おう」

「その必要はありません。実は……その。ここで言うのもアレなので移動しませんか」

「ん？　奏かな理りさんは作ってくれなかったんじゃないのか？」

「はい。でもそのかわりに別の人が作ったものを食べるのも乙だと思うのですが。たとえばクラスメートの手作りとか」

「…………？」

「というわけで教室へ戻りましょう。戻って私と一緒にご飯を食べましょう」

　彼女の脈拍数と体温が上がっているような気がした。

　回りくどい言い方は気恥ずかしさゆえの韜とう晦かいなのだろう。いったい何を隠しているのかは予想もつかなかったが──しかし相あい原はらにはやるべきことが残されているのだった。

「すまない。先約があるんだ」

「え」

「本当にすまない。牧まき田たさんは引き続き灯あか理りのことを護衛していてくれないか」

「はい。灯あか理りさんのことは責任をもってお守りしますけど……」

　灯あか理りは銅像のように固まっていた。

　申し訳なく思うのだがこればかりは仕方がない。

　相あい原はらは「後で埋め合わせをするから」と言い残してその場を後にするのだった。




　そうして向かった先は中庭である。

　先ほど東とう和わが座っていたベンチに人影はなかった。だが地面に目を向けると墨汁の跡が点々と残されているのを発見。相あい原はらは無言でその痕跡をたどっていく。

　体育館の裏手までやってくると青髪の少女の姿が見えた。

　東とう和わ静しず奈な。どうやら水道で手を洗っているらしかった。

　相あい原はらは声をかけるべきか迷った。普通に考えればイジメの現場など目撃されて嬉うれしいはずがない。少し軽率だったかもな──と思っていたら東とう和わが「あら」とこちらに気づいた。

「お兄様？　そこで何をしていらっしゃるのですか？」

「たまたま通りかかっただけだ」

「それは噓うそですね。だってお兄様は嵯さ峨が崎さきとミーティングをしていたはずですよ。ここから進路相談室までは距離があります。それに教室に戻るだけならルート的に通りかかるはずもありません──つまりお兄様は私に会いに来てくださったということですっ！」

　東とう和わはにっこりと笑みを浮かべながら近づいてきた。

　先ほどとは打って変わって明るい雰囲気。

　しかし彼女が無理をしていることは震える指先から簡単に見て取れた。

「もしかしなくても……さっきの目撃しちゃいました？」

　相あい原はらは肯定も否定もせずに周囲を見渡した。

「……光みつ春はるは何をやってるんだ。あいつは君の護衛なんだろう」

「光みつ春はるはお手洗いに行ってます。休み時間に飲んだ牛乳でお腹なかを壊したとか」

「それは親衛隊としてどうなんだ……？」

「でも別のメンバーと一緒に行動しているので大丈夫ですよ。群ぐん青じように消されたりはしないでしょう──それにしてもお兄様はまんまと私の罠わなに引っかかってくださいましたね」

　言葉の意味がわらかない。

　彼女は悪いた戯ずらが成功した子供のような笑みを浮かべている。

「お兄様が全然振り向いてくださらないので頭を悩ませていたのです。そこで私は『イジメ作戦』に打って出ました」

「なんだそれ……？」

「くふふ。暗殺者〝月つき影かげ〟のデータは私の手元にたくさんあるのです。かつてお兄様は旧華族の令嬢から不当に苛さいなまれていた牧まき田た胡こ鈴すず様を救出なさいました……つまりですね……そういうふうにすれば。お兄様も。私のほうを……振り向いてくれるんじゃ……ないかと……」

　波が引いていくように自信が失われていった。

　自分の台詞せりふが無茶苦茶であることに気づいているのだ。

　やがて東とう和わは「くふふ」と痛みを堪えるように笑い声を漏らした。

「……お兄様。ちょっとお時間いただけませんか」

「構わない。最初からそのつもりで来た」

「ありがとうございます。ではそこでお話ししましょう」

　東とう和わが示す先には古めかしい体育倉庫がある。

　そのすぐ隣にこれまた古めかしいベンチが鎮座しているのだった。
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　相あい原はらは予あらかじめ購入しておいた総菜パンを東とう和わに差し出した。

　彼女は驚いてこちらを見上げる。しかしすぐに「ありがとうございます」と破顔して受け取ってくれた。彼女が包装を破るのを確認してから相あい原はらも同じパンにかぶりつく。

「──はっきり申し上げます。私は皆様から嫌われているのです」

　かぶりついたまま動きを止めてしまった。

　その歯に衣着せぬ言い方は自らを傷つけているようにも聞こえた。

「理由はお兄様なら至極当然のこととして理解できるはずですよ。最大標的とは疫やく病びよう神がみのようなものです。久く世ぜ様もそうなのでしょうが──私の周りの人間も刺客に襲われて命を落としてきました。今回行方不明になった方々も結局は私のせいなのです」

　それは灯あか理りとまったく同じ思考回路だった。

　灯あか理りの場合は斎さい藤とうの事件を経て少々前向きになったが──それはともかく相あい原はらは首を傾かしげてしまった。いくら最大標的だからといって同級生から蔑ないがしろにされる理由になるだろうか。

　東とう和わは相あい原はらの質問を先読みしたかのように言葉を続けた。

「みんな私のことを疎うとましく思っているんです。虐しいたげられて当然ですよ？」

「この学校では『持てる者と持たざる者』による階級差別が蔓まん延えんしていると聞いた。でもそう考えると君が一方的に虐しいたげられるのは少々おかしい気もするぞ。だって君は東とう和わグループのご令嬢だろう？」

　たとえば久く世ぜ灯あか理りは直接的に迫害されているわけではない。

　何な故ぜなら〝久く世ぜ財閥〟という巨大な権力がバックについているからだ。

　東とう和わ静しず奈なも同じだと思うのだが──しかし本人が言うには違うらしかった。

「私の場合は久く世ぜ様のように〝触らぬ神に祟たたりなし〟といった状況にはなり得ません。東とう和わグループはいちおう大手企業ですが……克こく礼れい館かんでは中堅レベルですから」

　つまり四大財閥の令嬢である灯あか理りとは状況が違うと言いたいようだ。

　相あい原はらは腑ふに落ちないものを感じた。しかし考えても何が引っかかっているのか突き止めることはできなかった。東とう和わは悄しよう然ぜんとした声で「ご理解いただけましたか？」と呟つぶやく。

「私は日々に嫌気が差しています。命を狙われるのも怖いですし同級生の悪いた戯ずらで墨汁塗れになるのもこりごりです。だから私は──すべての災厄から東とう和わ静しず奈なを守ってくれる完全無比の護衛が欲しいのです」

　言いながら総菜パンをかじる。

　もぐもぐゴクンと嚥えん下かしてから相あい原はらの瞳を見つめる。

「そして──私の護衛として相応ふさわしいのはお兄様だけだと考えております」

「俺は薄汚い暗殺者だぞ。だいたい君には親衛隊が二十人ほどいるらしいじゃないか」

「彼らは頑張ってくれていますよ。でも実力的に少し心こころ許もとないので……」

　確かに嵯さ峨が崎さきや光みつ春はるをはじめとした親衛隊の連中は〝凄すご腕うで〟というには少し足りない。

　実際に敵によって何人か消されている。しかも彼らはＢ組で行われているイジメに対抗策を持っていないのだ。安心しろというのが無理な話なのかもしれない。

「だから私にはお兄様が必要なのです」

　東とう和わは潤んだ瞳をハンカチで拭った。

　そうして現れたのは普段通りの天てん真しん爛らん漫まんな笑みである。

「どうしたら私のモノになってくれますか？」

「体育祭の結果次第だろう？」

「それも一つの手段ですっ！　しかし最近思うのです──力尽くで手に入れたとしても『そこに愛はあるんか？』ってなりますよね。なのでお兄様が私に心を奪われて体育祭で負けたくなるように仕向けたいのですが。お金を払えばよろしいですか？」

「そこに愛はないだろう」

「お金から始まる愛があってもいいと思いますよ？　私のお母様も元々はお父様にお金で買われた愛あい妾しようでした！」

　とんでもねえ暴露をしてくれる。

　相あい原はらは聞かなかったことにして総菜パンの最後の一口を吞のみ込こんだ。

「──お金なんていらない。俺が求めているのは平穏無事な学校生活なのだから」

「学校生活？　奇特な望みですね？」

「俺は暗殺者として路地裏を駆け回っていた。だから表の世界に憧れているんだ。つまり普通の青春というものを味わってみたい──これは金では買えない宝物みたいなものだろう？」

　相あい原はらの発言がよほど意外だったらしい。

　彼女は呆あつ気けに取られて「普通の青春……」と繰り返した。

　やがて期待に輝いた瞳を相あい原はらに向けて言う。

「それは……とてもいいですね！　お兄様の考えには共感いたします」

「そうだろう。平和な日常ほど価値のあるものはない──そして俺はこれを手に入れたのだ」

「ではお兄様はお友達をたくさん作って人生を謳おう歌かしている最中なのですね！」

　ぐさり。

　何かが胸に突き刺さった。

「何な故ぜ黙るのですか……？」

「……友達はいない」

「え？　護衛チームの皆様は？」

「仕事仲間みたいなものだ。以前勇気を振り絞って『友達になってくれ』とお願いしたのだが悉ことごとく断られてしまった」

　あれ？　そう考えると克こく礼れい館かん学院に友達って一人もいなくね？──と相あい原はらは絶望的な気分に陥った。正式に友達となった斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとは久く世ぜ財閥の牢ろう獄ごくに囚とらわれているのでノーカンだ。

　やはり人でなしの暗殺者が普通の学校生活を送ることなど不可能だったのか。

　目から悲しみの液体がこぼれ落ちかけたときのことだった。

「では！　私がお友達になって差し上げましょう！」

　無邪気な微ほほ笑えみが注がれた。

「休み時間にお話をしたり勉強を教え合ったり。一緒に登下校をしたり休日に遊んだり──お兄様の望みは私がなんでも叶かなえて差し上げます」

「本当か？」

「はい。そしてゆくゆくは恋人関係になりましょう！」

「恋人はやめておく」

「流れるようにフラれました!?」

　当然である。恋愛的な意味で好きでもない相手と恋人になれるわけがない。

　世の男子が「彼女欲しいー」などと漏らしているのが相あい原はらには理解できなかった。

　意中の相手がいるわけでもないのに何な故ぜ無造作に彼女を欲しがるのだろうか。

「──まあ恋人はさておき。お兄様さえよければお友達になってほしいのですが」

　東とう和わは笑みを深めてそう言った。

　相あい原はらは特に深く考えることもせずに彼女の手を握り返した。

「わかった。よろしく頼む」

　握り返してから脳裏に過よぎるものがあった。

　──東とう和わ殿の勧誘に満更でもない態度を取り続ければ灯あか理り殿が勘違いするぞ。

　高たか辻つじの言葉である。

　頭を冷やして考えてみれば彼女の言い分はもっともな気がした。そもそも相あい原はら道みち真ざねは久く世ぜ灯あか理りの護衛なのだ。余よ所その最大標的に肩入れしすぎるのは健全とはいえないだろう──

「──道みち真ざね。何をやってるんですか」

　いつの間にかすぐそこに灯あか理りが立っていた。

　しかし驚きはしない。彼女が木陰から監視していることには気づいていたからだ。

「……私の誘いは断ったのに東とう和わさんと昼食ですか？」

「すまない。東とう和わさんのことが気になって」

「そうですか。では東とう和わさんとお楽しみください」

　何な故ぜかめちゃくちゃ機嫌が悪そうだった。

　しかし相あい原はらは気にせず腕時計に目をやった。

「もう予鈴が鳴るな。どうせなら教室まで一緒に戻らないか？」

「一人で戻ってください。私はそこの木で首を吊つることにします」

「その木なら俺が伐採しておこう」

「え？──きゃああああああああっ!?」

　相あい原はらは仕掛けておいたワイヤーを引くことで枝をバッサリ切断してしまった。

　これでロープを引っかけることはできまい。

　ドサドサと落ちてくる枝葉を眺めながら灯あか理りは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「あ──危ないじゃないですか!?　死んだらどうするんですか!?」

「当たらないように調整しているから問題ない」

「いえわかってますけど……止めてくれてありがとうございます」

　灯あか理りは不服そうにお礼を言うのだった。

　普段ならこれで終わりである。しかし今日の彼女は機嫌を直してくれなかった。

「ですが非常に残念です。あなたは転職を考えていたのですね」

「何の話だ。確かに昨日テレビで見て宇宙飛行士もいいなと思っていたところだが……」

「では宇宙でもどこへでも行ってください。私は牧まき田たさんと戻りますから。行きましょう牧まき田たさん」

「え？　はい！」

　物陰に隠れてジッと様子をうかがっていた巫み女こさんが慌てて立ち上がった。

　灯あか理りは彼女の手を引いてスタスタとその場を立ち去ってしまう。

　取り残された相あい原はらは電柱のように佇たたずむしかなかった。

　東とう和わがギュッ！　としがみついてきて満面の笑みを浮かべた。

「お兄様っ！　これで二人きりですねっ！」

「…………」

　他者の感情に鈍感な暗殺者にもわかった。

　これって……もしかして面倒な事態に発展しているのでは？




　そしてその予想は見事に的中してしまった。

　灯あか理りの相あい原はらに対する態度が気持ち冷たくなってしまったのだ。

　表面上は変わらない。しかし言葉や態度の端々に尖とがったものが感じられる。たとえば相あい原はらが「今日は良い天気だな！」と声をかけても「そうですね」としか返ってこない。普段なら「少し曇ってますが……」と些さ細さいなことを指摘してくるはずなのに。

　さらに灯あか理りから話しかけてくる頻度も極端に減った。

　いつもの自殺芸もほとんど披露しなくなってしまった。

　つまり相あい原はらに対して意識的に素っ気なく振る舞おうとしているらしいのだ。

　何より決定的だったのは──

「灯あか理り。暇なら『シャドウ・トリックの受難』を観みないか？」

「私は観みたのでもういいです」

　──という昨日の会話だった。

『シャドウ・トリックの受難』とは灯あか理りや牧まき田たが好きなアニメのことだ。

　こないだ久く世ぜ邸ていの映画館で灯あか理りと一緒に観賞会をした。三話まで。

　ゆえにその続きをしようと思ったのだが──「私は観みたのでもういいです」である。

　君は俺を楽しませてくれるんじゃなかったのか？──などと契約を笠かさに着て責め立てるつもりは毛頭ない。ただ避けられているという事実が暗殺者に〝痛み〟をもたらした。

　というわけで相あい原はらは周りの人間に相談することにした。

　しかし頼みの綱の奏かな理りは休暇をとって里帰りをしている。

　牧まき田たに聞いても「私では力になれません……」と頭を下げられてしまった。

　高たか辻つじは何かの調査で忙しいらしい。昨日から探偵事務所にこもって学校を休んでいる。

　となれば相あい原はらが頼れるのはただ一人だった。

「──乙おと坂さかさん。少し時間あるか？」

「!?」

「ちょっと二人きりで話がしたい」

「!?!?」

　教室で本を読んでいた黒髪ツーサイドアップの少女。

　乙おと坂さか美み咲さきは雷にでも打たれたかのようにビクリと震えるのだった。
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　ミチザニウムは重要だ。

　何な故ぜなら救いの片へん鱗りんを感じられるからだ。

「くふふ……お兄様」

　東とう和わ静しず奈なは笑みを浮かべて教室へと戻る。

　右手には相あい原はら道みち真ざねのポケットからこっそり奪ったハンカチ。左手には相あい原はら道みち真ざねが食べたパンの包装──「ゴミは私が捨てておきますよ」と言って受け取ったものである。

　前者はミチザニウム度数78％。後者は63％。

　大豊作だ。これほど高純度なモノはなかなか手に入らない。

　静しず奈なは二つの戦利品を丁重に机の中へと収納した。

　すでに〝宝物〟は十個を超えた。

　シャーペン。消しゴム。体操服。リコーダー。ノート。

　手口は簡単だ。監視カメラを確認することで相あい原はらがいないタイミングで教室に侵入する。そしてミチザニウムが高い一品を盗ぬす……いや拝借してくるだけ。

「お守りとして持っていましょうか」

　静しず奈なは一度しまったハンカチを再び取り出した。

　そうして制服の内側へと持っていき──お腹の中へとねじ込んだ。

　救いの幸福が広がっていく。脳内麻薬が分泌されて思わず恍こう惚こつとした表情になってしまう。ミチザニウムには人生を明るくする効能があるのだ。

　でも。まだ。

　まだ全然足りないのだ。

「私は……お兄様本人が欲しい」

　思い出すだけで心と身体が熱くなってくる。

　愛いとしのお兄様は苛いじめられている静しず奈なを心配してわざわざ足を運んでくれた。こんなに嬉うれしいことがあるだろうか。

　そして静しず奈なの策略により相あい原はら道みち真ざねと久く世ぜ灯あか理りの仲は悪化している。

　計画は着々と進んでいた。お兄様は東とう和わ静しず奈なの護衛になるべきなのだ。自分を不ふ埒らちな殺人鬼どもから救ってくれるのは親衛隊の面々ではない──暗殺者〝月つき影かげ〟ただ一人。

「──覚悟してくださいお兄様。あと少しであなたは私のもとへ来てくださるはずです」
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　高たか辻つじ翠すい花かは探偵事務所のソファに寝転がりながら考える。

　死し屍し会かい。群ぐん青じよう。東とう和わグループ。克こく礼れい館かん学院。そして最大標的──一見すれば取り留めもない単語の羅列。しかし一つ一つを吟味して接着していけば必ず何かの形を描くはずなのだ。さながらバラバラ死体のごとく。

　とはいえ現実はミステリ小説のようにはいかない。

　伏線や手がかりを辿たどっていけば真実に辿たどり着つくとも限らない。

　袋ふく小ろこ路うじはいたるところに存在するのだ──この世は「白と黒」「善と悪」「裏と表」などの二元論では説明できないカオスファクターの集合体なのだから。

　ゆえに高たか辻つじは頭を振り絞ってあらゆる可能性を考慮するのだった。

「克こく礼れい館かん学院……何かあると思うのだが」

　高たか辻つじはうなぎパイ（部下の差し入れ）を食べながら思考する。

　最近は体育祭の練習で思考に集中する暇もなかった。

　たまには学校をズル休みして精神を統一しなければ探偵業などやっていられない。

　現在は探偵事務所の面々が様々な調査に乗り出してくれている。

　とりあえず連絡が来るまでダラダラしよう──と思っていたら高たか辻つじのお腹なかに乗ってくるモノがいた。

　探偵事務所で飼っている猫である。

　名前はエラリー。彼は高たか辻つじの瞳を見下ろしながら「なーお」と鳴いた。

　その愛くるしい様子を見ていると思わず表情が緩んでしまう。

「よーしよしよし。どうしたー？　遊んでほしいのかー？」

「なーお」

「それともお腹なかがすいたのかー？　あんまり食べ過ぎるのはよくないぞー？　あの液状のやつあったかな……」

　やはり動物はいい。そのもふもふした身体を触っていると脳がリラックスしていく──高たか辻つじは上機嫌でＣＭのフレーズを口ずさみながら事務所の戸棚へと歩み寄った。

　不意にスマホがぶるぶると震えた。

　着信である。画面には『詐欺師』と表示されている。

　高たか辻つじは億おつ劫くうな気分を抱きながらも通話に応じる。

「もしもし。こちら高たか辻つじ」

『どうしようどうしようどうしよう!?　空前絶後の一大事なんだけど!?』

　耳元で甲高い絶叫が響いていた。

　仮にも詐欺師なら落ち着いた行動を心がけてほしい。

「どうした？　計画に支障でも出たのか？　いやまあキミがそれほど取り乱す理由なんて一つしか思いつかないが……」

『みっくんに誘われちゃったんだよっ!?　どうしたらいいの!?　いきなり二人きりで話がしたいって!!　放課後に喫茶店寄ることになったんだけど何を着ていったらいいかな!?　フォーマルなスーツ!?　それとも振袖!?　そんなの結婚詐欺のときしか着たことないんだけどっ!?』

「落ち着け。放課後なら自動的に制服だろうに」

『うッ……まずい……心臓が破裂しそう……!!　野の良らの詐欺集団から三千万円騙だまし取とったときも全然平気だったのに……!!　ねえヘボ探偵……私って今日死んじゃうのかな……!?　途中で沈黙が訪れたらどうすればいい!?　とりあえず会話デッキを一緒に考えてよ百円払うから』

　ブツッ。

　あまりにも喧やかましいので通話を切ってやった。

「詐欺師のくせして何が会話デッキだ。馬鹿馬鹿しい……」

　学校で何が起きたのかは簡単に推理することができる。

　月つき影かげは東とう和わ静しず奈なの一件で灯あか理りとぎくしゃくした関係になってしまったらしい。その解決策を人間の心理に詳しい（と思われる）乙おと坂さか美み咲さきに求めたのだろう。あれほど「信頼が大事」と釘くぎを刺したのに度どし難がたい展開だ。やはり暗殺者は所詮暗殺者ということか。

「なーお」

「おっとごめんなー。いま出してやるからなー」

　エラリーを宥なだめながら戸棚の戸を開けたときのことだった。

　再びスマホが震える。まだ用があるのかと呆あきれながら視線を落とすと今度は『黒猫』と表示されていた。探偵事務所に所属するメンバーである。

「──はいこちら名探偵。進捗はどうだねメグちゃん」

『コードネームで呼んでください』

〝黒猫〟はお決まりの文句を告げてから神妙な調子で言った。

『東とう和わグループの不審な資金提供──その相手が明らかになりました。どうやらボスの読みは当たっていたようです』
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　乙おと坂さか美み咲さき。護衛チームのナンバー４にして裏世界最高の詐欺師。

　相あい原はらは彼女の性格や氏素性についてよく知らない。

　今日で仲を深められればいいなと思っているのだが──

「──これで今日の作業は終わりっと。あー疲れたぁ」

　東京某所。午後七時過ぎ。

　乙おと坂さか美み咲さきは黒髪を風に靡なびかせながらニヤニヤ笑っていた。

　彼女は「話があるんだ」という誘いに対して「いいよ」と呆あつ気けなくＯＫをくれた。ゆえに灯あか理りを自宅まで護衛してから彼女と街中で待ち合わせをしたわけであるが──そのまま喫茶店でお話というわけにはいかなかった。

　乙おと坂さかには高たか辻つじから依頼された仕事があったらしい。

　相あい原はらは彼女に付き従ってよくわからない会社を数軒訪問することになった。人の出入りや建物の外観をジロジロ眺めたり。あるいは実際に中に入って社員（？）と話したり。

　何をしているのかと聞けば「調査」という素っ気ない答えが返ってきた。

　しかし相あい原はらはふと気づいた。今日訪れた場所はすべて東とう和わグループ傘さん下かの企業やら店舗なのである。色々と疑問は残るが──しかし暗殺者が首を突っ込むべき領域ではない。相あい原はらは黙って彼女の後を付いて回ることにした。

　そうして全てが終わる頃にはすっかり日も暮れてしまった。

　とりあえず近場の喫茶店に二人で入る。

　注文したカフェラテにガムシロップを投入しながら乙おと坂さかは笑う。

「──こんな時間まで忠犬みたいに侍はべってどうしちゃったの？　そんなに私と話がしたかった？　わざわざ飲み物まで貢みついじゃってさあ。ちょっとキモいよ相あい原はら」

「貢みついだつもりはないが支払いは任せろ。好きなだけ注文してくれ」

「ふーん？　罰金千円で泣いてた頃とは大違いだね」

「泣いてない」

　乙おと坂さかはストローでグラスの中身をかき混ぜながら笑う。

「で？　こんな時間までストーカーみたいについてきた理由は何？　灯あか理りの護衛をほったらかしてよかったの？」

「今日は牧まき田たさんとゲームをするらしい。久く世ぜ邸ていに二人でいるなら大丈夫だ」

「そっか。そういうのが駄目なんだよ相あい原はら」

「駄目とは……？」

「あなたの目もく論ろ見みは手に取るようにわかる。どうせ灯あか理りと喧けん嘩かでもしたんでしょ？　無い知恵振り絞ってなんとか仲直りしようとしてるんでしょ？　健けな気げだよねぇ青春だよねぇ」

　相あい原はらは感嘆してしまった。ここまで正確に心情を言い当てられたのは初めてだったからだ。

　やはりこの少女は凄すご腕うでの詐欺師に間違いない。本人は否定しているけれど。

「──さすがだな！　乙おと坂さかさんに頼って正解だった」

「何言ってんの？　他の連中が構ってくれなかったから消去法で私を選んだんでしょ？　いいよいいよわかってるよ。私とあなたってろくに絡からみもない他人みたいなもんだし」

「そんなことはない。乙おと坂さかさんはチームの一員として大切に思っているぞ」

「…………」

　ネジの切れた絡から繰くり人形のように動きが停止する。

　ストローでカフェラテをちゅうちゅう吸ってから乙おと坂さかは言った。

「あっそ。でもあなたは私のことを詐欺師って言うよね？　実際に千円札を二枚くらい奪ってやったし。そんな悪党のことを信頼しちゃっていいの？　頭大丈夫？」

「乙おと坂さかさんは信頼できる。俺の目に狂いはない」

　つつつ。乙おと坂さかの頰を汗が伝っていった。

　心なしか体温が上がっている気がしないでもない。

「いやあまったく。おめでたいおめでたい。ヘボ探偵が『ロクでなしの暗殺者』って言うのも頷うなずけるよ。そんな甘っちょろい考え方でよく今まで生きてこられたね──おああああっ!?」

「そんな乙おと坂さかさんに頼みがある！」

　相あい原はらは詐欺少女の手を握って真剣な眼まな差ざしを向けていた。

「灯あか理りからの信頼を取り戻すための策を一緒に考えてくれないか？　謝礼として君の望むものを支払おう。だから是非とも力を貸していただきたい──ところで大丈夫か？　手が汗でべたべただぞ」

「い──いきなり触んなっ！　そういうのが駄目だって言ってんのッ！」

　強引に振り払われてしまった。

　乙おと坂さかは肩で息をしながらこちらを睨にらんでくる。

「まったく……痴漢で通報されても文句言えないよ？　そういう見境のない行動が灯あか理りの機嫌を損ねてるって気づかないの？　しかも喫茶店で私と二人きりってさあ。こんなの灯あか理りに見られたら大激怒して『首を吊つります』って言い出しかねないよ？」

「それはどういう意味だ？」

「馬鹿なの？　あなた」

「最近は授業についていけなくなってきたが俺は諦めない」

「本当に馬鹿だね。どうしてこんなのが裏世界最高の暗殺者なんだろ」

　乙おと坂さかは本当に馬鹿にしているかのように嘲あざ笑わらう。

　相あい原はらは注文したコーヒーに口をつけてから切り出した。

「乙おと坂さかさん。灯あか理りが俺のことをどう思っているのか教えてくれないか？　確か君は他者の感情を読み取る特別な力があるんだったよな？」

「【感情指数】のこと？　それは使えないよ」

　きっぱりと断られてしまった。

　異能は使用すれば大きな代償を伴う悪魔の儀式だ。

　確かに「使ってくれ」と依頼するのは無遠慮にすぎた。

「……それもそうだな。悪かった」

「出し惜しみしてるわけじゃない。私の力は〝他者〟から〝乙おと坂さか美み咲さき〟に向けられる感情を感覚的に数値化するもんなの。〝他者〟から〝他者〟への感情なんて知らないよ」

「ちなみに俺から乙おと坂さかさんへの数値はどれくらいなんだ？」

「それを私に聞くってやっぱり馬鹿？　自分がいちばんわかってるでしょうに──まーあなた以外の護衛チームの数値なら教えてあげる。灯あか理りは82。ヘボ探偵は71。牧まき田たは43。ちなみにマックスは１００だよ。50を中心として好こう悪おを判断してるの」

　色々と疑問の芽生える数値だった。

　質問をする前に乙おと坂さかは「だけどね」と会話の主導権を握る。

「灯あか理りからあなたへの感情なんて異能を使わなくたってわかる。あなたは馬鹿だから気づいてないみたいだけど──久く世ぜ灯あか理りは相あい原はら道みち真ざねのことが好きなんだよ」

「そうなのか。それは嬉うれしい」

「好きと言っても色々種類があるだろうけどね。まー端的に言えば〝月つき影かげ〟は最大標的にとってお気に入りなんだよ。それに……実は灯あか理りにも頼まれた。乙おと坂さかさんの異能を使って道みち真ざねにどう思われているのか教えてくださいってね。まったく二人して何やってんだか」

「俺と同じではないか」

「同じじゃないよ。心労の度合いは灯あか理りのほうが大きい」

　乙おと坂さかは「すみませーん」と手を挙げて店員を呼んだ。

　今度はコーラとワッフルを注文する。どうやら遠慮する気はないらしい。

「──話は変わるけどさ。あなた東とう和わ静しず奈なのことはどう思ってるの？」

「東とう和わさん？　依頼されたからには護まもらなければならないと思っているが」

「ふーん。相あい原はらっていい人だよね」

「ありがとう」

「誉ほめ言葉じゃないよ。そういう人間は世界で二番目にカモにされやすいからね。まーあなたがどれだけ詐欺師から毟むしり取とられようが知ったことじゃないけど──同じ護衛チームだから忠告しておいてあげるよ。東とう和わグループにはちょっと気をつけたほうがいいかも」

「こちらコーラとベルギーワッフルになります」

　店員が笑顔で近づいてきた。

　乙おと坂さかがさっそくストローをカフェラテから引っこ抜いてコーラに突っ込んだ。

　続いてワッフルの載った皿がテーブルの上に置かれようとした瞬間──相あい原はらはテーブルの下で指をクイッと動かした。

「え」

　がしゃああんっ！──耳をつんざくような音が響き渡った。

　乙おと坂さかの身体がびくんと跳ねる。

　皿ごと滑り落ちたワッフルが床に落ちたのだ。店員は一瞬だけ呆ぼう然ぜんとしたような顔で相あい原はらを見つめた。しかしすぐに我に返ったらしい。大慌てで「申し訳ございません」と謝罪して皿の破片を片付け始めるのだった。

「お怪け我がはありませんか。すぐに新しいものをお持ちしますので……」

「すまない。ワッフルはレジのところにある包装されたモノをくれないか」

「？──はい。かしこまりました」

　店員は言われた通りに新しいワッフルを持ってきてくれる。

　彼女は掃除を終えると空になったグラスを回収して去っていった。

　その後ろ姿を相あい原はらはジッと見つめる。

「何やってんの相あい原はら。あの状況だったら被害者ヅラすれば諸もろ々もろコミコミで二百万円くらい毟むしり取とれるでしょ？　相手の落ち度を責めなくてどうするの？」

「君は本当に詐欺師だな。尊敬する」

「詐欺師じゃないったら。まあ話を戻すけど……ってどこまで話したっけ」

「東とう和わグループのことだ」

「ああそうそう」

　乙おと坂さかはワッフルの包装を破りながら言った。

「東とう和わグループにはキナ臭いものがあるよね。まだ確証はないけど」

「今日色々視察したことにも関係があるのか？」

「あるかないかはヘボ探偵次第だよ。でも背後に何があるかは関係ない。私が気になってるのはご令嬢の東とう和わ静しず奈な。あいつからは少し噓うそをついているにおいがする」

「噓うそってどんなにおいがするんだ？」

「綿菓子のように甘いにおい。死臭を隠すのに必死なんだろうね」

　乙おと坂さかはにっこりと笑みを浮かべた。

　相あい原はらは思わず腕を組んで考え込んでしまう。

　思い起こされるのは青色少女が水道で弁当箱を洗っている光景だ。

　確かに彼女は苛いじめられていることを隠していた。根掘り葉掘り調べればさらなる隠し事が見つかるのかもしれない──しかし〝死臭〟と表現するほど殺伐としたモノなのだろうか。

　相あい原はらの内心を見透かしたようである。

　乙おと坂さかが「馬鹿だねぇ馬鹿だねぇ」と笑っていた。

「相あい原はらって誰に対しても平等だよね。東とう和わのことだって全然疑っちゃいない。それはそれで美徳なんだろうけれど──でも見方によってはとんでもなく無慈悲だよ？　特別扱いしてほしい人にも骨の髄まで平等なんだから」

「…………？」

　ルビーのような瞳がじっと見つめてくる。

　そこで乙おと坂さかは何かに気づいたらしかった。

「いや──ちょっと違うかもなぁ。あなたの中ではやっぱり久く世ぜ灯あか理りが一番なんだね。でも他の誰かを蔑ないがしろにするという発想がない。だから斎さい藤とうや東とう和わにも愛を振りまいてしまうのか」

「俺はどうしたらいい？　漫画ではプレゼントを贈ることが多いが……」

「優先順位をはっきりさせること。灯あか理りが馬鹿みたいにメソメソしている理由は相あい原はらが煮え切らない態度を取ってるから。これヘボ探偵にも言われなかった？」

　言われたような気がする。

「ようするに灯あか理りは特別扱いされたいんだよ。でも自分には月つき影かげから特別視される資格がないと思い込んでいる。だから相あい原はらが〝信頼〟を示して安心させる必要がある。プレゼントでもいいけど……結局必要なのは言葉だろうね。やっぱり人は人の真摯な心に動かされるから」

「詐欺師らしくない言葉だな」

「だから私は詐欺師じゃないって言ってるでしょ」

　乙おと坂さかは嫌そうな顔をしながらコーラを飲んでいた。

　相あい原はらは救われたような気持ちだった。

　彼女のおかげで灯あか理りの心情が少し理解できた気がする。

　灯あか理りは常に護衛に対して信頼を見せてくれていた。相あい原はらがやるべきことは言葉や行動でそれに応えることだ。確かに東とう和わのことも大事だが──やはり護衛チームにとっての要は久く世ぜ灯あか理りなのだ。彼女のことを一番に考えて行動をする必要がある。

「……なにジロジロ見てんの？　痴漢の続き？」

「乙おと坂さかさんの趣味はなんだ？」

「あ？」

「君のことを知りたいと思ってな。よくよく考えてみれば俺たちは同じチームなのにあまり会話をしたことがなかった。これからもお世話になるだろうし仲を深めておくに越したことはない──というわけで色々質問させてもらおう！　趣味は？　住所は？　家族構成は？」

「どどどどどうでもいいでしょ!?　仲を深める必要ある!?　私なんかを詮索するんだったら数学の勉強でもしてろ！　馬鹿だからどうせ赤点取りそうなんでしょ!?」

「何な故ぜそんなに動揺してるんだ？　ただ君に興味が湧いただけなのだが」

「興味!?　つ……月つき影かげにそんなこと言われたら……」

　何な故ぜか乙おと坂さかの顔がトマトのように赤くなっていった。

　よくわからない。仲間の情報を確認しておくのは当然のことだと思うのだが。

　彼女は深呼吸をしてから「これだから暗殺者は」と悪態を吐つく。

「……私が護衛チームにいるのは金のためって言ったよね？　最初から慣れ合うつもりなんてないよ。どうしても知りたかったら金を払えば？　情報だってタダじゃないんだからね」

「なるほどな。乙おと坂さかさんはどうしてそんなに金を欲しがるんだ？」

　一瞬だけ沈黙が発生した。

　やがて乙おと坂さかは囁ささやくように声を漏らす。

「金に支配された世界を打破するためには結局金が必要だ。私は天上に辿たどり着つくための手段を選んだりしない」

　漫画のキャラみたいなセリフだなと相あい原はらは思った。

　とはいえ乙おと坂さか美み咲さきという少女にも色々と裏事情はあるらしい。

　仲が深まっていないので詳細は教えてくれないみたいだけれど。

「──そうか。まあ乙おと坂さかさんのおかげで助かった。これからは自分の行動を見直そう」

「べつに気張る必要はないと思うけど？　もちろん相あい原はらの態度は重要だけど──ぶっちゃけ灯あか理りが機嫌悪いのは生理だからだし」

「…………」

　身も蓋もなさすぎて二の句が継げない。

　乙おと坂さかは気にした素振りも見せずにワッフルを齧かじる。

　上機嫌に「うま～」などと呟つぶやいている彼女を見つめながら相あい原はらは溜ため息いきを吐ついた。

　とにかく東とう和わには注意するとしよう。

　これ以上灯あか理りに避けられると心が痛んで活動に支障が出始めるから。

「これ好きなだけ注文していいんだよね？　だってこれはお礼だもんね？」

「構わない。あまり高いのは勘弁してくれると助かるが」

「ねえ見て見て！　ロイヤルトロピカルチョコレートパフェ二五〇〇円だって！」

「わっはっは！　美お味いしそうだな！　だが夕飯が食べられなくなる可能性が高いのでやめたほうが無難だと思うぞ。同じパフェならこっちの七〇〇円くらいの小さいやつとか……」

「すみませーん！　いちばんでかくて高いパフェ三つくださーい！」

　相あい原はらが止める前に乙おと坂さかが声をあげていた。

　三つも誰が食うんだよ──と思ったのだがおそらく誰も食わないのだろう。

　この少女は相あい原はらを苦しめることに主眼を置いているのだ。

「はい。ご注文を承ります」

　店員がやってくる。先ほど飲み物とワッフルを運んできてくれた女性。

　乙おと坂さかがニヤニヤしながらメニュー表を指差した。

「えーと。ロイヤルトロピカルチョコレートパフェを……」

「承知いたしました。それは地獄で召し上がるのがよろしいかと思います」

「へ？」──乙おと坂さかが不審そうに顔をあげた瞬間。

　店員が彼女のこめかみに銃口を突きつけていた。

　ばんっ!!──平和な世界には不釣り合いな発砲音が鳴り響く。

　しかしそれよりも前に相あい原はらは動き出していた。懐ふところから取り出した百円玉を弾いて銃身に命中させる。標的を見失った弾丸が喫茶店の窓に命中してガラスが粉々に砕け散った。

　店員が舌打ちをする。客たちが悲鳴をあげて逃げ惑う。

　そして乙おと坂さかは目を白黒させて固まっていた。

「何!?　どういうこと!?」

「さっさと死ね!!　死し屍し会かいの敵ッ!!」

　再び店員が銃を向けてくる。

　しかし引き金が引かれる前に相あい原はらはナイフを投とう擲てき。

　切っ先が手首に突き刺さるや店員は苦く悶もんの絶叫とともに銃を手放した。それでも闘志は衰えていなかったらしい──雄お叫たけびとともに突進してきたので相あい原はらは椅子を蹴飛ばして敵の進路を妨害。彼女はつんのめるようにして転倒してしまった。

「貴様──ッ!?」

「そこで寝ていろ」

　相あい原はらは異能【五感略奪】を発動。

　紅色の稲妻が駆け抜けていくような映像が網膜に再生される。

　それだけで敵は視力の一切を失ってしまった。彼女は絶望したような表情で床を這はいつくばっている。相あい原はらはその首根っこを押さえながら笑みを浮かべた。

「わっはっは！　注文も聞いてくれないうえに突然撃ってくるとは酷ひどいな！　何か嫌なことでもあったのか？　俺でよければ相談に乗るぞ？」

「何をした!?　目が……目が……」

「時間が経てば治る。それよりもお前は何の目的で──」

「相あい原はらッ！　そいつだけじゃない！」

　乙おと坂さかに言われる前に気づいていた。

　店内のいたるところから銃を持った人間が現れる。

　その服装は明らかに一般人──つまり客や店員に擬態していたのだろう。彼らの瞳の奥には明確な殺意がありありと浮かんでいる。乙おと坂さかと相あい原はらを殺すために息を潜めていたのだ。

　この場で退治しようかと思ったがやめた。

　関係のない人間がそこかしこで腰を抜かしているからだ。

「乙おと坂さかさん。目と耳を塞いでおけ」

「へ？──きゃあああっ!?」

　刺客どもの銃口がこちらに向けられるよりも先にフラッシュバンを放り投げる。

　眩まばゆい閃せん光こうと爆音が辺りに撒まき散ちらされた。

　絶叫。悲鳴。そして銃声──それらをすべて無視して相あい原はらは乙おと坂さかの腕をつかむ。困惑している彼女の身体を抱きかかえるとそのまま跳躍して割れた窓の向こうへと脱出。歩行者の群れを搔かき分わけながら夜の街を疾走し始めるのだった。

「──ちょっとみっくん!?　何これ!?　何これ!?　何が起きたのっ!?」

「みっくん？　何だそれは」

「どうでもいいでしょ家で飼ってるハムスターの名前よっ！　そうじゃなくて──なんで私はあなたに抱きかかえられながら夜の街を走ってるの!?　なんかもう幸せすぎて死にそうなんだけどどうしてくれるの責任取ってよこの止まらない胸の高鳴りを!!」

「胸……？　よくわからんが『プリンセスダッシュ』の予行練習といこうじゃないか」

「あんたそれ出ないでしょ!?　それとも私と一緒に出てくれるの!?──って」

　背後から銃声が轟とどろく。相あい原はらの頰スレスレを弾丸が高速で飛んで行った。

　歩行者のことなどお構いなしのようである。

　鏡を使って後方を確認。連中は死に物狂いでこちらを追跡していた。数にして十人程度。老ろう若にやく男なん女によ入り混じっているが──どいつもこいつも堅気の人間とは思えなかった。

「好感度最悪なんだけど……一桁なんて久々に見たよ……あいつら何なの？」

「先ほど店員が『死し屍し会かいの敵』と言っていた。それを裏付けるように掌てのひらから銃が生えているやつの姿があった。あんな改造人間がいる組織なんて一つしかないだろう」

「ちッ──つけられてたってことか。もっと注意していれば」

「俺たちが店に入った直後に怪しい人間がぞろぞろと入店してきたんだ。あとワッフルに毒を入れた素振りがあったから未然に防いでおいた。べつに大した問題じゃないから黙っていたわけだが」

「大した問題でしょうがっ！　でもそう思えるのが素敵──いやなんでもないからねっ！　とにかく人気のないところへ向かえ！」

　指示されるまでもなかった。

　相あい原はらは懐ふところに忍ばせておいた発煙弾を地面に叩たたきつける。モクモクと充満していくスモークに紛れて路地裏へと身を隠した。敵どもは「どこだ！」「小こ癪しやくな真ま似ねを！」などと小物臭いセリフを吐きながら走り回っている。通行人に目撃されていることなど気にも留めないらしい。

　いったん乙おと坂さかを地面に下ろす。彼女は全身汗ぐっしょりだった。

　よほど怖かったのだろう──と思ったのだが微妙に反応がおかしい。

「あはははは……月つき影かげに……あの月つき影かげに抱っこされちゃった……どうしよう……もうこの服クリーニングに出せない……あとお風ふ呂ろにも入れないかもしれない……」

「どうしたんだ？　頭でも打ってしまったのか？」

「な──何でもないっ！　心配そうな目でこっちを見るなっ！　んなことより状況の把握が先でしょ」

　乙おと坂さかはハンカチで汗を拭いながら言った。

　どうでもいいけど何な故ぜ彼女が息切れしているのだろうか。

「死し屍し会かいは私たちが護衛チームであることを正確に認識して襲ってきている。動機は簡単に想像がつくよね──下部組織〝クラスタ〟を潰された報復ってわけだ」

「東とう和わさんの件とは関係ないのか？」

「ないはずがない」

　乙おと坂さかはハンカチをポケットにしまいながら言う。

「同じ死し屍し会かいなら何かつながりがあるはずだよ。たとえば『体育祭の日に東とう和わ静しず奈なを殺す』っていう脅迫状はぜんぶブラフの可能性もある。護衛チームを油断させたり灯あか理りの警護を手薄にさせたり──色々と目的は考えられるけど」

「そうだとしたら東とう和わさんは災難だな。面倒ごとに巻き込んでしまった」

「あくまで可能性だって。こういう推測は探偵の仕事だから真に受けないでよ」

　夜空に銃声が弾はじけた。

　人々の悲鳴がこだまする。次いで男たちの叫び声が聞こえてきた。

「出てきやがれオラァ────!!」

「体育祭まで待ってられるかオラァ────!!」

「今すぐ屍しかばねにして解体してやるぞオラァ────!!」

　ギャグなのだろうか。まったくもって血の気の多い連中である。

　乙おと坂さかが「うわぁ」とドン引きしたように眉をひそめた。

「これ明日のニュースになるやつじゃん。私の姿がカメラに映ってなきゃいいけど」

「喫茶店では防犯カメラの死角の席についた。逃走ルートにも気を配っていたから問題はないだろう──仮に映っていたとしても俺だけだ。君を衆目にさらすようなヘマはしていないから安心してくれ」

「へえ。見上げた自己犠牲精神だね。奴隷根性が染しみついてるんじゃないの？」

「俺のことはどうでもいい。君をこれ以上危険な目に遭わせたくないんだ」

「うゅ」

　乙おと坂さかが変な声を出して固まった。しかしすぐに復活する。

「そ……そういう無差別な優しさが灯あか理りの機嫌を悪くするんだっつーの!!　自粛しろ!!　もっと私をぞんざいに扱え!!」

「そうだったな。では訂正させてもらおう」

　相あい原はらは少し考えてから言った。

「──『別にお前のためにやったわけじゃねーよ。お前にいなくなられるとこっちが迷惑するんだ。守ってやるから勝手についてこい』」

「!?」

　乙おと坂さかの身体がビクリと跳ねた。

　灯あか理りに借りた少女漫画の台詞せりふをそのまま引用したのである。

　しかし詐欺少女は何な故ぜか全身を震わせながら「死ぬ……これ死ぬ……」と呟つぶやいていた。

　死なれては困るのだが──そんなふうに不安を覚えた瞬間のことだった。

「いやがった！　死ねゴミどもがぁッ!!」

　背後に気配。次いで少しの容赦もなく鳴り響く発砲音。

　相あい原はらは腑ふ抜ぬけている乙おと坂さかの腕を引っ張ってビールケースの山の後ろに退避させる。

　敵は見境なしに引き金を引きながら絶叫していた。

「群ぐん青じようなんざに任せてられるか！　護衛どもは俺が殺──あがッ」

　放り投げたナイフが敵の首筋に突き刺さっていた。

　真っ赤な血が飛び散って通りすがりのサラリーマンのスーツに付着する。彼が悲鳴をあげて逃げていくのを確認してから相あい原はらは刺客のほうへと歩み寄った。

　男は銃を取り落としてその場に頽くずおれてしまった。

　急所は外してあるので死にはしないだろう。

「──先ほど〝群ぐん青じよう〟と言っていたな？　お前は死し屍し会かいの人間じゃないのか？」

　男が奇声をあげて殴りかかってきたので足払いで転倒させる。

　相あい原はらは地面に転がっていた銃を拾い上げて溜ため息いきを吐ついた。

「教えてくれ。お前たちは何が目的なんだ？　体育祭とは関係ないのか？」

「ぐ……教えるかよっ……」

「教えてくれないと撃ってしまうぞ？　いいのか？」

　銃口を男の額に突きつけてやった。

　それで観念したらしい。彼は歯は軋ぎしりをしながらこちらを睨にらみ上げてきた。

「……俺たちは死し屍し会かいの鉄砲玉だ。会の面メン子ツを潰しやがったテメエらを始末しに来た」

「それは死し屍し会かいの会長の命令なのか？」

「違う！　会長は……会長はすべてを〝群ぐん青じよう〟に任せている。しかも克こく礼れい館かんの体育祭の日に実行しろって……まどろっこしいにもほどがあるよなァ!?　お前もそう思うだろ!?」

「いや知らんが」

「目の前にいるんだから殺さねぇと気がすまねぇだろうが！　俺たちで護衛チームを始末すれば会長からの覚えもよくなるんだ！　群ぐん青じようがちんたらやってる間にケリをつけてやるッ！」

　溜ため息いきを吐つきたい気分である。

　死し屍し会かいの内部にも派閥のようなモノがあるらしい。

　それよりも相あい原はらには気になることがあった。この男の口ぶりだと死し屍し会かいは最初から久く世ぜ灯あか理りと護衛チームを狙っていたように聞こえる。先ほどの乙おと坂さかの推測通りだったというわけか。

「──お前らの狙いは護衛チームか。東とう和わ静しず奈なは関係ないんだな？」

「はあ？　何言って──」

　血走った視線が相あい原はらの向こう側に向けられた。

　その瞬間である──いきなり男が相あい原はらの腰にしがみついてきた。

　突然のことだったので対応が遅れた。相あい原はらはそのまま巻き込まれるようにして尻餅をついてしまう。刺客の男は「はははははははははは！」と獣のように哄こう笑しようしていた。

「ぶぁーか！　素直に情報を吐くと思ったか!?　時間稼ぎに決まってるだろうがよ！」

　けたたましいクラクションの音が街路に響き渡った。

　背後から猛スピードで10ｔトラックが接近してくる。

　運転席に座っているのはおそらく死し屍し会かいの仲間だろう。通行人を蹴散らしながら驀ばく進しんする大型車の光景はまさに悪夢。相あい原はらにしがみついている男もろとも轢ひき殺ころすつもりなのだ。

「おい離せ。死んでしまうではないか」

「勝手に死んでろっ！　俺は身体にチタン合金を埋め込んでるからなぁ！　てめぇみたいな生身の人間と違って轢ひかれたくらいじゃ死なねえんだよッ！　残念でした！」

「そうなのか。じゃあ心配はいらないな」

　トラックのヘッドライトが視界を真っ白に染め上げる。

　そこここで人間の悲鳴が聞こえる。誰もが大事故を予見し震えている。

　相あい原はらはくっついて離れようとしない男の顔を見下ろしながら静かに笑う。

　そうして握った拳を躊ちゆう躇ちよなく振りかざした。
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　救急車だの警察車両だののサイレンが夜の喧けん騒そうに混じる。

　野次馬たちがスマホを片手に写真を撮りまくっていた。確かにこんな騒動が起きれば一部始終を収めてＳＮＳにアップしたくなるのも無理はないだろう──相あい原はらは少々呆あきれた気持ちを抱きながら人の波をすいすいと抜けていく。

　背後には電柱に衝突した大型トラック。

　そしてその隣には頭をぶん殴られて気絶している男がいた。

　辛かろうじて轢ひかれずにすんだらしい。このまま警察にでも捕まってくれれば僥ぎよう倖こうだ。

「相あい原はら！　無事だった!?」

　前方から黒髪の少女が慌てて走り寄ってきた。

　しかし恰かつ好こうがさっきと違う。髪はポニーテールだし服装は何な故ぜか喫茶店の制服だった。

「……バイトでもするのか？」

「馬鹿なの？　そんなわけないでしょ？──別の人間に変装しまくって噓うそ情報を流してあげたんだよ。月つき影かげはあっちに逃げましたーっていう具合にね」

　乙おと坂さかは「感謝しなさいよ？」と笑う。

　なるほど確かに他の敵の気配が消えている。

　あれ以上の加勢が来なかったのは乙おと坂さかのおかげということらしい。

「さすがだな！　乙おと坂さかさんのおかげで助かった！」
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「ふん。べつにあなたのためにやったわけじゃない。暗殺者に死なれでもしたら私が迷惑するからね──それよりもあの状況をどうやって抜けたの？　絶対死んだと思ったんだけど」

「しがみついてくる男を殴って気絶させて逃げた」

「……あっそ」

　詐欺少女は何な故ぜか顔を引きつらせていた。

　しかしすぐに踵きびすを返してすたすたと歩き始める。

「何ぼうっとしてるの？　はやく逃げないと警察に捕まるよ？」

「ああ──」

　相あい原はらは彼女の背中を追いかけながら考える。

　先ほどの男の言葉は真実だったのだろうか。

　死し屍し会かいの狙いは東とう和わ静しず奈なではなく護衛チームである──それは納得できない話でもない。では東とう和わの親衛隊が次々と姿を消しているのも護衛チームを欺くための罠わななのだろうか？　何な故ぜ群ぐん青じようはそんな回りくどいことをするのだろうか？　Ｘデーを体育祭の日に定めた意味は？

　何もかもわからない。後で高たか辻つじに相談してみる必要がありそうだ。

「まったく災難だよね。せっかく相あい原はらに奢おごってもらってたのに」

「よく考えたら食い逃げだよな。ちょっと払ってこよう」

「やっぱり馬鹿なの!?　いーでしょそんなの今は逃げることが先決なんだから!!」

　乙おと坂さかは相あい原はらの腕を摑つかもうとして──しかし寸前で何な故ぜか手を引っ込めてしまう。

　やはりこの少女は相あい原はらに対して妙な壁を作っている気がする。

　こちらとしては仲良くしたいのに。後で遊園地にでも誘ってみようか。

　詐欺少女が「ごほん」と咳せき払ばらいをして腕を組んだ。

「──一人捕まえておけばよかったかな。そうすれば背後関係が少しはわかったかも」

「お望みとあらば今から捕獲してこようか？」

「あの警察官の大群を見てよくそんなこと言えるね？　捕まっても知らないよ？　留置所まで迎えに行くのは嫌だからね？」

「自力で脱出するから問題ない──それにしても今回の騒動は雲を摑つかむような感じだな。どことどこが繫つながっているのか俺にはまったく見えてこないぞ」

「暗殺者には見えてなくていいでしょ。探偵がきちんと把握していれば──」

　不意に雑踏の中で煌きらめく青色を見たような気がした。

　乙おと坂さかが足を止める。つられて相あい原はらも足を止める。

「──お兄様？　こんなところで何をなさっているのですか!?」

　いつの間にか目の前に見知った女子生徒が立っていた。

　彼女は「信じられない」といった表情でこちらを凝視していた。

「……君こそ何をやっているんだ？　最大標的が不用意に街を出歩くのは危険じゃないか？」

「ちょっと出歩く程度なら問題ありません。私には親衛隊の光みつ春はるがついておりますので！」

　青色の少女──東とう和わ静しず奈なの背後には影のように侍はべる男の姿もあった。

　光みつ春はる創そう。彼は膨れ上がった紙袋を両手に提げている。

　相あい原はらの視線に気づいた東とう和わが「ああこの紙袋ですか？」と嬉うれしそうに開口した。

「これは本日の戦果ですっ！　新しい手品を思いついたので色々と物資を調達しておこうかなと思いまして！　よければご覧になっていきますか？」

　東とう和わの手には魔法のようにトランプが出現していた。

　これも異能【瞬間移動】だろうか。そうやって無闇に見せびらかすから最大標的になってしまったのではないかと相あい原はらは推測する。

　乙おと坂さかが呆あきれたように「くだらない」と肩を竦すくめた。

「そんな暇ないでしょ？　あなたは裏世界の馬鹿どもから命を狙われてるのに」

「くふふ。大丈夫ですよ──何な故ぜなら私のことはお兄様が護まもってくださいますので。今日こうして偶然出会えたのも運命が囁ささやいていることの証左。相あい原はら道みち真ざねは東とう和わ静しず奈なの専属護衛になるべきなのです──なのでお兄様！　これからお食事でもいかがですか!?」

　東とう和わが瞳をキラキラ輝かせながら近づいてくる。

　この少女は死し屍し会かいの復ふく讐しゆうに巻き込まれた哀れな一般人なのだろうか。

　そうだとしたら責任を持って護衛するのが筋なのだろうが──

「おい東とう和わ。今日はもう遅いから帰りなよ。こっちにも用事があるんだ」

　乙おと坂さかがちょっと怒ったように一蹴した。

　青色少女は意外そうな顔をした。

　しかしすぐに相好を崩して「そうですね」と呟つぶやく。

「何な故ぜお兄様が乙おと坂さか様とご一緒なのかわかりませんが──仰おつしやる通りですね。駄目で元々の誘いですよ。私はこれから家に帰って手品の練習をするといたします」

　ぎゅっと手を握りしめられる。

　花の咲いたような笑顔がすぐそこにあった。

「ではお兄様っ！　体育祭の日はよろしくお願いいたしますね」

　東とう和わはそれだけ言って優雅に去っていった。

　しかし光みつ春はるが足を止めて「おい」と声をかけてくる。また襲いかかってくるのかと思ったが杞き憂ゆうだった。恨めしそうな顔でこちらを睨にらむに止まっている。

「……あまり勘違いするなよ。静しず奈な様の実験台になれるのは僕だけだ」

「お前は何を言ってるんだ？」

「ほざけ。静しず奈な様の護衛になる最大のメリットは『静しず奈な様に道具として扱われること』に決まっている。どうせ貴様も人体切断マジックの道具として利用されたいんだろう？　だがその地位は絶対に譲らないぞ。静しず奈な様のマジックに協力できるのは僕だけだ」

「頭おかしいのか？」

「頭がおかしいのはどっちだ？　久く世ぜ灯あか理りの護衛をしながら群ぐん青じようの捜索も引き受けるなど優柔不断もいいところだろう？　未いまだに群ぐん青じようを見つけられないのは二足の草鞋わらじを履いているからじゃないか？」

　それに関してはぐうの音も出なかった。

　東とう和わ忠ただ臣おみから群ぐん青じようの捜索を依頼されてから十日ほど。

　護衛チームは未いまだにその尻尾を摑つかめずにいるのだった。

「冷静に考えれば不気味だな。月つき影かげや衰すい運うん雪せつ花かを擁する護衛チームが殺人鬼ひとりに手を焼くとは思えない。何か裏があるのか？」

「少なくとも俺に裏はない。高たか辻つじさんに聞いてくれ」

「この際だからハッキリ言おうじゃないか。僕は貴様自身が静しず奈な様を狙う群ぐん青じようなのではないかと疑っている。あくまで疑っている程度だがな」

　相あい原はらは呆あきれてしまった。

　状況証拠的に月つき影かげが群ぐん青じようでないことは親衛隊の連中もわかっているだろうに。

「とにかく思い上がるんじゃないぞ。あらゆる観点から考えて貴様を静しず奈な様に近づけることはできない。諦めていただくためにも静しず奈な様には貴様の悪評を日常的に流しているのだが……聞き入れてもらえなくてな。さすがに『十六股をかけている』は盛りすぎたか」

「やめろ」

「やめてほしければ静しず奈な様に近づくな。あの方の命はこの光みつ春はる創そうが守り抜く」

　遠くで東とう和わが「何をやっているのですか光みつ春はる!?」と呼んでいる。

　光みつ春はるは大慌てで走り去っていった。間もなく二人の姿は夜の雑踏に紛れて見えなくなってしまう。よくわからないが──あの男が相あい原はらを敵視する理由はなんとなくわかった。

　つまり光みつ春はる創そうは東とう和わ静しず奈なにぞっこんなのである。

　それも少々常軌を逸した感じで。

「相あい原はら。気をつけたほうがいいよ」

　ネオン煌きらめく夜の街。

　乙おと坂さかは殺意の渦巻く路地裏の真ん中でぽつりと言う。

「あいつらの私に対する好感度は──氷のように冷たい０だ」
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　翌日。金曜日の朝。

　乙おと坂さかのアドバイス通りに灯あか理りと話してみようと思った。

　しかし登校前は何な故ぜか牧まき田たが「占ってあげますよ！」と執しつ拗ようにくっついてきたので灯あか理りとじっくり話すことができなかった。しかも彼女曰いわく本日の相あい原はらの運勢は『大凶』らしい。灯あか理りに話しかけたら殴られるんじゃないか？──そんな不安すら覚えてしまった。

　とはいえ言葉を交わさなければ始まらないので勇気を出すとしよう。

「灯あか理り。話がある」

「……何でしょうか」

　彼女は少し緊張した面持ちで振り返った。

　まずは先日の件を謝ろう──そう思っていた瞬間だった。

「相あい原はら道みち真ざね。話がある」

　相あい原はらは水を差された気分で振り返った。

　そこには梅干しのような形相をした光みつ春はる創そうが立っていた。

「貴様に頼みたいことがあるんだ。ちょっと僕についてきてくれ」

「どうしたんだ？　明らかに頼み事をするような顔じゃないが」

「頼み事なんかしたくない。だがしなければならないのだ。敵を頼らなければならないジレンマ……この苦痛が貴様にわかるか!?」

「よくわからん。顔が真っ赤だぞ」

「真っ赤なのは不愉快だからだよ。静しず奈な様を誑たぶらかす不ふ埒らち者ものに頭を下げなければならない僕の境遇を思うと不ふ憫びんでたまらない……！　だからさっさと僕についてこい相あい原はら道みち真ざね」

「すまんが俺は灯あか理りに用が──」

「行ってくればいいじゃないですか」

　灯あか理りが淡々とした調子でそう言った。

　見捨てられたのか──と思ったが少し違うらしい。

「光みつ春はるさんの態度を見ればわかりますよ。何か抜き差しならない事情があるんですよね？　ならば道みち真ざねはお手伝いをしてあげてください。私には牧まき田たさんがいるので大丈夫です」

「しかし」

「お話なら後でしっかり聞きますから。心配しないでください」

　灯あか理りは「わかっていますよ」といった感じの口調である。

　ならば食い下がるわけにもいかない。相あい原はらは頷うなずいてから光みつ春はるのほうを振り返った。

「では行こう。東とう和わさんのことだよな？」

「……癪しやくだがその通りだ。さっさと来い」

　光みつ春はるは仏ぶつ頂ちよう面づらで歩き始める。

　体育祭を目前に控えた校内は賑にぎやかだった。

　朝のＨＲホームルーム前だというのにグラウンドでは大勢の生徒たちが練習に励んでいる。この普通の空気がたまらなく気持ちいい。群ぐん青じようの襲撃さえなければ完璧なのになと相あい原はらは思う。

「相あい原はら道みち真ざね。僕は貴様のことが気に入らない」

　乱暴な足取りで進みながら光みつ春はるが口を開く。

「何な故ぜなら静しず奈な様に害を与える可能性があるからだ。あの方は言ってしまえば温室育ちなんだよ──貴様のような薄汚い暗殺者が近づくと彼女に悪影響が及ぶ」

「非行に誘うつもりはないぞ？」

「お前だけじゃない。静しず奈な様に近づいてくる馬鹿どもは多いんだよ。僕がしっかり選別しなければ大変なことになるんだ……まったく世の中は治安が悪すぎて困る」

　相あい原はらは光みつ春はるに親近感を覚えた。

　確かにこの少年は突然攻撃してきたり根も葉もない噂うわさを流したりと突飛な行動も多い。

　しかし彼のまとう雰囲気には常識的な苦労人に近いものがあるのだ。

「──なるほどな。光みつ春はるは東とう和わさんのことが好きなんだな」

「はぁ!?」

　光みつ春はるが驚いたように振り返った。よく見れば耳まで赤くなっている。

「ば……馬鹿なことをほざくな！　僕は静しず奈な様の親衛隊だ！　好きとか嫌いとかの次元で物事を考えているのではない！　あくまで仕事だから静しず奈な様を気にかけているのであって……」

「わっはっは！　心配するな！　お前と東とう和わさんが上う手まくいくように手助けをしようじゃないか。恋のキューピッド役というモノをやってみたかったのだ」

「暗殺者にそんなものが務まるか！」

「後で東とう和わさんに『光みつ春はるが君のことを好きだと言っていた』と伝えておく」

「いちばん最悪なやつだろそれ!?」

　光みつ春はるはムキになって詰め寄ってきた。

　相あい原はらは理解する。どうやらこの少年はかなり純粋無む垢くな人間らしい。

　彼は忌いま々いましそうに舌打ちをしてから踵きびすを返した。

「やっぱり僕は貴様が大嫌いだ」

「俺はお前のこと嫌いじゃないけどな」

　光みつ春はるが一瞬動きを止めた。

　しかしすぐに何事もなかったかのように歩き出す。

「……くそ。情けない。貴様の力を借りなければならないのが情けない……！　昨日の今日でこんなことを言うのはアレだが……静しず奈な様をなんとかできるのは貴様だけなんだよ」

「そういえば頼み事って何なんだ？　早くしないとＨＲホームルームが始まるぞ」

「着いた。──あれだ」

　Ａ棟とＢ棟をつなぐ渡り廊下で光みつ春はるが立ち止まった。

　彼の指さす先には学院の時計塔がある。

　高さ五十メートルのゴシックな建物である。論語だか何だかに因ちなんだ正式名称があるはずだが生徒たちは専もつぱら〝時計塔〟と呼んでいた。

　その入口あたりに体操服の生徒たちが屯たむろしている。

　というよりも──明らかにリンチ的な何かが行われていた。

「Ｂ組のやつらだよ。寄ってたかって静しず奈な様を足蹴にしているんだ」

　光みつ春はるが震える声でそう言った。

　地面にうずくまる東とう和わを数人の生徒たちが文字通り足蹴にしている。

　東とう和わは抵抗をしない。体操着が泥だらけになっても動かない。誰かが持ってきたバケツを頭から被かぶせられても動かない。調子に乗った男子生徒からドロップキックを食らっても悲鳴すら漏らさない。ただただじっと苦痛が過ぎ去るのを待っている。

「何な故ぜああなっているんだ？」

「静しず奈な様がクラスで使うリレー用のバトンをなくしたらしい。でもそんなのは言いがかりに決まっている。これはＢ組の連中が仕組んだ悪辣なイジメなんだ」

「そうじゃない。お前は東とう和わさんを助けに行かなくていいのか？」

「親衛隊はあれに手出しできない理由がある」

「どんな理由だよ」

「貴様に教えることはできない。東とう和わグループの機密事項だからな。とにかく僕たちには静しず奈な様のイジメに介入する裁量がないんだ……だから貴様に頼るしかなかった……」

　光みつ春はるに冗談を言っている気配はない。

　しかし疑念が完全に払ふつ拭しよくされることはなかった。

　あれだけ明け透けなイジメが誰にも気づかれずに放置されているなど普通は有り得ない。

　苛いじめている側が権力とか財力で周囲の人間を黙らせているのだろうか？──とにかくこれ以上放置はできなかった。相あい原はらは「わかった」と頷うなずくと彼らのほうへ近づいていく。

「おい。何をやってるんだ？」

　なるべく角が立たないように声をかける。

　Ｂ組の連中はぎょっとしたように相あい原はらを振り返った。

　その中心にいた女子生徒がギロリと睨にらんでくる。

「は？　文句でもあるわけ？」

「文句なら山ほどあるぞ。それは同級生に対する仕打ちとしてどうなんだ？　東とう和わさんがボロボロじゃないか。これから先生を呼ぼうと思うのだが」

「ちッ。おい行くわよ」

　女子生徒は舌打ちをして東とう和わのもとを離れる。

　そういえば彼女とは以前顔を合わせたことがあった。相あい原はらの編入初日に牧まき田たを虐しいたげていた旧華族の令嬢──濤とう川かわである。この少女は他人をイジめるのが趣味なのだろうか。

　濤とう川かわに従うようにしてＢ組の連中が続々とその場を後にする。

　すれ違いざまに濤とう川かわがこんなセリフを囁ささやいてきた。

「チクったらてめぇの家をぶっ潰すからな」

「待て」

　相あい原はらは濤とう川かわの腕をつかんで止めた。

　一瞬だけ彼女が怯おびえるような表情をした。

「ッ──何よ相あい原はら。痛いんだけど？」

　名前を憶おぼえられていたことが意外だった。しかしそれどころではない。

「何な故ぜ東とう和わさんにひどいことをするんだ？　Ｂ組同士で仲良くしようと思わないのか？」

「こいつがＢ組の足並みを乱してるんだよ。東とう和わがいるせいで私たちはロクに練習もできやしないわ。だからお仕置きしてあげただけ」

「東とう和わさんが何を──」

「いいから離せっ！　家をぶっ潰されたいの!?」

　濤とう川かわは強引に腕を振り払ってしまった。そして彼女たちは逃げるようにしてその場を後にする。気になる点はいくつもあるが──これ以上追及するのは得策ではないだろう。

　相あい原はらは地面に座り込んでいる東とう和わのほうへと近寄った。

　声をかける前に「くふふ」と気の抜けたような笑みが向けられた。

「……助けられてしまいました。お兄様は私の救世主ですね」

「無事か？　保健室まで一緒に行くぞ」

「いいえ。私は丈夫なのでその必要はありません」

　東とう和わはふらふらと立ち上がった。

　転びそうになったので身体を支えてやる。まるでぬいぐるみのように重みの感じられない体たい軀くだった。彼女は「ありがとうございます」と恥ずかしそうに呟つぶやいた。そうして青色の瞳を不安そうに輝かせながら相あい原はらの顔を見上げてくる。

「またお話ししませんか？　ＨＲホームルームは私とサボっちゃいましょう」




　相あい原はらはドキドキしていた。

　もうチャイムは鳴った。それなのに相あい原はらは東とう和わや光みつ春はると一緒に時計塔の内部へとやってきたのである。今頃担任教師が「相あい原はらは今日休みかー？」と怪け訝げんに思っていることだろう。

　サボタージュ。なんて背徳的な響きなんだ。

　しかし背徳的であるからこそ甘美なのも事実だった。

「手品とは素敵な遊戯ですよね。引き起こされる奇跡はすべて生身の人間の技術によるものです。成功するも失敗するも演者次第。機械的なプログラムによって演出される遊戯──たとえばＴＶゲームなどよりも遥はるかに温ぬくもりがあると思いませんか？」

　時計塔の最上階。もちろん一般の生徒は立ち入りが禁止されている。

　しかし東とう和わは「鍵を持っているんですよ」と言って難なく侵入を果たしてしまった。

　ちなみに彼女は光みつ春はるが用意した制服に着替えている。泥だらけの体操着のままでは見苦しいですから──そう言った彼女の痛々しい笑顔が脳裏に焼き付いて離れない。

　だだっ広い空間にはあまりモノがなかった。

　掃除用具入れ。壁に張りつけられた昔の吹奏楽大会のポスター。そして中央に置かれたテーブルと椅子のセット。開けっ放しの窓からは学院周辺の景色を一望することができる。

　東とう和わは椅子に腰かけながら笑みを浮かべた。

「お兄様もお座りください。暇つぶしに手品を披露いたします」

「それは構わないが……どうして時計塔なんだ？　しかも最上階」

「私のお気に入りの場所なんです。授業が嫌になったらサボりにくるんですよ──さあおかけになってください！　自分の部屋だと思って寛くつろいで構いませんよ。そこの掃除用具入れにお煎餅を隠してあるので一緒に食べましょう」

「君は自分の部屋でもないのに寛くつろぎすぎだと思うぞ」

　ツッコミを入れている間に光みつ春はるが遠慮なく椅子に腰かけてしまった。

　仕方ないので相あい原はらも東とう和わの正面に座る。すると東とう和わは子供のような笑みを浮かべて制服の内側をまさぐり始めた。出てきたのは何の変哲もないトランプである。

「昨日ドンキで買ったんです！　さっそく東とう和わ静しず奈なのマジックショーをご覧に入れましょう」

「東とう和わさん。俺がＨＲホームルームをサボったのはマジックを見るためじゃない」

　相あい原はらは青色少女をまっすぐ見据えて質問した。

「何な故ぜ──わざと苛いじめられるような真ま似ねをしている？」

　カードをシャッフルする手が止まった。

　いつの間にか煎餅を食っていた光みつ春はるがギロリと相あい原はらを睨にらみつけた。

「どういう意味だ相あい原はら道みち真ざね!?　あれが自作自演だとでも言いたいのか!?」

「そこまで言ってない。あいつらに抵抗しないのが不自然だと思ってな」

　言葉を紡つむぎながら相あい原はらは東とう和わの様子を観察した。

　動揺する気配はない。鎌をかけても効果はないようだ。

「馬鹿か？　馬鹿なのか貴様は？　苛いじめられている側に『抵抗しろ』だなんて鬼のようなセリフがよくも吐けるな！　いや鬼そのものだ！　かよわい静しず奈な様が同級生にボコボコにされて悲しんでいるのに！　デリカシーがない！　やはり暗殺者には人の心がないようだ！」

「黙りなさい光みつ春はる」

「すみません」

　光みつ春はるが地蔵のように押し黙った。

　青色少女は一組のトランプをこちらに差し出しながら言う。

「一枚引いてください。引いてくれたらご説明いたしましょう──私には絵柄を見せないでくださいね？　確認したら山札に戻すこと」

　一枚引いてみる。ハートのエースだった。言われた通りにカードを戻す。

　東とう和わは慣れた手つきでトランプをシャッフルしていく。

「私が抵抗しない理由は光みつ春はるの言う通りですよ。ちょっとでも抵抗すれば面白い見世物になってしまいます。そんなことで笑われるよりも手品で笑ってほしい。だから彼女たちが飽きるのを待っているんです」

「すまなかった。俺にはデリカシーがない」

「でもお兄様は私を助けてくれましたね。やっぱり私の救世主様ですっ」

　デックを無造作に半分に割る。

　片方を表面にしてから再び混ぜ合わせてシャッフルをする。

「ピンチに颯さつ爽そうと駆けつけてくださった姿は素敵でした。惚ほれ惚ぼれするほどです。もしかして私のことを遠くから見守ってくださっていたのですか？」

「光みつ春はるに呼ばれただけだ」

「照れなくてもいいんですよ？　お兄様が東とう和わ静しず奈なを憎からず思っていてくださることは十二分にわかってしまいましたから。こんなにも嬉うれしいことはありませんっ！」

　この少女は物事を自分の都合のいいように曲解する癖があるらしい。

　再びデックを半分に割る。今度は上下逆さまにして戻してから器用なリフルシャッフルで混ぜていく。それを何度も繰り返すものだから上下と裏表がぐちゃぐちゃになってしまった。

「救いとは麻薬のようなものですよね。お兄様に助けていただくたびに心がぽかぽかしてしまいます。やっぱりお兄様が必要なのです──私が一人の人間として生きるためには」

「一人の人間……？　どういう意味だ？」

「何でもありません。とにかく私は体育祭で必ず勝利いたします」

　ばんっ！──東とう和わはデックをテーブルの上に叩たたきつけた。

　そうして綺き麗れいな扇形にスプレッドしていく。

　驚くべきことに全て表向きになっていた。

　あれほど上下と裏表をバラバラにしたのに一瞬で整えられてしまったらしい。

　しかし相あい原はらは気づく。一枚だけ伏せられているものがあったのだ。

「どうぞ！　これが人の手による奇跡ですっ！」

　東とう和わに促されてその一枚を引っ繰り返してみる。

　そうして現れたのは──ハートのエース。相あい原はらが最初に選んだ絵柄だった。

　素直に驚いてしまった。さすが手品の全国大会に出たというだけのことはある。

「──どうだ思い知ったか！　これが静しず奈な様の実力だ！　貴様のような無粋な暗殺者では一生かかっても到達できない境地であり」

「黙りなさい光みつ春はる」

「すみません」

　光みつ春はるが地蔵のように押し黙った。

　青色少女はトランプを片付けながら言う。

「どうですか？　びっくりしましたか？」

「素直にびっくりした。いったいどういう仕掛けなんだ？」

「手品師は観客に種明かしをしませんよ。ただ──ヒントは記憶と計算ですね」

「記憶と計算……？」

「私は記憶力と計算力に自信があります。たとえば──」

　東とう和わはトランプを表にしてテーブルの上に並べた。

　一秒ほど確認した後にすべてを裏側にする。そして神経衰弱の要領で次々とペアを見つけていった。一度もミスすることなく全種類のカードを表にしてしまう。

「手品も似たようなもの。目当ての絵柄がどこにあるか？　全五十二枚の並び順は？　特定のカードを引く確率は？──すべて記憶と計算によって成り立っています。あとはまあ手先の器用さでしょうかね」

「まるでコンピュータだな」

「並のコンピュータよりも高性能だと自負しておりますよ」

「１６７３×４６４９は？」

「７７７７７７７ですっ！──お兄様は７がお好きなのですか？　気が合いますね」

「偶然だ」

「ではなおのこと気が合いますっ！　偶然で私の好きな数字を当ててくださるなんて」

「それはともかくスゴイな。電卓いらずだ」

「いえいえ。その程度の桁数ならば誰でも余裕で暗算できますよ。私の真価はコンピュータレベルの演算なのです。といってもここでお見せするのは難しいですが」

　一次方程式で躓つまずいている相あい原はらにはそれこそ一生かかっても到達できない境地だろう。

　東とう和わは「いかがですか？」と子供のように笑う。

「私の親衛隊に入っていただけたら毎日マジックを披露しますが？」

「それは楽しそうだな。だが俺には灯あか理りの護衛という仕事がある」

「くふふ。久く世ぜ様と護衛チームの方々は私の手品の観客のようなものです。あっと驚く結果を導き出してみせますよ。そうしてお兄様は私のもとへ戻ってくるのです」

　東とう和わはミステリアスな表情で頰ほお杖づえをついていた。

　相あい原はらは再び既視感を覚える。やはり彼女の仕草や立ち居振る舞いには見覚えがあるような気がするのだが──その疑念の正体は雲のように摑つかめなかった。

「俺たちどこかで会ったことあるか？」

「さあどうでしょう？　お兄様は何か覚えていらっしゃいますか？──」

　何かが光った。

　開け放たれた窓の外。はるか遠くから殺意の片へん鱗りんがした。

　東とう和わはまったく気づかずにしたり顔で語り始める。

「覚えていないならばお兄様にとってその程度の記憶だったということです。ですがいずれ思い出してくださると思いますよ。何な故ぜなら私はお兄様にとって唯一絶対の妹になる予定の人間なのですから」

「伏せろ」

「はい？──きゃああっ!?」

　相あい原はらは椅子を引っ繰り返して東とう和わにとびかかった。

　次の瞬間──だんっ!!　という爆発音とともに掃除用具入れが吹っ飛んだ。

　光みつ春はるが「なんだ!?」と大慌てで叫ぶ。東とう和わが「ふにゅ！」と上擦った声を漏らす。

　相あい原はらは青色少女を床に押し倒しながら周囲の様子を確認した。しばらく待っても二発目が来る様子はない──狙撃に失敗したことを悟って引いたのだろう。

　窓の外。目測一キロ先にビルが建っている。

　よくもこれだけの離隔で狙撃をする気になったものだ。

　そして今からあの場所に向かっても無意味なのは明白である。

　スマホで高たか辻つじにメッセージを送っていると密着していた東とう和わが「あのっ」と意を決したように口を開いた。

「あのあのあの。身も心も熱暴走しそうなのですが……」

「ああすまない。怪け我がはないか？」

「はい。このまま暴走すると決めました」

　東とう和わは顔を赤くしながらぎゅっと抱きついてきた。

　会話が嚙かみ合あっていない気がする。

　光みつ春はるが「何をやってるんだ貴様!?」と相あい原はらの頭を引ひっ叩ぱたく。

「今のは明らかに群ぐん青じようの狙撃だ！　寝ている場合ではないぞ！　というか静しず奈な様から離れろ不ふ埒らちな暗殺者め！　殺されたいのか!?」

「黙りなさい光みつ春はる」

「すみません」

　光みつ春はるが地蔵のように押し黙──らかなかった。

「──いやさすがに黙れませんッ！　いま殺されそうになったのですからね!?」

「くふふ……お兄様の腕の中なら死んでも悔いはありません……」

「おい相あい原はら道みち真ざね聞いたか!?　静しず奈な様が死んだら貴様を訴えるからな！」

　幸せそうに甘えてくる東とう和わの熱を感じながら相あい原はらは溜ため息いきを吐つく。

　やはり東とう和わ静しず奈なは最大標的で間違いない。

　学院にいても刺客から命を狙われるのだから──しかし相あい原はらには少し疑問点があった。

　時計塔の最上階。開け放たれた窓。そしてわざわざ光（おそらくカメラのフラッシュ）でこちらに合図を寄越すという不可解な行動。

　あれが群ぐん青じようなのだとしたら意図がいまいちわからない。

　相あい原はらは東とう和わを力ずくで引き離しながら高たか辻つじにメッセージを送るのだった。




　東とう和わや光みつ春はると一緒に時計塔を出る。

　すでに一時間目が始まっていた。しかし授業に出ている場合ではないだろう。

　高たか辻つじは「これから敵がいたビルの調査を開始する」と言って学院を飛び出していった。護衛チームの動きとしては親衛隊と協力して東とう和わの警護をすることになりそうである。

「くそっ！　群ぐん青じようめ……」

　親衛隊としての責務を果たせなかった光みつ春はるは苛いら立だっているようだった。

　何度も壁を蹴りつけて怒りをあらわにしている。

「絶対に許さないぞ。必ず見つけ出して殺してやる……！」

「落ち着け光みつ春はる。ひとまずは東とう和わさんの無事を喜んでおこう」

「ああ……そうだな……」

　光みつ春はるは意外にもすんなり落ち着いた。熱しやすく冷めやすいタイプなのかもしれない。

　そんな彼をジッと見つめながら東とう和わが言う。

「──嵯さ峨が崎さきから連絡がありました。結局群ぐん青じようを捕らえることはできなかったとか」

「あの距離だからな。相手も最初から逃走の準備はしていたのだろう──ちなみに高たか辻つじさんからも連絡があったぞ。東とう和わグループは親衛隊に補充要員を出すらしいな」

「そのようですね。でも私にはお兄様がいれば十分ですっ」

　東とう和わは朗ほがらかな笑顔でそう言った。

「お兄様は必ず私を護まもってくださいますのでっ！」

「保証はできない。俺が優先するのは灯あか理りだぞ」

「くふふ。その優先順位はすぐに覆くつがえることになりますよ」

　ここまで自信に満みち溢あふれている理由がわからない。

　相あい原はら道みち真ざねにとって重要なのは〝痛み〟を与えてくれる月の少女だけだ。

　もちろん目の前で東とう和わが苛さいなまれているなら手を貸すつもりだが──しかし「東とう和わ静しず奈なと久く世ぜ灯あか理りのどちらを助けるか？」となれば答えは決まっているというのに。

　複雑な心境を抱いていると光みつ春はるが忌いま々いましそうな目で睨にらんできた。

「……相あい原はら道みち真ざね。貴様は意外と使える暗殺者のようだな」

「よくわからないがありがとう」

「何度も言っているが僕は貴様のことが気に入らない。でも貴様が静しず奈な様の命を救ったのは事実だ。最低限の礼儀として一応礼を言っておこう──ありがとう」

「!!」

　どきり。胸のトキメキを感じた。

　もしかして……これって友達になれる兆きざしじゃないか？

「──どういたしましてっ！」

　相あい原はらは目を輝かせて光みつ春はるの手を取った。

「これから協力して群ぐん青じようを捕まえようじゃないか！　そのためには密に連携を取っていくのが重要だ！　というわけで友達にならないか？　お前のことを名前で呼んでいいか？」

「え……気持ち悪……」

　光みつ春はるは嫌そうな顔をして相あい原はらの手を振り払う。

　相あい原はらはしゅんとしてしまった。気持ち悪いはさすがにひどいだろう。

「とにかく僕は僕のやるべきことをやる。静しず奈な様に手を出す馬鹿どもは絶対に許さない」

「どこに行くんだ創そう。東とう和わさんの護衛はいいのか？」

「名前で呼ぶな気持ち悪いっ！──ちょっと用事があるんだ！　嵯さ峨が崎さきさんも来たし大丈夫だろう」

　光みつ春はるはそう言ってどこかへ行ってしまった。

　入れ替わりで体育教師の嵯さ峨が崎さきがやってきた。その背後には数人の親衛隊メンバーも付き従っている。彼は東とう和わの無事を確認すると安あん堵どした様子で「大丈夫だったか東とう和わ？」「えらいことになったなあ」と溜ため息いきを吐つくのだった。

　相あい原はらは彼らの中心に立っている青色少女を見つめる。

　冷徹な無表情だった。相あい原はらに接するときとは百八十度違う。

　最近になって気づいたが──彼女は自分の親衛隊に対して態度が少し冷たい。





◇






　かくして群ぐん青じようは動き出す。

　革命のための綺き術じゆつは整いつつあった。

　その全容は〝桃色の旋風〟ですら把握できていないだろう。

　何な故ぜならこれは事件ではなく手品だから。

　探偵であってもタネを突き止めることはできないのだ。





◇






「──ったく。こんなもん私に押し付けないでくださいよ」

　狙撃騒動があった日の昼休み。

　牧まき田た胡こ鈴すずは同級生たちのノートを抱えて教科準備室へと向かっていた。

　数学教師のやつが「宿題のノート集めて持ってきてくれ」と命令してきたのである。そういうことは係のやつに頼めよ──と思うのだが係のやつが消えたのである。

　東とう和わ静しず奈な親衛隊に属していた男子生徒だ。

　高たか辻つじ曰いわく「群ぐん青じように消された」らしい。これで体育祭準備期間中にいなくなった親衛隊は合計で六名になる。消えるならノート運んでから消えてくれと胡こ鈴すずは内心で毒づく。

　ここのところ占いは『吉』以上が続いている。

　護衛チームの連中は群ぐん青じようだの体育祭だのと忙しいようだが胡こ鈴すずには関係なかった。

　重要なのは相あい原はら道みち真ざねである。相あい原はら道みち真ざねからの信頼を獲得することなのである。

　胡こ鈴すずにとって注意すべきは久く世ぜ灯あか理りだ。

　彼女は〝月つき影かげ籠ろう絡らく作戦〟における最大の障害に他ならない。

　だが近頃は東とう和わ静しず奈なの登場によって相あい原はらと久く世ぜ灯あか理りの間にちょっとした不和が巻き起こっているらしい。これを利用しない手はなかった。

　たとえば──

「道みち真ざねに変な態度を取ってしまいました。どうすればいいでしょうか」

「大丈夫です！　そのままの灯あか理りさんが素敵ですよ！」

　あるいは──

「道みち真ざねは私の手作り弁当を食べてくれるでしょうか」

「残念ながら……相あい原はらくんは職人が作ったものしか食べないそうです。こないだメイドさんがおにぎりを作ってあげたら『こんなもん食えるか！』って壁に叩たたきつけられたそうです。真偽は定さだかではありませんが……」

　または──

「今度道みち真ざねを買い物に誘ってみようと思うのですが」

「ダメです！　まだそのときじゃないですよ！　噂うわさによれば相あい原はらくんは灯あか理りさんの態度に大激怒しているそうです。不用意に話しかけたら頸けい動どう脈みやくを搔かき切きられると聞きました」

　──こうやって離間の計を敢行しているのである。

　ちなみに悪評を流す際には「これは噂うわさなのですが」「聞いた話によると」といった枕まくら詞ことばを忘れずに付け加えているので牧まき田たに責任が及ばないようになっている。

　これら不断の努力の甲か斐いあって灯あか理りは相あい原はらのことを避けるようになった。

　あとは相あい原はらのほうをなんとかすれば完璧だろう。

　たとえば今朝も上う手まくいった。灯あか理りとの関係改善を図っているらしい彼の動きを得意の似え非せ占いで封じてやったのだ。これから徐々に灯あか理りに関する偽にせ情報も流していく予定である。

　我ながら獅し子し身しん中ちゆうの虫むしだと思う。だが生き延びるためには仕方のないことだ。

　高校三年間で相あい原はら道みち真ざねを惚ほれさせなければ牧まき田た胡こ鈴すずはとんでもない罰を食くらうことになるのだ──それも生きるか死ぬかに関わる常識外の折せつ檻かん。

　何としてでも避けなければならない。

　平穏無事な自堕落ライフのために。

　別棟の教科準備室に到着。教師がいなかったのでノートを置いてさっさと退出する。

　昼休みだというのにグラウンドでは生徒たちが体育祭の練習をしていた。

　まったく呆あきれた光景だ。体育祭などという野蛮なイベントの何が楽しいのか。部屋でゲームしていたほうが百倍有意義だろうに──そこでふと胡こ鈴すずは見知った人影を見つけた。

　克こく礼れい館かん学院にそびえる時計塔。その入口から青髪の女子生徒が出てきたのである。

　東とう和わ静しず奈な。護衛チームに混乱をもたらした最大標的。

　今朝は殺人鬼に狙撃されたとかで大騒ぎをしていた気がする。殺されかけたのに一人で出歩いて大丈夫なのだろうか。まあ胡こ鈴すずには一ミリも関係ないことだけれど。

　思えばあの女も油断ならないのだ。相あい原はら道みち真ざねを狙っているようだが──そんなことは絶対にさせてたまるかと思う。何が「お兄様」だ。キャラづけが露骨すぎるんだよ。

「……まあ。今のところは放っておきましょうか」

　胡こ鈴すずは踵きびすを返して体育館の裏手に向かう。

　今日は予習していない古文の授業で指名されて恥をかいたのだ。

　この怒りを静めるためにも一服しようではないか。

　胡こ鈴すずは周囲に誰もいないことを確認してからタバコの箱を取り出した。

「…………？」

　ライターの火をつけようとしたところで気づく。

　体育倉庫の扉が開けっ広げになっているのだ。

　しかも──あれって〝開かずの倉庫〟と言われていた古いやつじゃなかったっけ？

　胡こ鈴すずはわずかな好奇心に突き動かされて体育倉庫に近寄った。

　実行委員の三み田たは「鍵が見つからなくて困ってるんだよ」と言っていた。

　体育教師の嵯さ峨が崎さきも鍵の行方は知らなかったらしい。

　じゃあ見つかったのか。何気ない気持ちで胡こ鈴すずは倉庫の中をのぞいてみた。

　ふと気づく。床に紙が散らばっている。

　これは──トランプだ。手品などに使う有名なメーカーのもの。

　不審に思いながらも顔を上げた瞬間。

「え？」

　異臭がした。

　次いで視界に映ったのはおぞましい赤色。

「な……にこれ……？」

　胡こ鈴すずは悲鳴をあげることもできずに尻餅をついた。
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　体育倉庫に広がっていたのは地獄絵図だった。

　そこら中に飛び散っている血液。切断された腕。足。胴体。

　マットに並べられているのは人間の頭部であろうか。

　まるで博物館のごとく丁寧に展示されている人間の頭部。

　あまりの光景に束つかの間ま我を忘れ──忘れた頃になって吐き気を催した。

　こんなの占いには示されなかった。

　当たり前のことだった。衰すい運うん雪せつ花かの能力はハリボテなんだもの。

　ようやく口から金かな切きり声ごえが溢あふれ出でた。

　胡こ鈴すずは地を這はうようにしてその場から逃げ出した。

　後に残されたのはバラバラの死体。群ぐん青じようによって消された者たちの末路。

　かくして路地裏の闇は体育祭を侵食していく。







　六月十四日（金）──高たか辻つじ翠すい花かの報告ノート

『昼休み。克こく礼れい館かん学院第三体育倉庫にて六人分の遺体が発見される。顔や所持品によって全員が東とう和わ静しず奈な親衛隊に所属していた護衛と判明。彼らは体育祭準備期間中に忽こつ然ぜんと姿を消していた。これはどこかで殺害されて体育倉庫に放り込まれていたものと推定される。被害者は殺害された順に以下の通りである……富とみ川かわ政まさ次つぐ・田た淵ぶち由ゆ依い・等と々ど力ろき天たかし・守もり屋や敦あつ之ゆき・五十嵐いがらし茜あかね・光みつ春はる創そう。手口からして死し屍し会かいの刺客〝群ぐん青じよう〟による可能性が高い。その目的は東とう和わ静しず奈なに恐怖心を与えることと考えるのが妥当か。なお事件は久く世ぜ義よし直なお氏および理事長・赤あか羽ばね八はつ紘こう氏の判断により隠蔽されることになった。体育祭は予定通り執り行われる模様。』











３　体育祭






　折しも天気は快晴だった。

　土曜日。グラウンドには大勢の人間が集まっている。

　一年Ａ組から三年Ｇ組までの生徒たち。教員一同。来賓の方々。外部から見物にやってきた父兄の皆々様──克こく礼れい館かん学院の体育祭が開催されようとしているのだ。

「──おはようございます皆さん。このような素晴らしい晴天のもと体育祭が開催できることを非常に嬉うれしく思います。これも皆さんの日頃の行いが良いからなのでしょう」

　壇上には背の高いスーツ姿の男が立っている。

　克こく礼れい館かん学院の理事長だ。編入するときに直接面接をした覚えがある。

「長々とした挨拶は求められていませんね。それでは各おの々おのが持てる力を振り絞って粉骨砕身取り組んでください。どうか皆さんが闇の中でも輝ける人間でありますように──以上」

　短すぎる挨拶を済ませて理事長が去っていく。

　それからは何事もなく進行した。選手宣誓の三年生がちょっと嚙かんでいたのが可か哀わい想そうだったがそれは些さ細さいな問題。誰もがこれから始まる一大イベントに胸を躍らせている。

　それは相あい原はらも例外ではなかった。

　だが油断はできない。この体育祭には不ふ埒らちな殺人鬼が潜んでいるのだから。

「久く世ぜさん！　絶対に優勝しようね！」

「え？　はあ……」

　開会式が終わって生徒たちはそれぞれの観覧席に移動となる。

　そのタイミングで三み田たが灯あか理りに話しかけていた。

「特にＢ組には負けられないよ！　久く世ぜさんも相あい原はらくんを取られたくないんでしょ？」

「まあ……確かに道みち真ざねは護衛なので勝手にいなくなられると困りますが……」

「やっぱり相あい原はらくんは久く世ぜさんの護衛だったんだ!?　じゃあ頑張らないとね──おい皆！　久く世ぜさんのためにも絶対勝つぞ！　目指せリゾート！」

「おー！」「リゾート！　リゾート！」「っしゃやるぞぉ！」──三み田たの声に呼応して一年Ａ組の連中が騒ぎ始めた。隣に座っていた高たか辻つじが水筒のお茶を飲みながら溜ため息いきを吐つく。

「こいつら灯あか理り殿のためじゃなくて見返りが目的なんだな」

「ちなみに高たか辻つじさんはどの種目に出るんだ？」

「玉入れとか色々だ。まあ出るかどうかは状況次第だな。私には護衛チームの探偵として現場を俯ふ瞰かんする義務がある──さっき渡したインカムはちゃんとつけておけよ？　指示があったらすぐ動くように」

「承知した。ところで高たか辻つじさんに忠告しておこう」

「なんだ？　暗殺者の勘が何かを察知したのかね？」

「そうじゃない──君も可能な限りは競技に参加したまえ。せっかく克こく礼れい館かんに入学したのだから楽しんでおかなければもったいないぞ」

　高たか辻つじは「はあ？」と呆あきれたように睨にらんできた。

「キミは本当にロクでもない暗殺者だな。楽しむに決まってるじゃないか」

「なんだそうなのか。てっきり緊張して仕事のことしか頭にないと思っていたのだが」

「なわけあるか！──私は今後のためにあらゆる経験を積みたいと思っている。高校の体育祭などという特殊なイベントを無感動にやり過ごすわけがないではないか。だがそれとは別に優先順位というものがあるのだよ」

　高たか辻つじは人差し指を立てて真剣な表情をする。

「もちろん体育祭を盛り上げるのも重要だ。しかし灯あか理り殿や東とう和わ殿が殺されてしまったのでは元も子もない。キミも浮かれるのはほどほどにしておけよ──って何だそのカメラは!?」

「奏かな理りさんに借りた４Ｋ画質のビデオカメラだ！　みんなの活躍は俺が責任を持って記録しておこう！　ほら高たか辻つじさんも笑いたまえ。一生の思い出を作ろうじゃないか」

「キミさっき右から撮ってたな!?　私は左からのほうがカメラ映りがいいんだよっ！　いったんデータ消せ！　このままでは英えい明めい闊かつ達たつな名探偵の実情を後世に正しく伝えることができないじゃないか！」

　高たか辻つじがぴょんぴょん跳ねてカメラを奪い取ろうとしてくる。

　それを回避しながら相あい原はらは周囲に意識を向けた。現段階では殺気のようなものは感じられなかった。今朝の牧まき田たによる占いは『大凶』──何か起きることは確実だと思うのだが。

「相あい原はら！　今日は頼んだぜ」

　突然背中を叩たたかれた。敵意はなかったので回避する必要もない。

　気づけばＡ組の男子たちが相あい原はらのもとに集まっていた。

「お前運動神経いいだろ？　なんかめちゃくちゃ足速いし」

「Ｂ組には負けられねえからな。リゾートのためにも」

「相あい原はら先輩！　一発ぶちかましちゃってくださいっ！」

　ふざけて肩を組んでくる者までいた。

　ニヤけそうになってしまったが寸前で堪える。

　かわりに相あい原はらは爽やかな笑み（自己判断）を浮かべて言うのだった。

「──任せろ！　みんなで頑張って優勝しようではないか！」

　男子たちが「うおおおい！　えいッ！　えぇいッ！」と謎の掛け声をあげた。流は行やっているのだろうか？──よくわからないが楽しそうだったので相あい原はらも一緒に叫んでおく。

　高たか辻つじが「喧やかましいなまったく」と溜ため息いきを吐ついていた。

　しかしこれこそが青春の醍だい醐ご味みなのである。意味不明で下らないことの中にこそ滋味豊かなエッセンスが含まれているのだ──と『スタハイ』に書いてあった。

　体育祭を通じて同級生と仲を深めよう。

　あわよくばそのまま友達になってもらおう。

「よーし敵情視察に行こうぜ。Ｂ組はどうなってるかな」

「自販機行かん？　俺水筒忘れたんだけど……」

「お前が奢おごるならついてってやるよ」

「相あい原はら先輩も一緒に行くか？　こいつが奢おごってくれるって」

　ようするに友人同士でその辺を散策するという恒例行事だろう。

　相あい原はらとしては「もちろん」と答えたかった。しかし男子生徒の一人が「あっ」と何かに気づいたように口を噤つぐんだ。

「おっとぉ……？　なるほどなぁ……」

「どうした？　その辺を歩くんじゃなかったのか？」

「スマンスマン。やっぱ相あい原はらはいいわ」

「えっ」

　死ぬほどショックだった。

　表情に出なかったのは月つき影かげが痛みを感じない人間だからだろう。

　男子生徒（確か実行委員の中なか川がわ）はスマンスマンと何度も繰り返して言った。

「さすがにお嬢様から横取りできねえよなあ」

「横取りしたらリゾート行きが消えるぞ」

「だな。じゃ相あい原はらはまた今度」

　彼らは相あい原はらを置き去りにして観覧席から離れていった。

　もしかしてハブられた？──そんな不安を抱いた瞬間である。

　相あい原はらは気づいた。距離にして五メートル程度。

　月色の少女がそわそわと相あい原はらの様子をうかがっているのだ。

「…………」

　目が合った。三秒程度見つめ合う。

　彼女はさりげなく立ち上がってさりげなくこちらに近づいてきた。

「……道みち真ざね。お仕事のほうはどうなっているのですか」

「護衛の仕事のことか？　もちろん君のことは何があっても守るから安心してくれ」

「そうですか」

　灯あか理りの口調は素っ気なかった。ここのところ彼女とはすれ違いが生じているのだ。

　ならば乙おと坂さかに言われた通りに〝信頼〟を取り戻すしかない。

　昨日は狙撃やら死体発見やらで有う耶や無む耶やになってしまったから。

「乙おと坂さかさんに言われた。灯あか理りを安心させるためには真摯な言葉が必要だと」

「安心？　何な故ぜ私が安心を欠いていると思ったのですか？　勘違いも甚だしいですね」

「だから言っておこう──俺は灯あか理りのことを第一として行動する」

　彼女の身体が石のように固まった。

「死なせたりはしない。だから俺のことを信頼してくれ」

「は……白昼堂々何を言ってるんですか！　私は……」

　灯あか理りは一瞬だけ紡つむぐべき言葉を見失ったらしい。

　深呼吸をしてからゆっくり口を開いた。

「……私はあなたのことを信頼していますよ。それはあの夜から変わりないことです。最近は東とう和わさんのことで色々ありましたが……あなたは私の護衛ですからね。お給金をもらっている以上は相応の働きをしていただかないとクビになってしまいます」

「そうだな。俺は東とう和わさんのところへ行ったりしないから安心してくれ」

「だから安心も何もないですっ。あなたは最初からＢ組に勝つつもりなのでしょう？　それはわかっていましたので……だから……」

　灯あか理りは拳をぎゅっと握って俯うつむいてしまった。

　不意にスピーカーが大だい音おん声じようを発した。

『男子一〇〇メートル走に出場する生徒は入場口に集合してください。繰り返します──』

　どうやら本格的に競技が始まるらしかった。

　男子たちがノロノロと移動し始めるのを尻目に灯あか理りは溜ため息いきを吐つくのだった。

「……心配です。無事に終わるのかどうか」

「大丈夫だ。灯あか理りには護衛チームがついている」

「そうですけど……東とう和わさんの親衛隊が殺されたんですよね？　それなのに体育祭を開催するなんておかしいです。お父様も理事長もいったい何を考えているのでしょうか」

　灯あか理りが不安がるのも無理はなかった。

　来賓席に久く世ぜ義よし直なおや東とう和わ忠ただ臣おみの姿はない。もちろん父兄の席にも姿はない。彼らは「こんな危ない催しに出席できるか！」といった調子で自宅に引きこもっているのだ。

　灯あか理りがＢ組のほうへ視線を向けながら呟つぶやいた。

「それと……私の身も心配ですが。東とう和わさんのことも心配なんです」

「問題ない。東とう和わさんを狙う刺客は俺が捕まえる」

　白組の観覧席の端っこに一年Ｂ組の集団が見えた。

　青色の少女・東とう和わ静しず奈なはまるで雛ひな人にん形ぎようのように大人しく座っていた。

　その周囲には生き残った親衛隊の面々が集まって護衛をしている。あれを強引に突破するとなれば姿を衆目に晒さらすことになるだろう──群ぐん青じようもそれは避けたいはずだ。仮にやつが出現したら相あい原はらが急行して捕まえればいい。

　だから何も問題はないはずだ。

　今のところは。
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「ふざけやがってッ！　よくも同僚たちを……！」

　体育教師の嵯さ峨が崎さきが拳をテーブルに叩たたきつけた。

　カップが倒れてお茶がこぼれる。しかしそんなことに構っている余裕はなかった。

　体育祭を明日に控えた金曜日の五時間目。

　東とう和わ静しず奈な親衛隊と久く世ぜ灯あか理り護衛チームは空き教室に集まっていた。

　理由は言うまでもない──殺人事件について話し合うためである。

　牧まき田た胡こ鈴すずが昼休みに発見したのは六人ぶんのバラバラ死体だった。

　その全員が東とう和わ静しず奈な親衛隊に所属する護衛たちである。発見場所は体育館の裏手にある体育倉庫。ここ数日は鍵が紛失して教職員も困っていたらしい。しかし今日の昼休みは何な故ぜか扉が開けっ広げになっていた。

「──鍵は犯人が持っていたということだな。そして学院で親衛隊を殺すたびに遺体を倉庫に収納していたと。しかしあんなところに隠しておいても発覚するのは時間の問題だ」

　高たか辻つじがソファで腕と足を組みながら思考している。

　その隣では頭に氷袋を載せた牧まき田たが目を回していた。

　グロテスクな死体を目撃してショックを受けてしまったらしい。

「つまり犯人は犯行がバレても問題ないと考えていたんだ。問題ないどころかそれが目的の可能性すらある。今日になって体育倉庫を開けておいたのが何よりの証拠だろう。まあ情報が少ないから推理ではなく推測することしかできんがな」

「くそッ！　誰だか知らねえが惨むごいことしやがってッ！」

　嵯さ峨が崎さきが歯は軋ぎしりをしながら呻うめく。

　それに首を傾かしげたのは探偵の高たか辻つじだった。

「……『誰だか知らないが』？　嵯さ峨が崎さき殿は珍妙なことを言うのだな。私はてっきり群ぐん青じようの仕業だと思っていたよ。他に候補でもいるのかね？」

「群ぐん青じようの正体がわからねえってことだよ。わかってたら今頃俺たちで捕まえているさ」

　死し屍し会かいからの刺客〝群ぐん青じよう〟について判明していることは少ない。

　波に攫さらわれたように人を消してしまうこと。裏世界でもトップクラスの凄すご腕うでらしいこと。そして克こく礼れい館かん学院に侵入して東とう和わの護衛を六人も始末してしまったらしいこと。

「とにかく親衛隊は東とう和わの護衛を強化する。俺たちも決して一人では行動しない。体育祭の日に何としてでもやつの尻尾を摑つかんでやる」

「そうだな。狙撃の件も片付いていないし」

「わからないことだらけじゃねえか……まったく」

　実は東とう和わを狙った狙撃についても情報はまったくなかった。

　あるいは高たか辻つじは何かに気づいているのかもしれないが──しかし暗殺者の役割は物事の裏側を推理することではない。目の前の敵を葬ほうむることだけが仕事なのである。

「ちょっと気になったことがある」

　相あい原はらは挙手して質問した。相手が教師なので一応。

「体育祭はやるのか？　こんな事件が発覚したら中止になったりするんじゃないか？」

「そうだ嵯さ峨が崎さき殿。私も気になっていたんだ。もしかしたら群ぐん青じようは体育祭そのものを潰すことが目的だったのかもしれんぞ。わざわざ死体を発見させることによって騒ぎを──」

「体育祭なら予定通りやるよ。理事長先生からのお達しだ」

　嵯さ峨が崎さきは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして言った。

「事件は隠蔽する。これが表に出れば克こく礼れい館かん学院のイメージに傷がつくそうだ──これは理事長ってより久く世ぜ義よし直なおさんの要望だけどな。もう掃除屋が死体を片付けちまった。高圧洗浄機で血痕とかも洗い流しちまったらしいぜ」

「んなッ」

　高たか辻つじが目を丸くして立ち上がった。

「馬ッ鹿じゃないのか!?　そんなことしたら証拠まで消えてしまうだろうが!!」

「俺に言われても困るよ。文句があるなら上のやつに言ってくれ」

「うぬぬ……」

　予想はついていたことだ。久く世ぜは最初から「体育祭をつつがなく進行させろ」と命令していた。死体の一つや二つが見つかった程度で止まるつもりはないのだろう。

　高たか辻つじが「これだから素しろ人うとは……」とブツブツ言いながらソファに座る。

「東とう和わ会長も焦あせってるみたいだ。あの人の頭ん中だと今頃〝群ぐん青じよう〟は護衛チームの手で退治されてる予定だったらしいからな──いやすまん。お前らを非難してるわけじゃねえよ」

「わかっているよ嵯さ峨が崎さき殿。群ぐん青じようなら今日明日で捕まえてやろう」

「そうしてくれるとありがたい。お前たちは敵の捜索に専心してくれ。東とう和わの護衛は俺たち親衛隊が責任をもって果たすとしよう」

　相あい原はらは教室の真ん中に座っている少女を見やった。

　東とう和わ静しず奈なは何かを悔いるように瞑めい目もくしている。

　しかし相あい原はらの視線に気づいたらしい。彼女は瞼を開けて儚はかない笑みを浮かべた。

「そんな顔をしないでください。私のことはお兄様が救ってくれると信じていますから」

　東とう和わはまたしても自分の護衛を失ったのだ。

　しかも今回は六人同時。その中には東とう和わにいつも付き従っていた光みつ春はる創そうも含まれている。

　彼女の心がどれほどの悲しみに苛さいなまれているかは想像もつかなかった。

　相あい原はらですら光みつ春はるが殺されたのはショックだったのだから。せっかく友達になれると思っていたのに──これだから殺人鬼というものは好きになれない。

「残念だったな……光みつ春はるのことは」

「……そうですね」

「群ぐん青じようなら護衛チームがなんとかする。東とう和わさんは気にせず体育祭を楽しんでくれ」

「はい。ですがこんな日々はこりごりだと実感しました」

　東とう和わの肩が震えている。

　しかし青色の瞳には厳かな輝きが見て取れた。

「護衛たちが失われていくのは悲しいです。だからこそお兄様に護まもってほしい──体育祭では必ずＡ組を打倒してみせましょう。そうしてお兄様を手に入れてみせましょう。それだけが東とう和わ静しず奈なに残された生存戦略なのですから」

　その気丈な笑みの前では誰も声を発することができなかった。

　灯あか理りも息を吞のんで彼女の瞳を見つめている。

　こうして波は瀾らんの体育祭が幕を開けるのだった。
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　プログラムを見ると全十七種目が記載されていた。

　全員参加の種目が二つ。クラス対抗の種目が四つ。あとは学年関係なく入り乱れて競い合う選択種目である（相あい原はらが参加する借り物競争や二人三脚もここに含まれる）。

　こうして見ると生徒一人一人の出場する競技が多い。群ぐん青じようを捜索するうえでは不都合といえば不都合。しかし体育祭を楽しむという観点から考えると非常に有意義なプログラムだ。

「位置について」

　スターターピストルを構えた実行委員が叫ぶ。

　レーンに並ぶのは六人。誰もが緊張した面持ちでスタンディングスタートの構えを取っている。この緊張感はたまらなく甘美だなと相あい原はらは内心で笑う。

「よーい──」

　一拍の間を置いて。

　ぱんっ!!　と玩おも具ちやのような銃声がグラウンドに響き渡った。

　大地を蹴る。風に後押しされつつ疾走を開始する。

「ちょっ」「はや」──背後の競争相手たちが驚きよう愕がくしたように叫んだ。

　しかし構っている余裕はない。相あい原はらは無我夢中でコースを駆け抜けていった。観覧席の声援を受けながら走り続けているとやがてゴールが近づいてくる。

　そのままスピードを落とすことなく驀ばく進しんし──

「ッ──！」

　ゴールテープをぶち抜いた。

　悲鳴や歓声がそこここで聞こえた。

「なんだあいつ!?」「速すぎないか？」「噓うそ……九秒台なんだけど!?」

　よくわからないがチームに貢献できたらしい。

　相あい原はらは心地よい疲労を感じながら背後を振り返る──すると次のレースが始まろうとしているのが見えた。生徒の数が多いからサクサク進めないと時間が押してしまうのだろう。

「おーい相あい原はらくん！　こっちだよー」

　実行委員の三み田たが「１」の旗を振って誘導してくれる。

　彼女は星のように目を輝かせて相あい原はらに詰め寄った。

「──相あい原はらくんすごいじゃん！　ぶっちぎりだったよ!?」

「わっはっは！　そんなに褒められると照れるな！」

「こりゃ絶対に陸上部から勧誘されるねぇ。相あい原はらくんがいれば最優秀クラスに選ばれるのも夢じゃないよ」

　そう言って彼女はバンバンと肩を叩たたいてくる。

　先に走り終わっていたＡ組の男子たちも「すげーな相あい原はら！」「よくやった！」と声をかけてくれた。これでクラスの皆とも打ち解けられるだろうか？──誇らしい気持ちを抱きながら観覧席のほうに目をやる。

　灯あか理りがこちらを見つめていた。

　笑顔で手を振ってみる。彼女は恥ずかしそうに手を振り返してくれた。

　すると近くにいた三み田たがニヤニヤしながら小突いてくる。

「ねえねえ。やっぱり相あい原はらくんって久く世ぜさんと付き合ってるの？」

「そういう事実はない。灯あか理りは俺の護衛対象だ」

「そっかそっか。でも怪しいんだよなぁー。いっつも久く世ぜさんのほう見てるしさぁー」

　護衛なのだから護衛対象を注視するのは当然のことである。

　走っているときでさえ観覧席の灯あか理りから意識を逸そらすことはなかったのだ。

　ちなみに現在灯あか理りの隣では高たか辻つじと牧まき田たが防備を固めていた。久く世ぜ義よし直なおから聞いた話では財閥の秘密警察〝ＫＳＰ〟の連中も彼女の周囲を見張っているらしい。とはいえ油断は禁物だ──最大標的を狙う連中は想像を絶する方法で奇襲を仕掛けてくるのだから。

　観覧席に戻ってくると牧まき田たが「お疲れ様です」と水筒を差し出してきた。

「よかったらどうぞ。これ相あい原はらくんの好きな紅茶です」

「ありがとう！　牧まき田たさんは優しいな」

「えへへ。それほどでも……あっ」

　灯あか理りが牧まき田たを押しのけるようにして前に出た。

「吞のん気きに走っている場合ですか？　群ぐん青じようが襲ってきても知りませんよ？」

「大丈夫だ。最大限に警戒しながら存分に楽しんでいるからな」

「器用なことをしますね……」

「あの！　こっちには金こん平ぺい糖とうもあるんですよ？　よければ相あい原はらくんもどうですか？」

「お菓子を食べている場合ではないぞ胡こ鈴すず」

　高たか辻つじが牧まき田たの手から金こん平ぺい糖とうの袋を奪いながら言った。

「今日の占いは『大凶』だったんだろ？　キミはそんな余裕の態度でいいのか？」

「えーっと……大凶なのは私じゃなくて東とう和わさんだからべつに……じゃなくって！　そうだよね！　翠すい花かちゃんの言う通り東とう和わさんの心配をしなくちゃだよね……！」

「キミは最近ボロが出てきてないか？」

「ボロ？　牧まき田たさんは何か隠しているのか？」

「隠してないですっ！　変なこと言わないでよ翠すい花かちゃんっ！」

　とにもかくにも東とう和わの運勢が大凶ならば一大事だ。

　衰すい運うん雪せつ花かの占いは百発百中と言われる。

　ということは東とう和わには大凶に相応ふさわしい運命が待ち受けているということだ。

　だが理不尽な運命は破壊するためにあるのだと相あい原はらは思っている。

　占いが大凶ならば自分たちの努力で大吉に変えてやればいいだけのことだ。

　そのときだった。スピーカーから『徒競走に参加する女子は集合してください』といった放送が聞こえてきた。Ａ組の生徒たちものろのろと観覧席を離れていく。

「──どうやら灯あか理りの出番のようだな！　頑張ってくれ！」

「ほどほどに頑張ります」

　クールな口調だが少し表情が強こわ張ばっている。

　競技に対する緊張と刺客に対する恐怖が綯ない交まぜになっているのだろう。

「安心しろ灯あか理り！　君の頑張っている姿は俺がしっかり併走して録画してやるからな！」

「絶対にやめてください恥ずかしいですから」

「いずれにせよ運動神経抜群な灯あか理り殿には頑張ってほしいところだな。あれを見たまえ──どうやらＢ組の連中は本気で紅組を潰す気のようだぞ」

　高たか辻つじに促されてＢ組の席を見やる。

　女子たちが円陣を組んで「勝つぞー！　おーっ！」と声を張り上げていた。

「何だあれは羨ましい！　俺たちもやろうじゃないか！」

「羨ましがるのはいいが観察してみたまえ。少し空気がおかしいと思わないか？」

　言われてみれば確かにＢ組の熱量は異様な気がした。

　まるで戦場に赴く兵士のような勇壮さである。なんというか──「勝たなければ死ぬ」という逼ひつ迫ぱくした空気があった。思い返してみれば男子たちも死に物狂いだった気がする。

「東とう和わさんが見返りを用意しているのでしょうか？　私のリゾートみたいに……」

「その可能性は低いと思うが──」

　ふと誰かが近づいてくる気配を感じる。

　かと思ったら──がばっ！　と突然誰かに抱きつかれた。

「お兄様っ！　私の活躍を見ていてくださいねっ！」

「東とう和わさん……!?」

　灯あか理りが悲鳴のような声を漏らした。牧まき田たが「ちっ」と舌打ちをした気がした。

　いきなり密着してきた青色少女──東とう和わ静しず奈なは挑発的な笑みを浮かべて言う。

「あら久く世ぜ様？　Ｂ組の皆様はやる気のようですよ？　あなたも『ほどほど』ではなく本気を出したほうがよろしいかと思いますけれど？」

「私は最初から私のベストを尽くすつもりですよ。あと道みち真ざねから離れてください」

「ちなみに私と久く世ぜ様は一緒に走ることになっていますっ！　これで正々堂々決着をつけることができますねっ？」

「べつに決着なんてつける必要はないと思うのですが。あと道みち真ざねから離れてください」

「離れません！　お兄様は私のお兄様なのですからっ！」

　ぎゅーっとしがみついてくる。

　背後では親衛隊の面々がおろおろしていた。彼らが常日頃この天てん真しん爛らん漫まんな少女に振り回されているのは想像に難かたくなかった。高たか辻つじが「まあ落ち着け東とう和わ殿」と仲裁してくれる。

「月つき影かげはまだキミのものじゃない。あまりくっつくと顰ひん蹙しゆくを買うぞ」

「あら？　もしや高たか辻つじ様も嫉妬しておられるのですか？」

「キミは馬鹿か？　こんな暗殺者の何がいいのか私にはサッパリわからんね」

「でも高たか辻つじ様はお兄様と一緒にいると楽しそうですよね？」

「楽しくなんかないわこの恋愛脳が！　そんなことより集合時間だぞ！　並ばないと勝負もできん！」

　東とう和わは高たか辻つじの反応を眺めながら「くふふ」と静かに笑った。

　護衛が殺されたのに楽しそうである。

　あるいは気丈に振る舞っているだけなのだろうか。

「──わかりました。それでは第一勝負の舞台へ参りましょう──お兄様っ！　私から目を離さないでくださいね？　きっと静しず奈なは勝利してみせますからっ！」
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　観覧席付近の櫓やぐらには点数が表示されている。

　徒競走といくつかの種目が終わった時点で〝８５─１０８〟となっていた。

　若干Ｂ組の属する白組のほうが優勢。しかしまだまだ始まったばかりだ。相あい原はらとしてはこれから大活躍しまくって紅組を逆転勝利させるつもりである。

「──群ぐん青じように動きはない。体育祭はつつがなく進行しているな」

　高たか辻つじが金こん平ぺい糖とうをバリバリ嚙かみ砕くだきながら言った。

　グラウンドの中央では台風の目という定番の種目が行われていた。漫画でしか見たことがない光景がここにあるのだ──相あい原はらは目を輝かせながら紅組の仲間たちを応援する。

　しかし高たか辻つじが「おい」と脇腹を小突いてきた。

「体育祭に夢中になるのはいいが本職を忘れるなよ。緊急事態が発生したら競技の最中であってもそちらを優先してもらうからな」

「わかっている。しかし今回は〝待ち〟ばかりだな」

　高たか辻つじの眉がぴくりと動いた。

「……キミは最終兵器だから必然的に待機が多くなるのだよ。水面下では私の部下たちが色々と計画を進めている。時が来たらキミにも働いてもらうから覚悟しておけ」

「高たか辻つじさんはこの後に何が起こるのかわかるのか？」

「さあな。どれほど冴さえた推理ができても未来を言い当てることはできない。今のところは黙秘しておくとしよう──それにしても詐欺師と灯あか理り殿は大丈夫なのか？」

　Ａ組の観覧席では二人の少女が項うな垂だれている。

　詐欺師の乙おと坂さかが「大丈夫なわけないでしょ……」と覇気のない声で呟つぶやいた。

「なんでさ……なんで私が一五〇〇メートルも走るんだよ……馬鹿じゃん……死んだ親衛隊のかわりっつってもさ……私じゃなくてもいいじゃん……馬鹿じゃん……」

　彼女は頭からタオルを被かぶって汗だくになっていた。

　先ほど死んだ親衛隊のメンバーのかわりに長距離走を走り終わったのである。

　タイムは十分越え。大勢の生徒たちから声援を受けながらの盛大なゴールとなった。

　薄々気づいていたがこの詐欺少女は運動が大の苦手らしい。

「キミも馬鹿だな。イヤなら代走なんか引き受けなければいいのに」

「だって……私が走ったら……東とう和わが百万円くれるって言うから……」

「本当に馬鹿だな!?　どう考えてもＡ組を負かすための策略だろうが!?」

「百万のためなら……一五〇〇メートルくらい楽勝って思ったけど……全然釣り合わないねこれ……詐欺だよ……一億毟むしり取とってやらなくちゃ……」

「詐欺師が詐欺に引っかかってどうするんだよぉっ！」

　いつものように口くち喧げん嘩かが始まってしまった。

　しかし乙おと坂さかに気力はないらしい。

　何か言われても「だってさぁ……」とか「お金には勝てなかったよ……」とか気の抜けた反論しか漏らさない。あの少女は金さえ払えば何でもやってくれるのだろうか。

　それはともかく──相あい原はらはさらにその隣で悄しよう然ぜんとしている月色少女に目を向けた。

　灯あか理りも何やらグロッキーな感じらしい。

「どうしたんだ？」

「どうもしません。ただ東とう和わさんが調子に乗っているのが気に食わないのです」

　なるほどなと相あい原はらは納得した。

　灯あか理りは一〇〇メートル走で二位だった。

　そして一位は東とう和わである。彼女は一位になった瞬間観覧席の相あい原はらを振り返って「どうですかお兄様！　やはり護衛対象に相応ふさわしいのはこの私ですねっ！」と大声で叫んでいた。

「灯あか理りは負けて悔しいんだな！　しかしその悔しさは今後の糧かてとなるだろう」

「どの目線なんですか。むかつきますね」

「気にすることはない。次頑張ればいいじゃないか」

「でも点差が……いえ。次頑張りましょうか」

　東とう和わの登場によって灯あか理りの精神は不安定になっている──というのが高たか辻つじの弁だ。

　実際に接してみると彼女が少なくない心労を味わっていることがわかる。

　ならばその不安を取り除いてやるのが護衛の役目でもあった。

　グラウンドの端っこでは応援団たちが大声を張り上げている。その中には巫み女こ少女の姿もあった。三み田たから「競技に出ないなら応援団やって！」と強制されたらしい。

　牧まき田たのオタ芸じみた動きには謎のキレがあった。

　彼女の頑張りに報いるためにも精一杯努力しなければならない。

「──安心しろ灯あか理り。俺たちに敗北はない」

　相あい原はらは笑みを浮かべて立ち上がった。

「ちょうど借り物競争が始まるから勝利してきてやろう」




　平和な体育祭の光景だ。血ち腥なまぐさい気配は感じられなかった。

　ならば今のところは思う存分青春を満喫しようではないか──そんなふうに考えながら相あい原はらは借り物競争のスタート地点に立った。

　この種目は男女混合である。運の要素が多分に含まれるからだろう。

　隣に立っていた青色少女──東とう和わ静しず奈なが「くふふ」と優ゆう艶えんな笑みを浮かべた。

「お兄様っ！　まさか一緒に走れるとは思いませんでしたっ！　運命かもしれませんね」

　スタートに立っている人間は相あい原はらを含めて八人。

　その中には青色の最大標的の姿もあった。

　確かに運命なのかもしれない。もし東とう和わグループが組分けを工作したのなら他のメンバーも親衛隊で固めるはずだからだ──そこでふと相あい原はらは違和感のようなものを覚えた。

　東とう和わの周囲にあるべきはずの親衛隊の気配がないのだ。

　ふとインカムから声が聞こえてきた。

『──おい月つき影かげ。親衛隊と連絡が取れなくなった』

「どういうことだ？」

『わからん。さっきまで姿があったはずなのに全員忽こつ然ぜんと姿を消している。嵯さ峨が崎さき殿とも音信不通だ。いま探偵事務所のメンバーに調査させているところだが……』

「群ぐん青じように殺されたわけじゃないよな？」

『それは流石さすがに有り得んだろ。この衆人環視のもとで誰にも気づかれずに人間を殺して回るのは論理的に不可能だよ。殺すどころか消すのだって不可能だ。手品じゃあるまいし』

　よくわからない。つまりは気をつけろということか。

『捜査は継続する。キミは東とう和わ殿の動向に注意していてくれ』

「わかっているさ」

『頼んだぞ』

　プツリと音声が途切れる。

　すると東とう和わが「くふふ」と余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で話しかけてきた。

「見てくださいお兄様。点差が開いてきましたね」

　櫓やぐらに表示されているのは〝１８２─２２５〟という数字だ。

　確かにこのままでは紅組は負けてしまうかもしれない。

「お兄様が私のモノになる瞬間は近いようです。この勝負でも白組にさらなる点を加えましょう──たとえお兄様が相手でも手加減はいたしませんよ？」

「そうだな！　俺は真剣勝負が好きだ」

　視界の端ではすでに実行委員がピストルを構えていた。

　もちろん群ぐん青じようの件も重要だ。しかし裏世界最高の暗殺者にとっては体育祭で優勝することも同じくらい大事なのだった。ゆえに相手が東とう和わであっても手加減はしない。

「位置について。よーい──」

　ぱんっ!!　と本日飽きるほど聞いた銃声が轟とどろいた。

　同時に相あい原はらは全力で疾走を開始した。まずはコース真ん中のお題箱に一番乗りしよう──と思っていたのだが意外にも東とう和わがぴったり後にくっついてきた。

　相あい原はらにも引けを取らない運動能力。この少女はただの最大標的ではないらしい。

「お兄様っ！　負けませんよっ」

　最初にお題箱に到着したのは相あい原はらだった。

　腕を突っ込んで中の紙を探る。

　借り物競争はこの紙に書かれた〝モノ〟を持ってゴールを目指す種目だ。

　しかし実行委員から配布された競技説明書には見落としがちなルールが記載されていた。

　曰いわく──『お題の紙は最大三枚まで取ることが許される』。

　達成したお題が多ければ多いほど獲得する点が多くなるというのだ。

　普通はこんな特殊ルールを大真面目に利用する人間はいない。

　借り物を複数個集めていれば確実に順位が下がってしまうからだ。

　だが──複数個集めて一位になればどうなるか？

　答えは簡単。めちゃくちゃ点が入る。

　相あい原はらは躊ちゆう躇ちよせずお題箱から三枚の紙を摑つかみ取とった。

「──私は〈眼鏡〉だそうです。これは簡単ですね。お兄様はどうでしたか……って何で三枚も持ってるんですか!?」

　勝つために決まっている。

　そしてそこに書かれていたのは──〈タオル〉〈帽子〉〈好きな人〉。

「造作もないな！」

　相あい原はらは踵きびすを返して再び走り出した。

　目指すは一年Ａ組の生徒たちがいる観覧席。相あい原はらが猛スピードで走り寄ってくるのを見た高たか辻つじが「なんだなんだ」と怪け訝げんそうに立ち上がった。

「どうした月つき影かげ。紙に〈名探偵〉とでも書かれていたのか？」

「帽子を借りるぞ高たか辻つじさん！」

「は？──あああああああああああっ!?」

　相あい原はらはピンク髪に載っていたハンチング帽を素早く強奪した。激怒した高たか辻つじが「返せ暗殺者めーっ！　それがないと探偵だってわからないだろうがーっ！」と叫びながら追いかけてくるのを無視して今度はベンチに座っている乙おと坂さかに話しかけた。

「乙おと坂さかさん！　タオルを貸してくれ！」

「へ？　タオル？　これ？　これはちょっと……」

「すぐに返すから借りていくぞ！」

「待って待って待ってそれ汗でぐしょぐしょだからぁーっ！」

「こちらとしては構わない！」

「こちらが構うのっ！」──と絶叫する乙おと坂さかに心の中で謝りながら相あい原はらは走り出す。

　残るは〈好きな人〉。これは最初から決まっているので迷う道理がない。

「──灯あか理り！」

　月色少女が目を丸くした。

　相あい原はらは彼女の手を取りながら言う。

「ちょっと来てくれ。君が必要なんだ」

「あの……借り物は帽子なんですか？　タオルなんですか？」

「勝つために三つ必要なのだ。帽子とタオルと好きな人」

「そうですか………………ん??」

　灯あか理りが難しい数学の問題に直面したかのように眉根を寄せた。

　しかし構っている暇はなかった。相あい原はらは彼女の腕を引いて走り出す。

　不意に東とう和わが眼鏡をかけながら猛ダッシュしている光景を目撃する。灯あか理りを引き連れたままでは先を越されてしまうかもしれない。ならば取り得る手段は一つ──

「失礼する」

「ひゃっ!?　え!?　ちょっと道みち真ざね──」

　相あい原はらは灯あか理りを抱きかかえるとお姫様抱っこに移行した。

　これならば自分の力だけで走ることが可能である。

　腕の中の灯あか理りが顔を真っ赤にして叫んだ。

「な……何やってるんですか!?　下ろしてくださいっ!!」

「下ろしたら負けるぞ？　それでもいいのか？」

「負けたくありませんっ！　でも負けるほうがマシな気がしますっ！」

　そこかしこで黄色い悲鳴が巻き起こった。ギャラリーどもは予想外の展開に色めき立っているらしい。やはりイベントはこうでなくちゃな──相あい原はらはそこはかとない満足感を抱きながらゴールに向かって驀ばく進しんした。

「お兄様っ!?　まさか本当に三つも集めてきたのですか!?」

「無論！　この勝負は俺がもらった！」

　相あい原はらは大地を蹴って加速する。

　東とう和わ以外の連中はお題を回収する時点で苦労しているようだった。となれば脅威となるのは青色少女だけ──しかし裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟の前では彼女ですら赤子も同然だった。

　いち早く審判役の実行委員のところまでやってくる。

　ゴールする前に借り物の審査をされるのだ。

「帽子とタオルと好きな人だ！　これで問題ないよな!?」

「ちょっと……道みち真ざねっ……!?」

「はい問題ありません！　ゴールまでどうぞ！」

「問題ありますからぁっ……！」

　灯あか理りの声を無視して相あい原はらは再び走り出した。

　背後では遅れて審判まで辿たどり着ついた東とう和わが口論を繰り広げていた。

「それは何ですか？」「これは眼鏡です！」「それはサングラスです」「形は眼鏡なのでこれは眼鏡ですっ！」「それはサングラスです」「眼鏡といったら眼鏡なんですっ！」「それはサングラスです」「あなたはＮＰＣですか!?」──もはや勝利は確定したも同然だった。

　相あい原はらは灯あか理りを抱えたまま全力疾走を続けてゴールに突入した。

　空砲が鳴り響く。グラウンドが歓声に包まれる。

　実行委員に誘導されながら相あい原はらは灯あか理りを地面に下ろしてやった。

「ありがとう灯あか理り！　おかげで紅組に貢献することができた！」

「……恥ずかしくて死にたくなったのですが困ったことに自殺道具がありません」

　灯あか理りは不服そうな顔でこちらを睨にらんでくる。

　確かに連れ去り方が手荒すぎたかもしれない。

「お題は何だったのですか？」

「灯あか理りの場合は『好きな人』だ」

「す……」

　灯あか理りの表情が固まる。

　数秒おいてから「なるほど」と冷静な声色で言った。

「聞き違いではなかったのですね。それで何な故ぜ私を連れていったのでしょうか」

「こんなことを頼めるのは灯あか理りしかいなかったんだ」

「そうですか」

　再び歓声があがる。本物の眼鏡を獲得した東とう和わがゴールしたらしい。

　灯あか理りが「まあ確かに」とそっぽを向いて呟つぶやいた。

「……道みち真ざねには友達がいませんからね。私を『好きな人』と偽って連れて行くのは妥当な判断でしょう。少しびっくりしましたがお疲れ様でした」

「べつに偽ったわけじゃない。俺は正々堂々勝負したぞ」

「え？」

「お題に書かれているモノと違うモノを持っていったらルール違反だろう？」

　灯あか理りが言葉を失う。耳まで赤くなっていく。

　相あい原はらは期待に応えるように宣言してやった。

「つまり──君のことは『青春を謳おう歌かするための協力者』として好ましく思っている」

「なるほど実に道みち真ざねらしいです」

　灯あか理りは何な故ぜか魂が抜けるような溜ため息いきを吐つくのだった。

　そして久方ぶりに安心したような笑みを見せてくれる。

「理解しました。あなたはどうやら私との契約を最重要視してくれているようですね。この体育祭でも勝利するために……東とう和わさんのもとへ行かないために頑張っているようですし」

「俺は灯あか理りの護衛なのだから当たり前だ」

「ではその言葉を信頼しておきましょう。あなたがいなければ私は死んでしまいますから」

「うむ！　これからもよろしく頼む」

　相あい原はらは笑みを浮かべて手を差し伸べた。

　灯あか理りはわずかに逡しゆん巡じゆんしてから握手に応じてくれる。

　ようやく彼女の不安を和らげることができたらしい。

　かつて斎さい藤とうは護衛チームを「金で買われた友達でもある」と言っていた。しかしこの月色少女とは利害を超えた面でも良い関係を築けているように思える。いつか灯あか理りと友達になれたらいいのだが──そんなふうに考えていた瞬間。

　パシャリ。

　誰かがカメラのシャッターを切った。

「──いいよいいよ！　やっぱりお似合いの二人だね！」

「なっ……三み田たさん!?」

　実行委員の三み田たがニヤニヤしながらカメラを構えていた。

　灯あか理りが顔を真っ赤にして相あい原はらの手を振りほどく。

「どうして写真なんか撮ってるんですか!?　肖像権の侵害ですよ!?」

「後でアルバム作るんだよ。久く世ぜさんにも配るから安心してね」

「安心できませんっ！　今すぐその写真を削除してください」

「やだ！　だってすごい絵になってるんだもん！　ほらほら続けて！　もう少し甘い雰囲気出してくれたら絶対『体育祭ベストショット賞』狙えるから！」

「そんなもの狙わないでくださいっ！──」

　灯あか理りが頰を膨らませて三み田たのほうに駆け寄っていった。

　相あい原はらは高たか辻つじの帽子をくるくる回しながら考える。

　これで体育祭は三分の一程度が終了した。群ぐん青じようはいつ仕掛けてくるのだろうか。あるいは最初から予告状通りに動くつもりなどないのだろうか。

　克こく礼れい館かんのグラウンドは大勢の生徒たちによって大盛り上がりだ。

　これほどの人ひと熱いきれでは月つき影かげの直感をもってしても刺客を見つけるのは難しい。

「──お兄様っ！　さすがですねっ！」

　東とう和わが笑みを湛たたえて近づいてきた。

　やはり彼女の周囲に人影はない。

「一人か？　親衛隊のやつらはどうした」

「あそこにいますよ」

　東とう和わは体育館裏の体育倉庫を指差した。

　昨日親衛隊の死体が見つかった場所である。

「嵯さ峨が崎さきには『みんなで休んでください』と言っておきました。あの体育倉庫は理事長先生の命令で立入禁止になってますので。休憩するのにぴったりな場所でしょう？」

　それでいいのかと相あい原はらは思う。

　護衛対象を危険地帯に置き去りにするなど愚の骨頂。こういう杜ず撰さんな仕事を放置していると必ず大惨事になるだろう──いやすでに親衛隊は痛手を食らっているのだった。

「くふふ。お兄様にはいつも驚かされますね。下手なマジシャンの芸を見ているときよりも心が躍ります──いえ。あなた以外に私のＣＰＵを躍らせることができる人間はいません」

「ＣＰＵって何だよ」

「ＣＰＵとはコンピュータの頭脳のことです」

　質問の意図を理解してもらえなかった。

　不意にグラウンドのスピーカーから実行委員の声が聞こえてくる。次は玉入れが行われるらしい。はやく観覧席に戻って牧まき田たと一緒に応援するとしよう──そう思って踵きびすを返したのだが東とう和わに「お兄様」と呼び止められる。

「私の手品を見ていきませんか」

　振り返る。東とう和わがハートのエースを片手に佇たたずんでいた。

　そんなものをどこに隠していたのだろう？

「たった今準備が完了いたしました。種も仕掛けもございませんよ」

「それは面白いな！　今度はどんな奇跡を起こしてくれるんだ？」

「人体消失と人体爆散の奇跡です」

　彼女の瞳には機械のような殺意が込められていた。

　そして相あい原はらの疑念は確信に変わる。やはりこの少女は克こく礼れい館かんの殺人に関わっていたのだ。

　東とう和わは片目を瞑つぶってトランプを弾いた。

　カードの裏側から白い鳩はとが飛び出していく。周囲の生徒たちが「なんだなんだ」と目を丸くしてその場に立ち止まった。相あい原はらでさえ一瞬天にのぼっていく鳥たちに意識を奪われた。

　次の瞬間──何かが爆発するような音が聞こえた。

　人々の悲鳴も聞こえる。隣を走っていた女子が腰を抜かして地面にへたり込んだ。教師が拡声器で「落ち着いてください」と連呼している。グラウンドに狂騒が満ちていく。

　相あい原はらは見た。

　親衛隊がいるはずの体育倉庫から火の手があがっているのだ。

　火の手というより──爆散して元の形もわからなくなってしまっている。

「──くふふ。魔法のように建物を燃やしてみました！　これが人体爆散の手品ですっ！」

　東とう和わは「いかがでしたか？」と笑っている。

　それは路地裏で幾度となく相対した殺人鬼の笑みだった。

　体育祭で浮かれていたのかもしれない。

　あるいは平和に浸つかりすぎて感覚が鈍っていたのかもしれない。

　この青色の少女──東とう和わ静しず奈なが〝群ぐん青じよう〟であることは少し考えればわかったはずなのに。

「……何な故ぜ爆破したんだ？　あそこには嵯さ峨が崎さきたちがいたんだろう？」

「護衛対象が護衛を処分する理由は一つしかないと思いますが？」

「わからん。もっとあるように思うが……」

「ようするに信頼ですよ。私は彼らを信頼することができませんでした」

　火の粉が散る。

　血のにおいを乗せた風が吹いていった。

「君はここで捕まえよう。悪いがじっとしていてくれるか」

「さすがはお兄様ですね──でも余裕をかましていてよろしいのですか？　人体消失の奇跡はすでに起こっているのですよ？」

　相あい原はらはハッとして辺りを見渡した。

　面白そうにスマホで撮影している者。友人たちと遠巻きに火事を眺めている者。右往左往する教師たち。黙然と椅子に座っている理事長先生。大慌ての来賓・父兄の方々。生徒たちを誘導している実行委員──

　しかし目当ての人物の姿が見当たらない。

　久く世ぜ灯あか理りだけがどこにもいない。

「くふふ。広大なグラウンドでステージマジックを仕掛けるのは苦労しましたよ──おっと失礼！　仕掛けなんてありません！　これは私が引き起こした奇跡なのですからねっ！」

　群ぐん青じよう。波に攫さらわれたように人を消してしまう殺し屋。

　暗殺者・月つき影かげの注意力をもってしても灯あか理りが消えたことに気づけなかった。

　灯あか理りが消えた──その事実が相あい原はらの思考にわずかの間かん隙げきを生じさせる。

「お兄様。駄目ですよっ」

　群ぐん青じようがすぐそばにいた。

　彼女の手は相あい原はらの腹部に添えられている。

　しかしこの時点ではいくらでも挽ばん回かい可能だった。相あい原はらは地面を蹴ってその場から退避しようとして──その瞬間恐るべき声を聞いた。

「道みち真ざね。たすけて」

　灯あか理りが呼んでいた。

　ぎょっとして振り返る。

　しかしそこに灯あか理りはいなかった。

　グラウンドのど真ん中にスピーカーが設置されていた。クラシック愛好家が持っていそうな高性能の一品。声の出所はこれだったのだ──状況を理解したときにはすでに遅かった。

「くふふ」

　暗殺者・月つき影かげの唯一の弱点は〝久く世ぜ灯あか理り〟である。

　群ぐん青じようはそれを熟知していたのだ。

「ねえお兄様──久く世ぜ様に囚とらわれていたら月つき影かげとしてのセンスが摩耗してゆきますよ。現に私のような三流手品師の策に引っかかってしまいました」

　いつの間にか拳銃の引き金が引かれていた。

　痛みがないので気づかなかった。死し屍し会かいが開発したという即効性の麻酔銃だろう。

　徐々に意識が朦もう朧ろうとしていくのを自覚しながら相あい原はらは青色の微ほほ笑えみを見つめる。

　視線の誘導。空気の掌握。音を感じさせない道具捌さばき──あらゆる点で彼女は達者だった。

　これほどの実力者ならば人間を波に攫さらわれたように消去してしまうことなど朝飯前だろう。

「東とう和わさん……君の目的は……親衛隊を殺すことだったのか……？」

「最初から申し上げております。私の最終目的はお兄様を手に入れること」

　何もかもわからなかった。

　後で高たか辻つじに種明かししてもらおう──と思っていたら彼女の声が聞こえてきた。

『おい月つき影かげ！　そんなところで何をやっているんだ!?　はやく灯あか理り殿を連れて観覧席に戻ってこいっ！　こら聞いているのか──』

　答える余力はなかった。

　相あい原はらはグラウンドの喧けん騒そうを感じながら静かに目を閉じた。











４　綺術士のステージ






　紅茶のにおいを感じて久く世ぜ灯あか理りは意識を取り戻す。

　いつの間にか自分は見知らぬ部屋にいた。

　にわかに爽やかな風が吹く。開けっ放しの窓からは街の景色をうかがうことができる。入学時の校舎案内で訪れたことがあった──ここは時計塔の最上階に違いない。

「おはようございます久く世ぜ様。お身体に支障はございませんか」

　目の前に東とう和わ静しず奈なが座っていた。

　微ほほ笑えみを湛たたえながらティーカップを持っている。

　灯あか理りはテーブルを挿はさんで彼女の対面に腰かけていることに気づいた。

「東とう和わさん……？　いったい何が」

「私は死し屍し会かいの刺客〝群ぐん青じよう〟です」

　有無を言わせぬ迫力だった。

　灯あか理りは小さくない衝撃を受けてたじろぐ。

「東とう和わグループに届けられた殺害予告は自作自演。東とう和わ静しず奈な親衛隊が殺されたのはすべて私自身による犯行。ゆえに私が〝最大標的〟であるというのも噓うそ。ちなみに先ほど体育倉庫が爆発炎上したのは私による人体爆散マジックです」

「冗談はやめてください。体育祭に戻りましょう」

　ぴっ！──と風を切る音が聞こえた。

　トランプが高速で飛んできたらしい。気づいたときには鋭利な紙の端が灯あか理りの首筋を傷つけていた。ずきずきとした痛みを感じながら灯あか理りは「え……？」と戸惑いの声を漏らす。

　わけがわからない。この少女はいったい何を考えているのだろうか。

　カップをテーブルの上に置いてから東とう和わは言う。

「ここから出ることはできませんよ。私たちは時計塔に立てこもっているのですから」

「た……立てこもり……？」

「私が主犯。あなたは人質。そしてターゲットは私に仇あだをなす狼おおかみどもです」

　口の中から水分が失われていった。脳に酸素が行き届いていないのかもしれない。胸中に渦巻くのは死を前にしたときに立ち現れる冷ややかな焦あせり。

　東とう和わの表情は映画俳優のように凜りんとしている。

　その殺意が演技でないことは素しろ人うとの灯あか理りにもよくわかった。

「最大標的。なんて不幸な存在なのでしょうね──他の殺人鬼たちに殺されるくらいだったら私が有効活用してあげますよ。久く世ぜ灯あか理りの【治癒】にはそれほどの価値がありますので」

「何を言っているのですか……!?　いま学院はどうなっているのですか!?」

[image: ]

「収しゆう斂れん火災というのがありますよね。凸レンズなどに太陽光が収束されて発火するというアレです。体育倉庫の炎上はそういうことにされたみたいですよ」

「はあ……？」

「つまり久く世ぜ義よし直なお様や理事長先生は事件でなくただの事故として爆発を処理しました。あれほど人が死んだというのに体育祭はプログラム通りに進んでいます」

　愕がく然ぜんとした。状況が理解不能すぎるのだ。

　わかることは──自分が斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとのときのように捕らえられてしまったこと。

　そして東とう和わ静しず奈なが何か途方もない計画を実行しようとしていること。

　灯あか理りは思わず苦笑してしまった。斎さい藤とうの一件から何も改善されていない──つくづく誘拐と縁のある人生だ。

「……東とう和わさん。あなたの目的は何なのですか」

　灯あか理りは首の傷をハンカチで拭いながら静かに問いかける。

　血は出ていない。手加減されたのだろう。

「目的は匣はこから自由になること」

　東とう和わは「くふふ」とミステリアスに笑ってそう言った。

　そこで初めて灯あか理りは気づく──彼女の笑い方には見覚えがあるような気が。

　しかし東とう和わは灯あか理りの疑問が氷解する前に宣言するのだった。

「つまり生きること。これは東とう和わ静しず奈なの未来をかけた一世一代の綺き術じゆつなのです。どうか久く世ぜ様にもご理解いただけますように」
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　ゆっくりと意識が浮上する。

　最初に聞こえてきたのは体育祭の喧けん騒そうだった。実行委員の生徒が実況をしている。生徒たちの応援する声が聞こえる。スピーカーから響いているのはいかにも運動会らしいクシコス・ポストだった。

「……体育祭は続いているのか」

　相あい原はらは呟つぶやきながら半身を起こした。

　どうやら保健室のベッドに寝かされていたらしい。

「月つき影かげ！　目が覚めたのか！」

　こちらに気づいた桃色髪の少女──高たか辻つじが声をあげた。よく見れば購買で売っている焼きそばパンを貪っている。お昼だろうか。

「麻酔銃のようなモノを受けたらしいな。触診したところ外傷はなかったが……身体にどこかおかしな点はないかね？　お腹なかが痛いとか頭が痛いとか。いやべつにキミの身体がどうなろうと私の知ったことではないのだが」

「痛みはない。それよりも灯あか理りはどうなったんだ」

「灯あか理り殿なら誘拐されてしまったよ」

　高たか辻つじは当然のことのように言い放った。

　しかし彼女はすぐに「待て待て」と慌てて付け加える。

「べつに殺されたわけじゃないぞ。そんな泣きそうな顔をするなよ」

「そうか。じゃあ救出しに行く」

「だから待て！　まだ何も説明してないだろうが！　焼きそばパンでも食べて落ち着け！」

「──そうだよ相あい原はら。無策に突っ込んだって空回りするのは目に見えてるでしょ？」

　部屋を飛び出そうとした相あい原はらの進路を乙おと坂さかがふさいだ。

　さらに背後から牧まき田たが「乙おと坂さかさんの言う通りですよ……」と体操着の裾をつまんでくる。

　残りの護衛チームは全員保健室に集合していたらしい。

　そうして相あい原はらは少し頭が冷えた。確かに灯あか理りがどこに連れ去られたかも知らないのだ。闇雲に走ったところで意味はないだろう。

　高たか辻つじが「まったく」と呆あきれたように言う。

「キミは本当に灯あか理り殿のことが好きなんだな。あの子のことになると月つき影かげの威厳も形無しだ」

「高たか辻つじさんはむしろ冷静だな」

「冷静なわけあるか！　灯あか理り殿がまたまた攫さらわれたんだぞ!?　しかも犯人は東とう和わ殿だ！　やつは今まで被害者のフリをして護衛チームに接近していたんだよっ！　許せないっ！」

　東とう和わ。そうだ──東とう和わだ。

　あの青色少女は死し屍し会かいの刺客〝群ぐん青じよう〟だったのだ。

「おいヘボ探偵。騒いでいる暇があったら説明をしてよ。どうせ色々摑つかんでるんでしょ？　東とう和わのこととか死し屍し会かいのこととか」

「む……そうだな。時間は限られているからな。桃色の脳細胞の威力を発揮してやろうじゃないか」

　高たか辻つじはスマホを操作しながら言葉を続けた。

「まず現在の状況から確認する。東とう和わ殿は何らかの爆発物を仕掛けることによって体育倉庫を爆破した。ＫＳＰの調査によればこれに巻き込まれた親衛隊五名が死亡している。しかしこれは克こく礼れい館かんの理事長・赤あか羽ばね八はつ紘こう殿によって隠蔽されることになった。体育祭はプログラム通り行われているよ」

　これはお馴な染じみの「ブランドイメージを守るため」なのだろう。

　権力者の得意技は不祥事を隠すことなのである。

「そして東とう和わ殿のことだ。東とう和わ殿はキミの想像している通り死し屍し会かいからの刺客〝群ぐん青じよう〟で間違いない」

「何か証拠があるのか？」

「自分で白状したからだよ」

　高たか辻つじはパンの包装をゴミ箱に放り捨てながら言う。

「東とう和わ殿は灯あか理り殿を引き連れて時計塔の最上階に立てこもっている。無理に突入しようとすれば灯あか理り殿を殺害するらしい──ゆえに我々はここで立ち往生しているんだ」

「東とう和わさんは……いったい何が目的なんだ」

「それに関しては面倒な事情があるみたいだな。東とう和わ殿が死し屍し会かいのメンバーであることは疑いようがない。これは本人が暴露しているし状況証拠的にもそうだ。そして彼女の本来の目的は灯あか理り殿を殺害することだったと思われる。これを見たまえ」

　探偵は懐ふところから見覚えのある紙を取り出した。

　最初に東とう和わ忠ただ臣おみが持ってきた殺害予告状である。




〈　死し屍し会かいから通達

　　娘は体育祭で命を落とすことになるだろう。

　　すでに克こく礼れい館かん学院には狼おおかみを放っておいた。

　　月に祈っても意味はない。汚れた人間は相応の報いを受けるべきである。　群ぐん青じよう　〉




「私は最初から気づいていたのだが予告状には一言も『東とう和わ静しず奈な』と書かれていない。ここに東とう和わ殿の律りち儀ぎな性格が表れているよな。冒頭の〝娘〟とは灯あか理り殿のこと。そして〝月〟とは月つき影かげ──キミのことを意味しているのだろう。この予告状が語りかけているのは東とう和わグループではなく久く世ぜ財閥だったというわけだ」

　東とう和わ静しず奈なは最大標的でも何でもなかった。

「どうか私を護まもってください」──久く世ぜ邸ていで初めて会ったときの懇願は演技にすぎなかったというわけだ。

　いや。本当にそうだろうか。

　少なくともあの言葉には真剣な色が含まれていた気がする。

「さらに驚くべきことに予告状の筆跡は東とう和わ殿のものらしい。東とう和わ忠ただ臣おみ殿は筆跡鑑定をしたと言っていたがデタラメだったんだな。つまりあの男もグルだったというわけだ。このあたりは詐欺師が詳しいんじゃないか」

「まーヘボ探偵の言う通りみたいだね」

　乙おと坂さかが団扇うちわをぱたぱたさせながら言った。

「東とう和わグループの関連企業には裏世界の人間が出入りしている。何人かに接触して誘導尋問してみたけど予想通りだったよ。あと東とう和わグループそのものが死し屍し会かいに資金提供をしている疑いがあるね。つまりあそこは丸ごと死し屍し会かいのフロント企業だったってわけ」

　フロント企業。暴力団などの組織が表の世界で正体を隠して運営している会社のことだ。

「かなりの悪徳会社みたいだよ？　違法なソフトウェアを販売したり武器の密輸に関わっていたり。資金洗浄にも抜かりはない。こんなところと付き合いがある久く世ぜ財閥は脳のう味み噌そがゆで卵なのかもね。久く世ぜ義よし直なおが『財閥の長たる器なし』と陰で言われているのにも納得だよ」

「よくわからんが……つまり東とう和わグループは死し屍し会かいの一部ってことなのか？」

「そのようだな。実は東とう和わ忠ただ臣おみには発信機をつけていたのだが──」

「いつそんなものをつけたんだ」

「いつでもいいだろう。──発信機によれば東とう和わ忠ただ臣おみは死し屍し会かいの関連施設に出入りをしているらしい。東とう和わグループが少なからず死し屍し会かいとつながりがあるのは確かだということだ」

　相あい原はらは思わず嘆息してしまった。

　護衛チームや久く世ぜ財閥はまんまと騙だまされていたらしい。

　だがそうなるといよいよわからない。群ぐん青じようは──東とう和わ静しず奈なは何を考えているのだろうか。仲間であるはずの親衛隊を殺害し。灯あか理りを殺害することなく時計塔に立てこもっている。

「それこそが面倒な事情なのだよ」

　探偵は本当に面倒くさそうに顔をしかめて言った。

「計画的な人質事件には多くの場合〝要求〟がある。身みの代しろ金きん目的の誘拐なんかがいい例だな。あとはまあ犯罪者が仲間の釈放を求めたり……前回の斎さい藤とう殿のようにキミと決闘することを望んでいたり……」

「東とう和わさんは俺たちに何を要求しているんだ？」

「東とう和わ殿は我々と交渉しているのではない」

　グラウンドでピストルの音が鳴り響いた。また新しい種目が始まったらしい。

　高たか辻つじは時計塔の方角を振り向いて静かに言う。

「彼女は死し屍し会かいを脅迫している。『【治癒】の異能を破壊されたくなければ命令に従え』──そんな具合だ」

「なるほど承知した」

　相あい原はらは突然立ち上がった。

　驚きに目を見開く三人を無視して踵きびすを返す。

「それだけわかれば十分だ。これから灯あか理りを救出しに行こう」

「おい！　キミは話を聞いていないのか!?　無理に突入したら灯あか理り殿は殺されるんだぞ!?」

「だからといって手を拱こまぬくわけにもいかないだろう。もう東とう和わ静しず奈なの実力は見切った──二度も後れを取るほど月つき影かげは衰えていない」

「か……かっこいい……！」

「……？　何か言ったか乙おと坂さかさん」

「何でもないっ！──それよりもいいの？　あなたみたいな薄汚い暗殺者に灯あか理りが助けられるの？　ヘボ探偵の言う通り下手に動いたら殺されちゃうかもしれないよ？」

「目的が決まっているのなら失敗することはない。月つき影かげの任務成功率は99％だ」

「か……かっこいい……！」

「キミもボロが出始めてきてるな……いや詐欺師のことはどうでもいい」

　高たか辻つじはかぶりを振ってから相あい原はらをまっすぐ見据えた。

「月つき影かげがそこまで言うなら止めはしない。もともとキミが目覚めるまで待機していたのだ──ところで胡こ鈴すず。これからの護衛チームの運勢は大丈夫かね？」

「先ほど占ってみました。死ぬことはないと思います」

「よし。では用意しておいた作戦を伝えようじゃないか」

　こうして護衛チームは静かに動き出す。

　相あい原はらの意識にあるのは灯あか理りのことだけだった。もちろん東とう和わのことも心配である──しかし最大標的に手を出すなら容赦をする必要はなかった。

　ふと思い出して相あい原はらはスマホを取り出した。

　電話をかけようと思ったがやめる。かわりに死神のスタンプを押してやった。灯あか理りの好きなアニメ『シャドウ・トリックの受難』の主人公・ドリーである。今から行くぞというメッセージのつもりだったが──死神はさすがに縁起が悪かったなと苦笑してしまった。

「……二人三脚が始まるまでにケリをつけよう」
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　スマホにメッセージが届く。

　相あい原はらからのスタンプだ。灯あか理りは思わずほっとしてしまった──東とう和わによれば麻酔銃によって昏こん倒とうさせられていたという話だったから。

　東とう和わが「おや」と思い出したように手を差し伸べてくる。

「連絡手段を奪うのを忘れていました。そのスマホを貸してください」

「べつに助けを求めているわけではないのですが……」

　逆らうことはできなかった。彼女はことあるごとにトランプだのワイヤーだの物騒なものをちらつかせるのである。仕方がないので言われた通りにスマホを預けることにした。

「──お兄様からの連絡ですか。あなたは本当に大切にされているのですね」

「どうでしょうか。あの暗殺者が何を考えているのかたまにわからなくなります」

「それは当然ですよ？　人の心はプログラムではないのですから」

　東とう和わはトランプを弄んでいる。手品師がよくやるリフルシャッフルだろう。

　どうして東とう和わ静しず奈なは最大標的を誘拐したのか。どうして味方であるはずの親衛隊を殺したのか。どうして体育祭の日に事を起こしたのか──灯あか理りはこの少女の思惑に興味を持った。

「あなたの目的は『生きること』でしたよね。暇潰しに詳しく教えてくれませんか」

「手品師は観客に種明かしをしないものですよ」

　東とう和わは「ただ」と笑みを浮かべて続けた。

「あなたは観客というより綺き術じゆつの小道具でしたね。死し屍し会かいから返答があるまで端的にご説明いたしましょうか」

　時刻は午後一時十分。すでに午後の部は始まっている。

　灯あか理りはこの密室から抜け出す方法を密ひそかに考え始める。

「私の母親は死し屍し会かいの人間でした。父親はよく知りません。おそらく私が生まれる前に死んだのだと思われます」

「東とう和わ忠ただ臣おみさんは？」

「あれは父親役の人間にすぎませんよ。──私は母と二人で不自由のない生活を送っていました。着るものや食べるものに困った覚えはありません。学校にだって普通に通うことができていました。しかしその平和は砂上の楼閣だったのです」

　東とう和わの母親は死し屍し会かいの活動によって得た金銭で娘を養っていた。

　しかしそれは綱渡りに等しい生活だった。何な故ぜなら死し屍し会かいとは路地裏の組織──一歩間違えれば奈落の底に落ちかねない修羅の道だったからだ。

　そして東とう和わの母親は一歩間違えた。

　ふとした拍子に死し屍し会かい会長の不興を買ってしまったらしい。

「詳細は聞かされていません。しかし母親はそれで会長からケジメをつけるように言われました。まったく裏世界の組織は野蛮で嫌になりますよね──彼女がどうなったのかは今の私でもわかりません。しかしそのケジメのつけ方は会長曰いわく『足りない』だそうで」

　親の負債は子の負債と言わんばかりに静しず奈なが狙われるようになった。

　保護者すらいない子供に抗あらがう力はなかった。

　東とう和わはそのまま死し屍し会かいの連中に拉致・監禁されてしまったという。

「ところで──あなたは異能をご存知ですよね。裏世界の人間がしばしば持っている人じん智ちを超越した超能力のようなモノです」

「まあ。私にも【治癒】の異能がありますからね」

「異能を持っている者は神に愛された怪物です。そしてその怪物どもは神の寵ちよう愛あいをほしいままにして裏世界で大暴れをしている。死し屍し会かいはそういう連中に対抗するために改造人間を作っているのですよ。誰でも怪物に対抗できるような技術を開発する──天才を努力によって撃ち滅ぼそうとしているのです」

「はあ……？」

「つまりですね。死し屍し会かいは人体を改造して裏世界の覇権を握ろうとしているならず者の集団なんです。そして私は彼らのモルモットとして座ざ敷しき牢ろうの中に囚とらわれることになりました。母親が犯した罪を償うために──死し屍し会かいの仕打ちを受け入れることになったのです」

「モルモット……ということは」

「横よこ山やま様──いえ斎さい藤とう様といったほうがわかりやすいでしょうか。あの方と同じように私は普通の人間ではないのですよ」

　斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとは全身に銃やモーターを搭載した化け物だった。

　この少女の身体にも得体の知れない武器が埋め込まれているのだろうか。

「くふふ。優しいのですね久く世ぜ様は。私に同情的な目を向けてくださるなんて」

「そんな目はしていません。驚いていただけです」

「そうですか。確かに驚くべき生活でした。一日に与えられる食事は二回だけ。娯楽も何もない匣はこの中でじっとしている毎日です。そしてときたま技師がやってきて私の身体によくわからないモノを埋め込んでいきました。私は嫌だと言ったのに。あれだけ泣き叫んだのに。やつらは少しも手心を加えなかった。人の心がなかった。自分たちのことだけを考えていた。非力な小娘の腕が千切れようとやつらには関係なかった」

　東とう和わの語調は壊れた機械のようにトーンダウンしていった。

　ブツブツと呪じゆ詛そのような台詞せりふを吐きながら高速でカードを切る。やがてJOKERを一枚摑つかみ取とりながら「でもね」と掠かすれたような音声を漏らす。

「お兄様が私を救ってくださったのです」

「……道みち真ざねのことですか？」

「死し屍し会かいの要人を殺す任務だったのかもしれません。その途中で私を戒める匣はこを壊してくださいました。私はそのときからお兄様をお慕い申し上げていたのです」

　そこで灯あか理りはふと思い出した。

「高たか辻つじさんが言うには……道みち真ざねはあなたと会ったことがあると言っていたそうですが」

「そんなことを仰おつしやっていたのですか!?」

　東とう和わが驚きの声をあげた。その表情はすぐさま恍こう惚こつとしたものに変わっていく。

「嬉うれしいです……あのときの私は空っぽの器にすぎなかったのに……やっぱり覚えていてくださったのですね……」

　まるで想おもい人びとに恋い焦がれる少女のような雰囲気だ。

　しかし彼女の瞳にはどこか歪ゆがんだ色が感じられた。

　裏世界の狂気に染まった人間には独特の〝空気〟がある。

「……東とう和わさんの生い立ちはわかりました。道みち真ざねと面識があることもわかりました。では何な故ぜあなたはこんな無体な事件を起こしたのでしょうか」

「事件ではなく綺き術じゆつですよ」

　ぴんっ！──と彼女の持っていたJOKERに亀裂が入った。

　カードは鋭利な刃物で切断されたかのように真っ二つになってしまう。

　これも手品だろうか。ひらひらと床に落ちる紙切れには目もくれず東とう和わは続ける。

「お兄様によって匣はこから脱出できた私は一時的な自由を手に入れました。しかしそれはほんの一日程度の短い時間だったのです。すぐさま死し屍し会かいの者たちに捕らえられて再び幽閉されてしまいました。この時点ではお兄様とは別れていたので彼を頼ることもできません」

「幽閉されて……どうなったのですか」

「もちろん実験の続きですよ。私は幾度となく痛みを味わいました。泣いても叫んでも助けはなかった。逃走の罰としていっそうのお仕置きも受けました。私の心と身体はぼろぼろに壊れていきました。かくして私は死し屍し会かいの殺し屋〝群ぐん青じよう〟となったのです」

　つまり人体を改造されて殺人兵器になったということなのか。

　あまりにも突飛すぎて灯あか理りには理解が及ばない。

「死し屍し会かいの若手ツートップは私と斎さい藤とう様でした。彼が下部組織〝クラスタ〟に左遷されてからは私の独壇場です。会長に命令されるままどんな敵でも惨むごたらしく消してきました。たとえそれが意に沿わぬ殺しであっても──くふふ。私は裏世界の組織によって人生を捻ねじ曲まげられた哀れな子供なのです」

「でも今回は違いますよね。あなたはおそらく自分の意志で動いている……」

「その通り。これは自由への大いなる一歩です」

　東とう和わはにこりと笑う。

「今回の命令は【治癒】の異能を略奪することでした。死し屍し会かいは久く世ぜ財閥への報復を考えているのです。久く世ぜ灯あか理りを殺すのではなく掠りよう略りやくしようとしていたのですね。あなたの異能には値千金の──いえお金には代えられない価値がありますから」

　灯あか理りには東とう和わの計画になんとなく察しがついた。

　ある意味で死し屍し会かいにとっても最大標的の身柄は大切なのだ。

「あなたが殺されてしまったら死し屍し会かいの面メン子ツは丸潰れです。さらに【治癒】の異能による利益も見込めなくなる。ゆえに会長は私の脅迫に従うしかありません。つまり私は死し屍し会かいに復ふく讐しゆうするために久く世ぜ様を人質にしたのです」

「親衛隊を殺したのも怨えん恨こんが理由なのですか」

「はい」

　東とう和わの表情が消える。

「彼らは東とう和わ静しず奈なを殺人のための人形だと思い込んでいましたから。光みつ春はる創そうなんていい例ですよ。彼が何をしたか知っています？　あの男は私のことを──」

　その瞬間。

　灯あか理りには東とう和わの身体が忽こつ然ぜんと消えたように見えた。まるで手品みたいに。

　しかしコンマ一秒後に響いた轟ごう音おんによって思考が弾はじけ飛とんだ。

　東とう和わが壁に叩たたきつけられてぐったりしていた。

「え……？」
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『なぁ────にやっとるんだ久く世ぜ義よし直なおは!?　いきなり狙撃なんて馬鹿なのか!?』

　インカムから高たか辻つじの怒鳴り声が響いてくる。

　相あい原はらは大玉転がしが行われているグラウンドを強引に横切りながら時計塔へ急いでいた。

　実行委員の三み田たが「相あい原はらくんどうしたの!?」と叫んでくるが構っている暇はない。いまは体育祭よりも灯あか理りの身の安全が大事なのだ。

「狙撃？　どういうことだ？」

『ＫＳＰの連中が時計塔から一キロ先のビルで狙撃を行ったらしい。前回やられたときと状況は同じだ。弾丸は東とう和わ殿に命中したようだが──下手をすれば犯人を刺激するだけだというのに！』

「東とう和わさんは無事なのか？」

『双眼鏡で確認しているが位置的に東とう和わ殿の姿が見えん』

「君はどこにいるんだ」

『グラウンドだ。双眼鏡で確認しているのは私じゃなくて部下のメグちゃん。事務所が所有するヘリコプターに乗っている』

　確かにそれっぽいものが空を飛んでいた。

　俺も乗ってみたいなと相あい原はらは思う。

『ＫＳＰから狙撃に関する説明はない。でも灯あか理り殿は無事のようだ』

「ならば問題はないな」

『……おい月つき影かげ。言っておくが東とう和わ殿に変な情を働かせるんじゃないぞ。やつは何人も殺してきた正真正銘の犯罪者なんだ。抵抗するようなら容赦なく無力化してやれ』

　無差別な愛情を振りまけば本末転倒に陥る場合がある。

　相あい原はらが最優先するべきなのは久く世ぜ灯あか理りの命だ。それを違えるつもりはない。

「死し屍し会かいの動きはどうなっている」

『今のところ動きはないな。ないからこそ東とう和わ殿の凶行がエスカレートする危険性がある』

「ならばエスカレートする前に片付ければいい」

『頼んだぞ。いやまあ暗殺者なんて頼りたくないんだがな。ウチは前衛の人材が不足しているんだよ──む』

　高たか辻つじが何かに気づいたように息を吞のむ。

　そうして震える声で言った。

『東とう和わ殿は生きているらしい。無傷だ』
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　驚きのあまり表情筋に痙けい攣れんが走る。何が起きたのか──答えは明白だった。

　開け放たれた窓。その遥はるか遠くにそびえるビル群。

　彼女は以前にもこの場所で狙撃を受けているのだ。

「く──ふふ」

　しかし東とう和わは死んでいなかった。

　撃たれたと思おぼしき側頭部を左手で押さえながら立ち上がる。

「あの男は私のことを玩おも具ちやだと認識していたのです。Ｓファイルがないのをいいことに虐待を働きました。殴る蹴るなんてまだいいほう。手錠をかけられたり鞭むちで打ちよう擲ちやくされたり」

「あ……あの」

「手に硫酸をかけたり電源を抜いたりメモリを抜き取ったり──いちばんひどいのは人体切断マジックです。マジックだと言い張って好き放題に切断するんです！　私が普通の人間じゃないからって！　自分の玩おも具ちやだと思って楽しんでいた！」

「あのっ！　東とう和わさん……いま撃たれましたよね……？」

「あれ？　あれ？　ああ──」

　東とう和わはいま気づいたと言わんばかりに首を傾かしげた。

　彼女の皮膚から血は流れていない。

　わずかな凹へこみもまたたく間に回復してしまう。

「私に物理攻撃は通用しませんよ。そういう仕組みになっています」

　ふらふらとテーブルに戻ってくる。何事もなかったかのように椅子に腰かける。

「私は死し屍し会かいを抜けたい。でも私には頸くび木きがつけられているのです。それを破壊するための秘密道具が〝Ｓファイル〟。久く世ぜ様を人質にして死し屍し会かいに要求しているブツです」

「えっと……いつ要求しているんですか……？」

「胸に通信機能が搭載されていますので。ちなみに高たか辻つじ様のスマホにもＢＣＣメールとして送っていますよ。護衛チームが狙いではないことを知っていただきたかったのです」

　東とう和わは「それにしても」と笑みを深める。

「本当に久く世ぜ様は愛されていらっしゃいますね。高たか辻つじ様から『大人しく投降しろ』というメールがひっきりなしに届いております。いいえ高たか辻つじ様だけではありません。あなたは周りの人に本当に恵まれているみたい」

「そうかもしれませんね。護衛チームは優秀ですから」

「自分の護衛を信頼できるなんて羨ましいです。親衛隊には私を監視して苛いじめる悪魔しかいなかったのに。あなたはとても恵まれていて……しかもそれを当然のことと思っている。なんて幸福な方なのでしょうか」

　灯あか理りは少しわだかまりを覚えてしまった。

　東とう和わが壮絶な人生を送ってきたことは理解できた。しかし人には人それぞれの懊おう悩のうがあるのだ。自分の苦しみと他人の苦しみを比べて羨せん望ぼうや劣等感を抱くのは本当に愚かだった。

「あなたにお兄様は分不相応ですよ。死し屍し会かいを抜けた後は私がお兄様を奪ってあげます」

「そうですか。上う手まくいくといいですね」

　彼女の端正な眉がぴくりと動いた。

　灯あか理りのニヒルな言い方が癇かんに障さわったらしかった。

　ぴん！　と糸を張るような音が聞こえた。

「え？」

　思わず吐息を漏らしてしまった。

　テーブルの上に紅色の滴が垂れていた。

　気づけば首筋の皮膚が裂けて出血している。指で触れてみるとぬるりとした血の感触──続いて鋭い痛み。灯あか理りは何が起きたのかもわからず歯を食いしばって項うな垂だれる。

　その胸倉を東とう和わが強引につかんだ。

　殺意に溺れた青色の瞳孔がこちらを睨にらむ。

「死し屍し会かいから連絡がない。やつらは私が冗談でやっていると思っているんだ。親衛隊もたくさん殺したのに。絶縁のメールだって送ったのに」

「い……痛い……」

「異能の強弱は精神状態や体調によって左右されるそうです。あなたを凌りよう辱じよくすれば【治癒】が失われるかもしれないというリスクを会長に想起させることができますね。まずは私がされたのと同じように左腕を千切ってしまいましょうか？　それとも右腕がいいですか？」

「っ……」

　東とう和わのトランプが左手に添えられた。

　よく見れば紙ではない。金属でできたトランプ型の刃物である。東とう和わは少しも躊ちゆう躇ちよすることなく灯あか理りの手を切断しようとして──次の瞬間だった。

　校舎のほうで爆発音が聞こえた。

　時計塔がぐらぐら揺れる。

　グラウンドのほうから大勢の悲鳴が聞こえてくる。

「な……なんですか!?」

　東とう和わが目を丸くして振り返った。

　窓の外。眼下に広がるのは建物の残骸が炎に包まれている光景だった。

　近いうちに取り壊しが決まっていた古い部室棟だ。いったい何が起きたのだろう？──灯あか理りが呆ぼう然ぜんとしていると東とう和わが「はぁっ!?」と甲高い悲鳴をあげた。

「なんで……なんでそんなこと……」

「どうかしましたか……？」

「信じられないッ！　死し屍し会かいが……死し屍し会かいが逆に脅迫をしてきたんですッ！」

　わけがわからなかった。東とう和わは目を血走らせながら自分の胸に手を当てていた。そこに通信器具が埋め込まれているのだろう。

「最大標的を解放しなければ順々に校舎を爆発していくそうです……十分ごとに一棟!?　いつそんな爆弾を仕掛けたのですか……!?」

　灯あか理りは愕がく然ぜんとしてしまった。

　これでは克こく礼れい館かん学院の生徒にも被害が及ぶ。体育祭どころの騒ぎではない。また自分が誘拐されたことで大勢の命が失われていくのか──自己嫌けん悪おで死にたくなってしまった。

　しかし灯あか理りはかぶりを振って否定した。

　自分にはまだ道が残されているのだ。

「──つまり。私がここから脱出すれば皆さんは助かるということですね」

「させませんッ!!」

　東とう和わが必死になって叫んだ。

「死し屍し会かいの脅迫に屈服するわけにはいきません。やつらだって時計塔を爆破することはできないはずです。あなたが死んでしまっては元も子もないですから──だから！　私は！　ここで立てこもりを続けますっ！」

「そんなことをしたら学院の人間がたくさん死にますよ」

「知ったことではないっ！　私は──私が助かるためなら何でもやってやる！」

　灯あか理りは嘆息してしまった。

　この少女の思想には共感することができない。

「……私が逃げられないと思っているのですか？」

「逃げられるはずがありませんっ！　出入口ならふさいであります！　それにここは地上五十メートル！　飛び下りて助かる道理などありませんっ！」

「べつに助かる必要はないのです」

　おもむろに立ち上がる。虚を衝つかれて硬直する東とう和わを無視して窓辺へ近寄る。

　初夏の優しい風が月色の髪を揺らす。地上は爆発事故によって大騒ぎの天てん手て古こ舞まいになっているらしい。

　灯あか理りは苦笑しながら椅子を引き寄せる。

　それを踏み台にしてゆっくり窓枠に腰をおろした。

「自殺をしましょう」

「！」

　東とう和わが目を丸くした。

　しかしその口元がすぐに嘲笑の形を作る。

「久く世ぜ様は冗談がお上手ですね。あなたが死にたがりを装よそおっていることは十分に承知しております。お兄様からは〝自殺芸〟と呼ばれているそうですね──しかしその本心は簡単にわかりますよ。あなたは一度だって本気で死のうとしたことがない」

「ありますよ。あなたが知らないだけで」

　灯あか理りの余裕な態度に触発されたらしい。東とう和わは眦まなじりを吊つり上あげて「だったら！」と叫んだ。

「だったら死ねばいいじゃないですか！　ええわかっていますよ。あなたは自ら進んで死ぬ勇気がない。死ぬのが怖いんだ。常に護衛を侍はべらせていなければ落ち着かない臆病者！」

　灯あか理りは上う手まくバランスを取りながら窓の桟に立つ。

　ふとした拍子に落ちてしまいそうだ。

「は──はやく戻ってきてください！　そんなことをしたら本当に落ちますよ!?」

　東とう和わは手出しをしてこない。

　灯あか理りがあまりにも不安定な体勢なので変に刺激を加えることもできないのだろう。

　臆病者はどちらなのでしょうね？──内心で笑いながら青色少女の瞳を見下ろす。

「あなたは表の世界の方々を危険にさらしました。そんな人に利用されるのは不本意です。なので脱出するために飛び降りたいと思います」

「やめてください！　あなたが死んだら私の計画は丸潰れなんですっ！」

「東とう和わさんの仰おつしやる通り私は恵まれているのでしょうね。死を目前にして心が晴れやかなのですから。さてそろそろ死にましょうか」

「だからやめろって言ってるでしょうがッ！　人はそんなに簡単に死ぬべきではない！　自分の命は粗末にしていいものじゃない！　小学生ですら理解できる一般倫理ですよ!?　死んだらすべてが台無しになるんですッ！　だから今すぐ私のもとに──」

「いいえ。さようなら」

　灯あか理りは笑って言った。

　東とう和わが凍りついたように固まった。

　こいつは本気なのだ──そう思われたに違いなかった。

　どう思われようと関係なかった。この卑劣な手品師の思惑通りに事が進めば克こく礼れい館かん学院は大変なことになる。多くの人が死ぬ。

　だから自分がここで飛び降りるしかないのだ。

　全身の筋肉から力を抜く。窓の桟さんから足が外れる。

　灯あか理りの身体は虚こ空くうに向かってゆっくりと倒れていく。

「やめろぉ──────────────────────────────────ッ!!」

　東とう和わが必死の形相で突進してきた。

　しかし椅子に足をとられて床に転倒してしまう。

　彼女の青色の瞳が絶望に染まっていく。

　それでいい。あなたのやり方は間違っているのだから。

　灯あか理りはそのまま地に向かって落下して──いかなかった。

「──また飛び降りか」

　誰かに肩を支えられていた。

「君は勇気があるな」

　気づけば灯あか理りの護衛が──暗殺者〝月つき影かげ〟が時計塔最上階の窓枠に足をかけていた。まったく呆あきれたことだ。この男は塔を外側からのぼって駆けつけてくれたのだ。

　しかし驚きはしなかった。

　彼ならこれくらいのことは平気でやってのけると知っていたから。

「自殺はほどほどにしてくれ。俺だっていつでも助けられるわけじゃない」

「これは自殺ではありませんよ」

　灯あか理りは彼の手を取りながら微笑する。

「私は自分の護衛のことを信頼していますから」

　相あい原はらは不意打ちを食らったように束つかの間ま動きを止めた。

　すぐに笑顔が弾はじけた。

「──そうか！　では信頼に応えなければならないな！」

　いきなり身体を抱きかかえられて変な声が出てしまった。そうしてポケットから何かを取り出して投げつける。我に返ったらしい東とう和わが「お兄様……！」と悲痛な声をあげた。

「どうして！　どうしてここに！　どうして久く世ぜ灯あか理りなんかの護衛をしているのですか！　そんな手のかかる爆弾みたいな女の護衛を──」

「灯あか理りのかわりはいないからだ」

　フラッシュバンが閃せん光こうを解き放った。

　続いて強烈な浮遊感が全身を襲う。相あい原はらが灯あか理りを抱えたまま窓から飛び降りたのだ。

　怖おじ気けが背筋を駆け抜けていった。金色の髪が向かい風を受けて暴れまわる。灯あか理りは彼にしがみつきながら抗議をした。

「あのっ……！　みち……道みち真ざねっ……！　ここ五十メートル……！」

「問題ない！　下にはマットを敷いておいた！」

　そういう問題ではない。

　こちとらジェットコースターで失神しかけた過去があるのだ。

　しかし文句を言ってもしょうがなかった。それに心の内では暗殺者・月つき影かげに対する信頼があった。灯あか理りは彼の胸に顔を埋めたまま地上へと落下していった。

[image: ]
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　東とう和わ静しず奈なは唇を青くして時計塔の外を見下ろしていた。

　相あい原はら道みち真ざねと久く世ぜ灯あか理りはバンジージャンプさながらの手法で静しず奈なの密室を脱出してしまった。地上付近では護衛チームの探偵やら占い師やらが彼らのもとに集まっていた。久く世ぜ家けお抱えの秘密警察〝ＫＳＰ〟の姿もある。ここから攻撃しても意味はないだろう。

　そう──東とう和わ静しず奈なの企たくらみはすべて水泡に帰したのである。

　自由を獲得するための戦いだった。

　自分が普通の世界に戻るためには観客をあっと驚かせる手品が必要だった。

　でも久く世ぜ灯あか理りのせいで何もかもが終わってしまった。

　あの最大標的の胆力を舐なめていた自分の責任だ。こんな失敗をしたのは初めてだった。これまで積み上げてきたモノが一瞬にして崩れていくような喪失感──

　──灯あか理りのかわりはいないからだ。

　そして何より月つき影かげの言葉がジワジワと効いていた。

　まるで静しず奈なにはかわりがいるかのような言い草だった。

　そうなのだ。あの暗殺者は最大標的のことしか考えていない。

　東とう和わ静しず奈なじゃなくて。久く世ぜ灯あか理りのことしか考えていない。

「……うぐ。うぅ…………」

　静しず奈なにとって相あい原はら道みち真ざねは闇の中に輝く月そのものだった。

　死し屍し会かいを抜けたい。そして月つき影かげと一緒にいたい。この二つの願いは切っても切り離せない表裏一体であり──そしてどちらも粉々に破壊されてしまった。

　あの人のために努力をしてきたのに。好かれるように振る舞ってきたのに。

「全部おしまいか。くふふ……」

　不意に胸が震えた。感情が昂たかぶったわけではない──物理的な微細振動を感知したのである。

　縦じゆう隔かくに埋め込まれた通信端末に一通のメールが届いていた。

　差出人は不明。暗号化されているため特定は容易ではない。静しず奈なは脳内のターミナルを叩たたいて恐る恐るメールを開いてみた。そこにはこんな一文が記されていた。

〈今から行く〉

　心臓がどきりとした。

　静しず奈なのアドレスを知っている人間は限られている。

　そしてこんな一文を寄越してくる相手など一つしか思い浮かばなかった。

　死し屍し会かい。やつらが静しず奈なを処分しに来るのだ。

「こんなところで……死んでたまるか……！」

　逃走経路は確保してある。学院近くの河原に車が用意してあった。だがそれは立てこもり事件が成功することを想定したものだ。Ｓファイルもないのに車を走らせても意味はない。

　でも逃げるしかなかった。ここにいたら殺されてしまうから。

「お兄様……」

　祈りながら脇腹に備え付けられた扉を開く。

　小物を収納できるスペースがあるのだ。その中からハンカチを取り出して握りしめる。本物が手に入らなかったので彼の私物からミチザニウムを摂取するしかない。

　なんてミジメなのだろう。

　しかし少しだけ心は落ち着いた。

　静しず奈なは目を閉じて遠隔操作プログラムに意識を集中する。

　時計塔に設置された監視カメラの映像が脳内に再生されていた。

　立てこもりを開始したときから侵入者がいないことはわかっている。しかし時計塔の外はＫＳＰの連中に包囲されているらしかった。一番警備が薄いのは──裏手。ここを突破するしかあるまい。

　心臓が早鐘を打つのを感じながら走り出す。

　ひとまず時計塔から出よう。裏口から出れば護衛チームと鉢合わせすることもない。いや囲まれていたらどうしよう──そんなふうに焦あせりながら階段へ突き進んでいたとき。

　誰かが下の階からのぼってきた。

「なんで……」

　静しず奈なは絶望のあまり立ち尽くしてしまった。

　監視カメラには映っていなかった。

　いや。おそらくカメラの死角を潜ってきたのだろう──

「──群ぐん青じよう。お前が犯人だったんだな」

　トラウマを刺激する声。

　嵯さ峨が崎さきが笑いながら近づいてくる。

　その出いで立たちは体育教師そのものだった。しかし静しず奈なは知っている──この男は東とう和わグループの重鎮にして死し屍し会かいの幹部。これまで静しず奈なを散々に苛いじめ抜ぬいてきた悪人なのだ。

「てっきり他の組織が俺たちを狙っているのかと思ってた。光みつ春はるや他のやつらも牧まき田た神社あたりの仕事屋に殺されたのかと思っていたんだ。でも違ったらしい。死し屍し会かいの一員であるはずのお前がコソコソと殺して回っていたんだ」

「なんで……なんで生きてるんだ!?」

「俺たち仲間だろ？　マジでふざけてるよなぁ──群ぐん青じようのメンテナンスをしてやってるのは俺なのに。なんでこんなことするんだ？　なんで俺の顔に泥を塗るようなことするんだ？」

「なんで生きているのかと聞いているっ!!」

　拳。

　我を忘れて避けることもできなかった。

　鼻はなっ面つらに痛烈な一撃がめり込む。静しず奈なの身体は容易たやすく背後に吹っ飛ばされてしまった。床の上をごろごろ転がりながら辛かろうじて受け身を取る。

　金属細胞のおかげで痛みはなかった。しかし衝撃のあまり思考が定まらない。

　この男だけには注意しなければならなかった。静しず奈なが体育倉庫に仕掛けた爆薬は親衛隊全員を殺すためのものではない。あくまで嵯さ峨が崎さきひとりを仕留めるためのものだった。

　しかし嵯さ峨が崎さきは会の幹部として長年の抗争を生き抜いてきた最強の改造人間。

　体育倉庫ごと爆破したくらいで殺した気になるのは浅はかだったらしい──しかし彼は「馬鹿だなぁ」とおどけたように笑うのだった。

「やっぱり俺を殺すつもりだったのか。他のやつらはついでだったと。──でも失敗したみたいだぜ？　俺どころか他の連中だってろくに殺せていないんだ。まあ何人か死んじまったのは痛手だがなあ」

　階段から足音が聞こえた。

　静しず奈なのセンサーが警鐘を鳴らしている。

　殺したはずの親衛隊メンバーが笑いながら近づいてくる。

　数はちょうど十人。静しず奈なの人体爆散マジックを生き延びた連中だった。

「嵯さ峨が崎さきさん。こいつ殺しちゃっていいんすか？」「よくも舐なめた真ま似ねしてくれたな」「死し屍し会かいを裏切るなんて馬鹿なことを」──誰も彼もが殺意を隠そうともしない。静しず奈なのことを殺すべき敵だと認識していた。

　東とう和わ静しず奈な親衛隊──その正体は死し屍し会かいから派遣された〝群ぐん青じようの監視役〟なのだ。

　嵯さ峨が崎さきが「そうだな！」と笑って言った。

「会長の命令は『群ぐん青じようをリーダーとして最大標的を誘拐すること』──でもこれじゃあ任務は台無しだ。こいつが馬鹿なことを考えたのが悪い。落とし前をつけてもらわねえとな」

　静しず奈なは一目散に走り出した。

　嵯さ峨が崎さきとは反対方向へ──つまり逃げるために。

　予あらかじめ組んでおいたスクリプトを高速で叩たたく。天井から無数の防護シャッターが下りてきて壮絶な音を立てた。シャッターの向こうに彼らの姿が消えるのを目視。監視カメラを覗のぞいてみると彼らは困り果てたように立ち往生していた。

　セキュリティシステムは完全に掌握してあるのだ。

　時計塔は言うなれば東とう和わ静しず奈なの城である。

　これならば逃走も夢ではない──そんなふうに安あん堵どしかけた刹那。

「小こ賢ざかしい真ま似ねしやがって。くたばりやがれ」

　爆音が轟とどろいた。

　べこんべこんに破壊されたシャッターが音速で吹っ飛んでいく。

　爆風に身み悶もだえしながら静しず奈なは背後を振り返った。

　拳をこちらに突き出した嵯さ峨が崎さきがニヤリと気味の悪い笑みを浮かべている。

　ぞっとした。やつは特別な油圧シリンダを全身に仕込まれた兵器だ。

　対人間用の警備システムでは歯が立たないならしい。

「くそ……」

　舌打ちをして踵きびすを返す。無数のシャッターを下ろしながら死に物狂いで駆け抜ける。しかし嵯さ峨が崎さきは障しよ子うじでも破るような調子で容易たやすく隔壁を破壊していった。

「逃げるんじゃねえよ。ケジメをつけろケジメを」

　そうして静しず奈なは追い詰められてしまった。

　防護シャッターはもうない。だがここには仕掛けておいた罠わながあるのだ。

「死ね！」

　スプリンクラーを作動させる。

　突如として噴き出した水に驚いた嵯さ峨が崎さきたちが一瞬だけ動きを止めた。

　好機。この瞬間を逃すわけにはいかない。

　そのまま静しず奈なは必殺のワイヤートラップを作動させようとして──しかし指を動かす前に全身からガクンと力が抜けてしまう。なすすべもなく床の上に倒れ伏してしまう。

　頭の中にノイズが走る。体内の電子機能が軒並みダウンしている。

　言葉をしゃべろうにも「ふにゅう」という腑ふ抜ぬけた音声にしかならない。

　静しず奈なは床を這はいつくばりながら嵯さ峨が崎さきを見上げた。

　彼の手にはリモコンが握られていた。

　あれだ。あれのせいで静しず奈なに自由はないのだ。

　嵯さ峨が崎さきはこうやって何度も静しず奈なを虐しいたげてきた。

　ＥＭＰ──電磁パルス爆弾を小型化したものが静しず奈なの体内に埋め込まれている。これこそが死し屍し会かいの用意した頸くび木きだった。身体の機能の大部分を電子機器に改造されてしまった静しず奈なにとってはスイッチ一つが命取りだった。

　静しず奈なはこの頸くび木きを破壊するために事件を起こした。

　爆弾を解除するためのパスワード──それがＳシズナファイル。

　結局手に入れることはできなかったけれど。

「にゅ。ふぅ……」

「こいつ涎よだれ垂らしてるぜ。きたねえ」

「嵯さ峨が崎さきさん。どうしますか？　持って帰ります？」

　体育教師は笑みを湛たたえて近づいてくる。

　その姿が罪人を咎とがめる獄卒のように思えてならなかった。

「──動作不良を起こしたら処分してもいいと言われている。これ以上余計なことを考えられないようにバラしちまおうか」
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　度どし難がたい話だった。

　学院側は旧部室棟の炎上騒ぎをまたしても〝自然発火〟で片付けたらしい。いちおう周辺には立入禁止の措置が施されている──しかし体育祭はプログラム通り続行していた。

　死し屍し会かいによる次の爆弾が準備されているかもしれない状況で。

「死ぬかと思いました……」

　げんなりした様子の灯あか理りが花壇のレンガに座っている。

　時計塔から少し離れた場所。彼女の周囲には護衛チームの面々が集まっていた。

「あんな高所から飛び降りるなんて常軌を逸しています。道みち真ざねには恐怖を感じる遺伝子がないのですか？」

「灯あか理りだって飛び降りようとしたじゃないか」

「そうですけど。それは少し事情が違って……」

　灯あか理りは相あい原はらの顔を見つめたまま口籠ってしまった。

　しばらく待っても言葉が続かない。やがて彼女は「いえべつに」と目を逸そらす。

「助かったのでよしとします。ありがとうございました」

「おい月つき影かげ。いちゃついている場合ではないぞ」

　高たか辻つじが神妙な顔でやってきた。灯あか理りが「いちゃついてません」と冷静に指摘してくるのを無視してハンチング帽を脱いだ。

「東とう和わ殿がまだ上にいる。確保されるまでは気を抜くな」

「東とう和わさんは誰が捕まえるんだ？」

「ＫＳＰがやってくれるそうだよ。いま久く世ぜ殿と相談して作戦を決めているらしい」

　時計塔の周りには武装した久く世ぜ家けの秘密警察がたむろしている。

　東とう和わは確かに凄すご腕うでの殺し屋だ。しかしあれだけの戦力相手に無双できるほどではない。彼女がお縄にかかるのは時間の問題と思われた。

「突入までどれくらい時間がかかる？」

「さあ。ＫＳＰは爆弾の処理にも走っているからな。情報収集のことも考慮すると──あと十分くらいか？」

　東とう和わは灯あか理りを人質にして死し屍し会かいを脅迫した。

　しかし死し屍し会かいは克こく礼れい館かん学院を人質にして逆に東とう和わを脅迫し返した。

　灯あか理りの話では「十分に一棟ずつ爆破していく」だそうだが──最初の部室棟が破壊されてから十五分ほど経っても他の建物が木こつ端ぱ微み塵じんになる様子はない。

　人質事件が解決してしまったからだろうか。

「やっと終わりかあ。案外拍子抜けだったね」

　詐欺師の乙おと坂さかが「う～ん」と伸びをしながら言う。

　確かに拍子抜けだ。東とう和わの企たくらみは灯あか理りの自殺癖によって打ち砕かれてしまった。これ以上は護衛チームの出る幕ではないのかもしれない。

「まぁとにかく我々護衛チームのやることは灯あか理り殿の護衛だ。あとのことは任せて体育祭の見物でもしようじゃないか──おお！　そういえば詐欺師はリレーに出るんだっけ？　もうすぐ始まるんじゃないか？」

「出るわけないでしょ？　三み田たに押し付けられただけなんだから」

「でも乙おと坂さかさんが出ないとＡ組は負けちゃうと思いますが……」

「金銭の絡からまない勝負なんてどうでもいいよ。東とう和わが天てん蓋がいホテルに収容されちゃえば負けても相あい原はらが護衛チームを抜ける必要はないしね」

「何を言ってるんだ詐欺師！　せっかくの体育祭なんだから出場しなきゃもったいないだろうが！──ほら胡こ鈴すず。応援団の一員としてキミも何か言ってやれ」

「え？　あ……頑張ってくださいっ！　みんな乙おと坂さかさんが走るのを楽しみにしてますよ！」

「心がこもってないぞ胡こ鈴すず」

「心はどうでもいいから金を寄越せ」

「ひどくないですか？」

　場には弛し緩かんした空気が漂っていた。

　これにて一件落着なのだろう。あとは体育祭を楽しめばいいだけ。

　しかし灯あか理りが不安そうに「道みち真ざね」と見上げてきた。

「東とう和わさんは大丈夫なのでしょうか」

「君は東とう和わさんのことが心配なのか？」

「はい。だってあの人は……」

　相あい原はらはすでに灯あか理りから東とう和わの背景を聞いていた。

　確かに凄せい絶ぜつな人生だ。彼女の思考回路が一般人のそれから乖かい離りしてしまうのも頷うなずける。

　だが路地裏にはその程度の悲劇はいくらでも転がっているのだ。相あい原はらは同じような境遇の人間が失意のうちに死んでいくのを何度も見てきた。

「優しいんだな。普通は自分を攫さらった人間のことなんて気にかけない」

　灯あか理りの首筋にはガーゼがあてられている。

　攫さらったどころか東とう和わは彼女を傷つけたのだ。

「……そうですね。でも東とう和わさんが必死だったので」

「俺たちの役目はもう終わりだ」

　灯あか理りは釈然としない態度で「はい」と呟つぶやいた。

　相あい原はらは時計塔を見上げる。ＫＳＰが突入すれば東とう和わに未来はない。

　いや──

　そこでふと気づく。

　時計塔の窓。東とう和わでない誰かが横切った。

　あれは東とう和わが殺したはずの親衛隊メンバーに違いない。

　耳をすませば怒号や笑い声まで聞こえてくる。

「──高たか辻つじさんの言っていた通りだな」

　まったくもって路地裏の組織はろくでもないなと相あい原はらは呆あきれる。
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　自分のために生きてきた。

　自分が助かるためだけに生きてきた。

　自分の命のためなら他の誰かを犠牲にしてもいいと思っていた。

　だが──それは許されざる思考だったのかもしれない。今まで他人を蔑ないがしろにしてきたツケがこんな形で回ってきたのだ。

　相あい原はら道みち真ざねと再会してから日々が少しだけ明るくなった。

　でもそれは大きな勘違いだった。

　自分は未いまだに匣はこから出られていない。東とう和わ静しず奈なと相あい原はら道みち真ざねの間には分厚いガラスが立ちはだかっている。囚人と面会人のようなものだったのだ。

「くたばれ。ポンコツ」

　死し屍し会かいのやつらが何度も身体を蹴りつけてくる。鬱憤を晴らすように何度も何度も蹴りつけてくる。静しず奈なは頭を抱えて這はいつくばることしかできなかった。ＥＭＰのせいで上う手まく力を入れることができない。身体を機械に改造されてしまっているから。

　モップで頭をぶん殴られた。

　しかし痛みは感じない。金属皮膚はスナイパーの弾丸すら無効化してしまうのだ。

　こんな仕打ちに慣れるのは不幸なことに決まっているのに──しかし今だけは機械の身体がありがたかった。

「嵯さ峨が崎さきさん。こいつ俺たちのこと舐なめてますよ」

「そりゃそうだよ。そいつは死し屍し会かいナンバー２の改造人間だ。普通に殴ったって折せつ檻かんにはなりゃしねえ──だからこうしてやるのさ」

　嵯さ峨が崎さきがリモコンを取り出す。静しず奈なは身の毛が弥よ立だつのを感じる。

　あれは──あのリモコンは──これまで幾度となく静しず奈なを苦しめてきた最悪のアイテム。

　視界に入れるだけで条件反射的に全身が震えてしまう魔のリモコン。

「──ほらよ。ペインセンサの感度を最大にしておいた。ぶっ壊す前に死し屍し会かいを裏切ったことを後悔させてやれ」

　静しず奈なは床を這はって逃げ出した。

　ようするに外部から静しず奈なの身体を操作して疑似的な痛覚を付与したのである。こんな状態で殴られたら痛い。痛いのはいやだ。いつでも彼らは痛みで〝道具〟を支配しようとする。

「逃げるんじゃねえよ」

　声にもならない悲鳴が漏れ出た。男の蹴りが静しず奈なのお腹なかに命中していた。ひとたまりもなくその場にひっくり返ってしまう。彼らは下卑た笑いをあげながら静しず奈なを苛さいなんだ。

　蹴る。蹴る。

　モップでぶっ叩たたく。

　再び蹴る。蹴る。椅子を叩たたきつける。

　攻撃されるたびに仮想の痛覚が静しず奈なの交感神経を刺激する。

　あまりの苦痛に涙が出てきた。こんなことを続けていたら死んでしまうと思った。

　痛覚とは人間に危険を知らせるための機能である。しかし死し屍し会かいが用意したそれは静しず奈なを苦しめるためだけのものだった。こんな背徳が許されてなるものか。

「や。やめ。やめ……やめりぇ」

　呂ろ律れつが上う手まく回らない。電磁パルスは静しず奈なの脳まで蝕むしばんでいた。

　思い出す──いつだって静しず奈なはこういう苦痛に苛さいなまれてきた。

　親衛隊とは今回の任務で仮に結成された組織。それ以前は静しず奈なを監視・調教するための専門部隊だったのだ。彼らは幾度となく静しず奈なの自由を奪ってひどい暴力を働いた。

　それはときに自らの欲望を満たすためだけの行為となって現れる。

　静しず奈なは忘れない。自分にひどいことをした人間の名を忘れない。

　富とみ川かわ政まさ次つぐ。田た淵ぶち由ゆ依い。等と々ど力ろき天たかし。守もり屋や敦あつ之ゆき。五十嵐いがらし茜あかね。光みつ春はる創そう。伊い賀が紘こう一いち。佐さ波なみ恭きよう一いち楼ろう。倉くら敷しき肇はじめ。倉くら敷しき夕ゆう一いち。東とう和わ譲じよ治うじ。東とう和わ忠ただ臣おみ。東とう和わ剛ごう。設楽したら礼れい介すけ。嵯さ峨が崎さき瑞ずい鶴かく──人数はすべて合わせれば三十人以上。しっかりと静しず奈なのメモリに刻まれている。

　しかしその七割以上がのうのうと生きていた。

　世界は平等ではない。自分は神に見捨てられた可か哀わい想そうな人間。

　反逆したところで失敗するのは必然だったのだ──

「っ」

　電気が弾はじける。

　土ど壇たん場ばで神が微ほほ笑えんだか。システムが一部復旧していた。

　静しず奈なは一瞬の隙を突いて床を蹴る。

「おわっ」──驚いたような声をあげる男を無視してエレベーターにダッシュ。

　しかしそれで力尽きた。静しず奈なは滑り込むようにして扉の前に倒れてしまう。

　必死で手を伸ばす。しかしボタンに手が届かない。バリアフリーが行き届いていない。

「はははは！　最さい後ごっ屁ぺってやつか！」

「嵯さ峨が崎さきさん。もう一回あれを爆破しちゃってくださいよ」

「それじゃあつまらんだろ！　もう少し泳がせてやる」

「でも悠長にやってていいんすか？　久く世ぜ財閥のやつらが来るんじゃ？」

「来ねえよ。やつらには『動けば校舎の爆破を再開する』って連絡してあるんだ。それに迎えのヘリが来るまでどうせヒマだろ」

　エレベーターは諦めるしかなかった。

　静しず奈なは這はいつくばりながら下り階段を目指した。やつらは面白い見世物でも見るかのように笑っている。なんて悪趣味なやつらだ──静しず奈なは涙をこぼしながら一段目に手をつく。

　いきなり踏み外した。

　バランスを失った体たい軀くが階段を転げ落ちていく。

　そのたびに全身をしたたかに打って激痛がほとばしった。

　静しず奈なは歯を食いしばりながら体勢を立て直す。

　一つ下の階の床には「８Ｆ」と書かれていた。

　こんなことをあと七度も繰り返さなければならないのかと思うと気が遠くなる。

　いや──それ以前に逃げ切れるのか？　時計塔から出ることができるのか？

　やるしかない。自分に残された道は命を賭とした逃走だけなのだから──

　銃声が鳴り響いた。

　右脚に衝撃。銃で撃たれたのだと気づいた瞬間すさまじい激痛が弾はじけた。

　静しず奈なは声にならない絶叫を漏らして床の上をのたうち回る。

「当たった！　当たったぞ！」

　猿みたいな奇声をあげながら男たちが下りてきた。

　心が挫くじけそうになる。だがここで諦めればそのまま殺される。

　静しず奈なは懐ふところに隠してあった金属製のトランプを取り出した。震える手つきで敵に向かって投げつける──しかし普段のようにコントロールはできなかった。彼らは口笛を吹きながら静しず奈なの渾こん身しんの抵抗を叩たたき落おとしてしまう。

「まだ抵抗する気なのかよ」

「そろそろ壊します？」

　連中の足音が耳じ朶だを打つ。

　未いまだにシステムの再起動が完了しない。立ち上がろうとしても力が入らない。まるで鉛のように鈍い全身──そのくせ感覚だけは人一倍に鋭敏だった。痛み。恐怖。嫌けん悪お感かん。疑似触覚によって増幅された負の信号が静しず奈なの精神を蝕むしばんでいく。

「あうっ」

　顔面に革靴の爪先が突き刺さっていた。

　悲鳴をあげながら転倒する。やつらは手を緩めなかった。

　逃げようと藻も搔がく静しず奈なを押さえつけると容赦のない殴おう打だを食らわせた。

　痛みが弾はじける。吐き気を催す。辛かろうじて息を吹き返したバックアップコアを駆使して緊急離脱プログラムを叩たたく。五感の情報を丸ごと無機質な数字の羅列に変換して責め苦をやり過ごそうとする──しかし嵯さ峨が崎さきのリモコンが猛威を振るった。強制エラーの発生によってすべての目もく論ろ見みが水泡に帰す。

　それからは一方的な蹂じゆう躙りんだった。

　親の仇かたきにもすまいと思われるほどの仕打ち。断続的に脳髄を揺さぶる激痛を必死に堪えながら静しず奈なは涙をこぼした。メモリから溢あふれた過去の映像が走馬灯のように流れていく。

　路地裏に生きる人間に幸せな未来はない。

　誰かを犠牲にしながら生きてきたのだから当然だ。

　静しず奈なも自分のために人を殺してきた。ゆえにこれは静しず奈なが死し屍し会かいに囚とらわれたときから決まっていた運命。

　でも。

　だけど。

　もう少し公平でもいいんじゃない？──と静しず奈なは思う。

　分別のつかない子供の頃から死し屍し会かいの実験台になってきたことは明らかなディスアドバンテージだった。

　殺しの技術。歪ゆがんだ倫理観。血と硝煙のにおいへの耐性。

　そんなものを植え付けられれば〝普通〟の生活など送るべくもない。

　さらに静しず奈なの場合は殺さつ戮りくの道具になるため人体の改造を受けた。

　銃弾を跳ね返す金属皮膚。常人の何倍にも強化された特殊な触覚。高性能のＣＰＵ。脳とは異なる仕組みの小型メモリが内蔵されているので計算とか記憶が得意。うなじに隠されているのは感覚器官に頼らない入力／出力を可能にするためのＵＳＢポートだった。

　静しず奈なの望んだことではない。

　ケジメとして強制されたことだ。

　こんな人間に真っ当な人生なんて歩めるはずもないのだ。

　かつて世界は一度だけ静しず奈なに微ほほ笑えんでくれたことがあった。

　そのときの〝救いの感覚〟を頼りに頑張ってきた。

　だがエネルギーは尽きてしまったらしい。

　東とう和わ静しず奈なが仕掛けた一世一代の綺き術じゆつはふいになった。

　救いはもうない。残されたのは月光の届かない真っ暗闇だけだ。

「っ……おええ」

　下半身に想像を絶する痛みが走った。

　男たちが右脚を押さえつけて力を加えている。静しず奈なはじたばたと暴れて抵抗した。しかし意味はなかった──留め具が外されると同時に一気に右脚が引き抜かれる。

　ずぼっ。

　反動で男たちが背後に吹っ飛んでいった。

　静しず奈なは絶望のあまり声も出ない。

　断面からは配線が剝むき出だしになっている。元から義足だったのだ。電子機器を埋め込むのに生身では都合が悪いからという理由で切断されてしまった。十二歳の誕生日に。右脚だけでなく四肢ぜんぶを。

「もう飽きたな。さっさとバラしちまおう」

　嵯さ峨が崎さきが近づいてくる。

　今度は静しず奈なの左腕を握りしめながら獣のように笑う。

「大人しくしてりゃあよかったのになあ。こんな苦しみを味わうこともなかったんだ」

　わかっている。

　彼らに素直に従っておけば最小限の折せつ檻かんで済んだだろう。

「お前何考えてんだ？　死し屍し会かいを抜けてどうするつもりだったんだ？　まさか平穏無事な暮らしを求めていたわけじゃねえよな？──そんなわけないか。路地裏の畜生が〝表〟に憧れるのはご法はつ度となんだ。お前みたいなやつぁ血に塗れながら死んでいくのがお似合いだよ」

　それを強制したのはお前らのくせに。

　私の人生をめちゃくちゃにしたくせに。

　私は表の世界で平和な生活を送ってきたのに。

「バグが生じたのかねぇ。こりゃあ後で初期化しないといかんなぁ。あれ面倒くせえんだよなあ。指一本で会長は許してくれるかなぁ」

　嵯さ峨が崎さきが力を込めた。右腕が玩おも具ちやのように取り外される。

　激痛を嚙かみ殺ころしながら静しず奈なはぽろぽろと涙を流す。

　ずっと救いを求めてきた。でも結局手が届かなかった。

　現実はプログラムのようには上う手まくいかない。観客を驚かせられるかどうかは自分の勘と技術にかかっている。静しず奈なはそれに失敗したのだ。

　でも──でも。

　このまま静かに壊れるのは群ぐん青じようの沽こ券けんにかかわる。

「じ」

　静しず奈なは掠かすれる声を漏らした。

　唇が電気信号を受け取ってかすかに震える。

「じごくに。おちろ」

　嵯さ峨が崎さきが恵え比び寿すのように笑った。

「お前がな」

　頭をぶん殴られた。

　いつの間にか嵯さ峨が崎さきは解体用のノコギリを装備していた。金属皮膚を断裁するための特殊振動機能を搭載した兵器だ。あれで切りつけられたら群ぐん青じようでも死に至るだろう。

　恐怖で胸がいっぱいだった。

　地獄に落ちるのは東とう和わ静しず奈なのほうなのだ。

　死にたくない。救われたい。救われたい。救われたい。でも手は残されていない──そんなふうにミジメな気持ちを抱きながら最さい期ごの瞬間を待っていたときのことだった。

「──何やってるんだ？」

　かつて静しず奈なが匣はこの中で聞いた声と同じだった。

　エレベーターから誰かが姿を現していた。
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　相あい原はら道みち真ざねにとって東とう和わ静しず奈なの優先度は低かった。

　彼女は護衛対象ではない。身分を偽って護衛チームに接近した裏世界の殺し屋だ。克こく礼れい館かん学院に危険をもたらした犯罪者でもあり──そして何より灯あか理りに危害を加えた唾棄すべき人間だった。

　乙おと坂さかにも言われた。「無差別な愛は振りまくな」と。

　相あい原はらがするべきことは灯あか理りと一緒に体育祭に参加することだけ。

　時計塔に戻ってくる必要はないはずだった。

　しかしこの感情はなんだろう。

　裏世界の不条理に弄ばれた東とう和わの境遇を思うと胸が苦しくなる。

　斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとのときもそうだった。灯あか理りの生なま温ぬるい思想に感化されたのかもしれない。あるいは自分だけ平和な世界を堪たん能のうしている罪悪感に起因するのかもしれない。

　普通に生きたい──路地裏で藻も搔がきながら一いち途ずにそんな願いを抱く少女。

　そういう人間が理不尽に摘み取られていくのを黙って見過ごすことができなかった。

「──相あい原はら？　どうしたんだ？　そろそろ二人三脚が始まるぞ？」

　時計塔の八階には自分の他に十二名の人間がいる。

　右脚と左腕を引っこ抜かれてボロボロになっている東とう和わ静しず奈な。

　彼女の胸倉をつかんでいる体育教師の嵯さ峨が崎さき。そして殺意を滾たぎらせながらこちらを睨にらんでくる親衛隊メンバー──もとい死し屍し会かいの破落戸ごろつきどもが十人。

「どうして」

　東とう和わが蚊の鳴くような声で言った。

「あなたは……わたしじゃなくて。くぜさまを……えらんだの……でしょう」

「選ぶ？　俺に誰かを選ぶ権利なんてない」

　相あい原はらは周囲を見渡しながらゆっくりと歩を進める。

　嵯さ峨が崎さきが乾いた笑いを漏らして言った。

「この際だから隠し事はナシにしようぜ。俺は死し屍し会かいの幹部・嵯さ峨が崎さき瑞ずい鶴かくだ。もちろん体育教師なんざ仮の姿にすぎない。すべては久く世ぜ灯あか理りを誘拐するための策だったんだ」

「東とう和わさんを甚いた振ぶっている理由は？」

　嵯さ峨が崎さきは「あー」と面倒くさそうに頭を搔かいた。

「──手打ちにしねえか？　これ以上やり合ってもしょうがねえだろ」

「何な故ぜ」

「死し屍し会かいの計画は全部パァになっちまったんだ。今から最大標的を攫さらうわけにもいかない。俺たちはそこに転がっているガラクタを回収して帰還できればいい。もうすぐ迎えが来る予定なんだ。お互い無駄な血は流したくないだろう？」

「灯あか理りを狙う者を野放しにはできない」

「わかってねえなあ」

　男たちが小馬鹿にしたように笑っている。相手が月つき影かげだと知っても臆した様子はない。彼我の実力差を正確に測れない鈍い連中──こういう手合いもよくいるのだ。

「お前が心の底から克こく礼れい館かん学院を大切に思っているのはわかっている。路地裏を生きてきた暗殺者らしくねえよなあ。でも俺はその意思を尊重したいと思ってるんだ。ここでやり合ったらどうなる？　無関係の人間まで死ぬぜ？　それに爆弾が仕掛けられていることも忘れちゃいねえよな？」

　理事長の命令によって体育祭は続いている。

　点数は紅組が優勢。グラウンドは最後のリレーに向けて盛り上がりを見せていた。生徒たちは時計塔で異変が発生していることに気づかない。

「何の罪もない一般人を殺されるのは避けたいよな。だったら俺の提案を受け入れろ。べつに悪い話じゃねえだろ？」

「東とう和わさんはどうなるんだ？」

「ウチで処分するよ。まあ処分っつーか人格の削除と改変だな。これまでは自立行動を担保するために元々の人格を残していたんだが……こんなことを仕出かすならむしろ邪魔だ」

　東とう和わの肩が震える。

　薄々気づいてはいた。彼女は普通の人間ではなく斎さい藤とうのようなサイボーグだ。切断された腕や脚の断面からよくわからない金属のパーツが見え隠れしている。

　何もかもが気に食わなかった。

　灯あか理りが傷ついたことも。克こく礼れい館かん学院の生徒たちに危険が迫っていることも。楽しみにしていた体育祭を存分に楽しめなかったことも。嵯さ峨が崎さきの「ひと段落ついた」という感じの余裕の表情も。元・親衛隊たちの下卑た笑みも。

　そして──東とう和わ静しず奈なを取り巻く悪意の渦も。

「東とう和わさん。君は助かりたくないのか」

　嵯さ峨が崎さきが眉をひそめる。

「──おい相あい原はら。お前がそいつに肩入れする義理はねえだろ」

「そうだな。東とう和わさんは灯あか理りを狙っていた敵なのだから」

「だよな。だったら引っ込んでろ」

　しかし相あい原はらは倒れ伏した東とう和わに近づいていく。

　死し屍し会かいの連中が気け圧おされたように道を開けてくれた。

　東とう和わが驚いて見上げてくる。

「おにい……さま」

　百年ぶりに言葉を話すかのように拙い口調だった。

　青色の瞳からぽろぽろと滴がしたたる。

「わたしは……はこのなかで……ずっと……おにいさまがくるのをまって……いたのです……でも……でもわたしはまちがいを……おかしました」

　それは懺ざん悔げだった。

　自分の罪に対する正直な反省。

　東とう和わは自らを罰するように訥とつ々とつと語る。

「おにいさまのたいせつなくぜさまをきずつけてしまいました。……わたしはろじうらのうすぎたない……てじなしです。にんげんですらない……きかいです。おにいさまにふれるしかくがありません……ごめんなさい。ごめんなさい……ごめんなさい。ごめんなさい」

「謝らなくていい」

「ふにゅ」

　相あい原はらは彼女の右手をとった。

　東とう和わの行動は褒められたものではない。世間からすれば後ろ指をさされるような不行状だろう。だがこの少女を「汚い」と切って捨てることはできなかった。

　だって。彼女は未いまだに生きることを諦めてはいないから。

「理不尽な運命は破壊してやればいい。確かに俺には君に手を貸す義理はないが──なかったら作ればいいんだ。裏世界らしいやり方でな」

　嵯さ峨が崎さきが「まさか」といったふうに表情を歪ゆがめる。

　しかし相あい原はらは気にせず言葉を続けた。

「俺は依頼を受けて任務を遂行する暗殺者だ。仕事の発注があれば君の力になれる」

「！」

　青色の瞳に希望が戻ってくる。

　周囲の人間たちが動物のような喚わめき声をあげる。しかし東とう和わの視界には相あい原はらしか映っていないらしかった。彼女はためらいがちに呼吸をしてから静かに言った。

「おねがいします。しずなを……たすけて」

「対価は？」

　相あい原はらは静かに問いかける。

　そうしないと損得利害の世界に慣れ切った彼女の気が収まらないだろうから。

「君は俺に何を支払ってくれるんだ？　言っておくが金はいらないぞ」

「わたしの……すべてを。さしあげます」

　東とう和わに迷いはなかった。

　その言葉には救いへの渇かつ望ぼうがありありと見て取れた。

　これならば後顧の憂いなく活動することができるだろう──

「──承知した！　今日一日だけ相あい原はら道みち真ざねは東とう和わ静しず奈なの護衛になろう！」

　満面の笑みを浮かべてそう言った。

　これにて契約は成立。相あい原はらは異能【五感略奪】を発動した。紅色の稲妻が青色の瞳に吸い込まれていく。そうしてボロボロの肢体から〝痛み〟を奪っていった。
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　相あい原はらの異能は視覚を奪うばかりではない。

　使いようによっては痛覚・味覚・嗅覚・聴覚をも消し去ることができるのだった。

　東とう和わが驚いたように瞬まばたきをする。

　彼女の表情に安からなものが戻ってくるのを確認してから相あい原はらは立ち上がった。

　あとは任務を遂行するまでだ──満を持して死し屍し会かいの連中に目を向ける。

「イカれてんのか!?　こんなガラクタ相手に……！」

「ガラクタとは失礼だな。俺は彼女を護衛すると決めたんだ」

「こんなやつを護衛して何の得がある!?　この小娘は飼い主への恩を忘れて嚙かみついてくるようなポンコツだぜ！　哀れな境遇に同情でもしたのか？　それともこいつの容姿が気に入ったのか？　機械性愛メカノフイリアってやつか!?──吐き気がするほど馬鹿馬鹿しいな！」

「細かいことはどうでもいい！　東とう和わさんはすべてをくれると言ってくれた！　俺が動く理由としては十分だろう？」

「ッ……！」

　相あい原はらは懐ふところから常用しているナイフを取り出した。

　周囲の男たちが緊張した面持ちで臨戦態勢に移行する。嵯さ峨が崎さきも同様に警戒を高めていたが──すぐに「ふっ」と嘲るような吐息を漏らして肩を竦すくめた。

「お前ら。べつに気張る必要はねえよ」

「でも嵯さ峨が崎さきさん……」

「裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟──大層な肩書きじゃねえか。噂うわさ通りに何人も殺してきたのは確かなんだろう。でも俺は思うんだよ。顔や名前が割れている時点で暗殺者としては三流なんじゃねえかってな」

　死し屍し会かいの下したっ端ぱどもがハッとした顔をする。

「体育の時間に光みつ春はるに命令して実力を測ってみたが──あいつ曰いわく『大したことない』だそうだ。どうにかすりゃ殺せるとも言ってたよ」

「なるほど。あの不自然な悶もん着ちやくは嵯さ峨が崎さきさんがけしかけたものだったんですね」

「それに思い出してみろ。こないだウチの過激派がこいつに奇襲をしかけただろ？　体育祭まで待ってられねえってな感じで。そのとき一人でも犠牲者が出たか？　出なかったよな？　こいつは一人だって敵を殺すことができなかったんだぜ」

「そういえばそうでした……『幽霊の正体見たり枯れ尾花』というやつでしょうか」

「しかもこいつは致命的なミスを犯してるだろ。俺たちは爆弾を仕掛けて克こく礼れい館かん学院を人質にとってるんだ。どっちが優位かは猿でもわかるよな？　その程度も判断できずに立ち向かってくるなら三流を通り越して大馬鹿野郎──」

　血ち飛沫しぶきが舞った。

　相あい原はらの右隣にいた男がリコーダーの音色のような悲鳴を漏らしてその場に倒れる。

「え？」──それが誰の声だったのかはわからない。

　しかし次の瞬間にはすでに二人目に刃が届いていた。再び噴水のように血液の赤がぶちまけられる。首筋を切り裂かれた男が今度は叫び声もあげずに地面に倒れ伏す。

　殺したわけではない。相あい原はらはもう自発的な殺しはしないと誓ったから。

　しかし嵯さ峨が崎さきはそうは思わなかったらしい──血の海に沈む部下二人を目まの当あたりにした似え非せ体育教師は目の色を変えて絶叫した。

「てめえ話を聞いてなかったのか!?　校舎の爆弾を爆破するっつっただろうが!!」

「すればいいじゃないか。爆破」

「はあ……!?」

「ただし。あと一つでも校舎が吹き飛んだら死し屍し会かいも一緒に壊滅する」

　襲いかかってきた部下三人に異能【五感略奪】を食らわせてやる。視力を奪われバランスを崩したところにナイフを一いつ閃せん。それだけで男たちは意識を刈り取られて昏こん倒とうしてしまった。

　刃先についた血を振り払ってからポケットに手を突っ込む。

　出てきたのはビデオ通話が開始されているスマホ。

　その画面を嵯さ峨が崎さきに突きつけながら相あい原はらは笑みを浮かべた。

「東とう和わ忠ただ臣おみ。こいつが死し屍し会かいの会長だったんだな」

「なっ──」

　嵯さ峨が崎さきの顔が真っ青に染まっていった。

　相あい原はらのスマホに映し出されていたのは──でっぷり肥えた男。東とう和わグループ会長・東とう和わ忠ただ臣おみが何者かによって拘束されている映像だった。周囲には複数の死体が転がっている。彼を護衛していた者たちの末路だろう。

「言うまでもないがこれはＬＩＶＥ映像だ──校舎を爆破したら会長の命がないぞ？　死し屍し会かいがぐちゃぐちゃになるぞ？　いいのか？」

「わ……わけがわからん！　どういうことだ!?　何な故ぜ会長が」

『──おい。いつまで待っていればいいんだ？』

　スマホから声が聞こえる。

　縄で縛られた東とう和わ忠ただ臣おみのすぐ近くに誰かが座っていた。拳銃を掌中で弄びながら退屈そうに欠伸あくびをしている男──彼こそが死し屍し会かいの本部に特攻を果たして東とう和わ忠ただ臣おみを捕らえた張本人。

「もう少しだ。すぐに殺したら人質の意味がないだろう？」

『こいつはオレの仇かたきでもある。用が済んだらすぐにでもこの手で──』

　そこで声の主が何かに気づいたらしい。

　画面越しに嵯さ峨が崎さきを見つめて「よう」と笑いかける。

『見覚えのある顔……いや〝立ち姿〟だな。元気でやってるか？』

「お前は……横よこ山やま時とき平ひらか……!?　久く世ぜ財閥に殺されたはずじゃ」

『殺されたようなもんさ。オレには生きる目的がなくなっちまったんだから』

「財閥の犬に成り下がったか！　てめえに死し屍し会かいとしての誇りはねえのかよ!?」

『あるかよそんなもん。オレは最初から会を抜けようと思ってたんだぜ？』

　男──斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとは面白そうに笑っている。

　彼は久く世ぜ財閥が所有する収容所〝天てん蓋がいホテル〟につながれていた。

　旧護衛チームを数十人も殺害した罪。渋しぶ谷やで騒動を起こした罪。そして灯あか理りに対して非道を働いた罪──これらは容易に赦ゆるされるものではない。

　しかし死し屍し会かいに優位に立つためには彼の協力が必要不可欠だった。

　なぜなら斎さい藤とうは死し屍し会かいの元・会員。組織の重要な機密情報を握っているからだ。

　ゆえに乙おと坂さかの交渉によって一時的に外に出てもらうよう仕向けた。

　これは護衛チームと灯あか理り自身も納得している作戦である。

「──舐なめた真ま似ねすんじゃねえぞ横よこ山やま！　さっさと会長を解放しやがれ！」

『するわけねえだろ。オレの役目はこいつを人質にしてテメエを脅迫することだ。うっかり殺しちまわないように言動には気をつけろよ』

「どうやって本部に侵入した!?　どうやって会長の護衛を突破した!?　今まで下部組織でビクビクしていた小僧がよッ！」

『そうだな。オレはビクビクしていた。だから会をやめるには〝クラスタ〟の仕事で手切れ金を集めるしかなかった。でもその必要がなくなったんだ。群ぐん青じようが死し屍し会かいからいなくなったからだよ』

　嵯さ峨が崎さきが不意打ちを食らったように言葉を失った。

　斎さい藤とうは拳銃をくるくる回しながら楽しそうに続ける。

『オレは群ぐん青じようが怖かった。オレみたいなハードばかりに金をつぎ込んだ〝第四世代〟じゃ歯が立たない。ようするにスペックが違うし相性も悪すぎるんだ。むかし会長に逆らったときに半殺しにされたことがあってさあ。以来ずっとトラウマなんだよ』

「お前……まさか……」

『今の死し屍し会かいは飛車角の落ちた将棋盤みたいなもんだ。群ぐん青じようは〝第五世代〟唯一の成功例。それを手て懐なずけられなかった時点でどうにもならない。人材を〝材〟として浪費する組織は長持ちしないってことだ。第四世代最強であるオレも逃しちまったしな』

　嵯さ峨が崎さきの身体が瘧おこりを患わずらったように震えだす。

　斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとは死し屍し会かいでもトップの戦闘能力を誇る改造人間。天敵である群ぐん青じようさえいなければ本部を壊滅させられるほどの実力者である──というのが乙おと坂さかの弁だった。

　相あい原はらとしては半信半疑だった。しかしそれは真実だったらしい。

「ふざけやがって……こっちにはガキどもがいるんだぞ!?」

「だから爆破すればいいじゃないか。その瞬間に会長は死ぬことになるが……」

「会長を解放しなければ爆破する！　さっさと横よこ山やまのバカを撤退させろ！　あと十秒以内に決断しねえとガキどもがお陀だ仏ぶつだからな！　十──」

　思わず笑みがこぼれる。

　この男は根本的な勘違いをしているのだ。

「──嵯さ峨が崎さき。路地裏の暗殺者に人質が通用すると思うか？」

　そうして死し屍し会かいの面々は思い知ったらしい。

　暗殺者は人の命をなんとも思わない生き物だ。確かに月つき影かげは〝表の世界〟を異様に気に入っている異端者だが──しかし目の前で実際に部下を殺されれば（実際には殺していないが）相あい原はら道みち真ざねが本質的に他の暗殺者と変わらないことは十分に理解できるはずだった。

「お前らが用意した人質に意味はない」

　ナイフの切っ先を嵯さ峨が崎さきに向ける。

　いつものように微ほほ笑えみながら相あい原はらは言った。

「ケリをつけよう。正々堂々」

　一拍おいて後──

　死し屍し会かいの連中が飛び跳ねるようにして襲いかかってくる。
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　痛みがなくなった。

　紅色の稲妻が静しず奈なの苦痛を一瞬にして洗い流してしまったのだ。ペインセンサが壊れたわけではない。感覚を暴力的に上塗りされていく気分──これが相あい原はら道みち真ざねという暗殺者の異能。なんて優しい力なのだろうかと静しず奈なは思う。

　暗殺者〝月つき影かげ〟は踊るようにナイフを振るう。

　そのたびに血と悲鳴が時計塔を彩いろどった。

　一人の男が銃を連射する。

　弾丸が壁にぶち当たって跳ね返る。窓ガラスが粉々に割れて耳みみ障ざわりな音を立てる。しかし相あい原はらには一発も当たらなかった。目を見張るような動きですべての攻撃を躱かわしていく。

　そこで静しず奈なはふと気づく。

　彼が疾走するルートは奇妙に遠回りだった。

　こちらに銃弾が飛んでこないよう誘導してくれているらしい。

「あがッ──」

　男の首筋にナイフが突き立てられた。

　背後から殴りかかってくる別の男を返す刀で迎撃。拳を紙一重で避けると相手の懐ふところに潜り込んで刃の先端を滑らかに滑り込ませた。血をぶちまけながら崩れ落ちた仲間を見て体操着姿の男が悲鳴にも近い絶叫をあげた。

「嵯さ峨が崎さきさん！　こいつ普通に強いですよッ!?」

「うろたえんな馬鹿野郎！　こっちはまだ五人もいるんだ！──」

　相あい原はらの勢いは止まらなかった。

　繰り出される攻撃を眉一つ動かすことなく回避していく。

　何をやっても当たらない。何をやっても防がれる。何をやっても殺すことができない──そして相手とすれ違うたびにごく自然な動作でナイフを振りかざす。静しず奈ながあれだけ手を焼いていた死し屍し会かいの破落戸ごろつきどもは噓うそのように無力化されていった。

　静しず奈なは演武のようなその光景を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　胸の内から温かいものが溢あふれてくる。

　これは。これはかつて匣はこの中で味わったものと同じ感覚だ。

　度を超した幸福。世界がひっくり返るような衝撃。

　悲鳴と血ち飛沫しぶきが舞い散るたびに心がぽかぽかして仕方がなかった。

　相あい原はら道みち真ざねは東とう和わ静しず奈なのために戦ってくれている──それだけで感無量だった。

「くたばれ！」

　一人の男がどこからともなく金属バットを取り出した。

　躊ちゆう躇ちよなくスイング。

　静しず奈なの目は瞬時に敵の能力を分析していた。あの男の腕力は人工筋肉によって桁外れに強化されている。人間の頭蓋骨など桃を叩たたき潰つぶすくらいの容易たやすさで破壊するだろう。

　相あい原はらはしゃがむのではなく飛び上がることによって回避した。

　驚きに目を見開く男の顔面を蹴り飛ばしてから着地。ダメージが浅かったらしい。男は即座に体勢を立て直すと咆ほう哮こうをあげながら再びバットを振るう──しかしそれよりも前にナイフが彼の首筋をとらえていた。

　真っ赤な液体が飛び散る。

　男は一瞬にして意識を刈り取られた。

　ぐらりと身体が揺れ──糸の切れたマリオネットのように倒れこむ。

　そうして場はいったん静かになった。

　床は血だらけ。あちこちに死体のごとく死し屍し会かいの破落戸ごろつきどもが倒れている。

　惨劇のど真ん中に悠然と佇たたずみながら相あい原はら道みち真ざねは薄く笑っていた。静しず奈なは思わず身震いをしてしまう。その姿があまりにも現実離れしていて美しかったからだ。

「あとはお前だけだな。覚悟はできているか？」

「ッ……！」

　相あい原はらの視線の先。最後の一人が青ざめて立ち尽くしていた。

　嵯さ峨が崎さき瑞ずい鶴かく──静しず奈なを苦しめていた悪鬼羅刹。

「東とう和わさんはお前のせいで苦しんだ。相応の代償は支払ってもらおう」

「何を言ってやがる……そいつは死し屍し会かいの改造人間だぜ。ウチには『開発してくれた技師には絶対服従』っていう鋼はがねの掟おきてがあんだよ。先に掟おきてを破ったのはそいつのほうだ……殺さつ戮りく兵器にしてもらった恩も忘れて会に反旗を翻ひるがえすなんて……！」

「東とう和わさんがいつ殺さつ戮りく兵器にしてほしいなんて言ったんだ？」

　そうだ！──と静しず奈なは心の中で呼応する。

　私は望んでこんな身体になったわけじゃない。望んで人を殺していたわけでもない。

　私は普通に生きたかっただけなのに。

「裏世界で生き抜くためには何をおいてもまず〝力〟が必要だ！　俺たちはこいつに生きる術を与えてやったまでのこと！　文句を言われる筋合いはねえんだよっ！」

「東とう和わさんを裏世界に引きずり込んだのはお前らだろうが」

　相あい原はらが神速のナイフを振るう。

　嵯さ峨が崎さきの右腕が吹っ飛んでいった。

　血がしたたる──かと思いきや腕の断面から日本刀のような刃物が伸びてきた。

　嵯さ峨が崎さきは咆ほう哮こうをあげて遮しや二に無む二に襲いかかった。

　縦横無尽に振り回される日本刀。強化された腕力から斬撃が放たれるたびに静しず奈なのほうまで風圧が届くかのようだった。しかし相あい原はらはまったく動じていなかった。サイボーグによる鈍重な一撃一撃を小さなナイフで軽々と弾いていく。

　嵯さ峨が崎さきの左腕からピンの抜かれた手しゆ榴りゆう弾だんが飛び出した。

　静しず奈なが驚いて目を瞑つぶろうとした瞬間──相あい原はらの放った蹴りが手しゆ榴りゆう弾だんを窓の外へと弾はじき飛とばしていた。数秒後に青空で大爆発。外から生徒たちの悲鳴も聞こえてきた。

「ふざけやがって……月つき影かげぇっ!!」

「これ以上やると周りに迷惑がかかるな！」

　相あい原はらがナイフを振るう。と見せかけて高速で投とう擲てきした。

　切っ先が嵯さ峨が崎さきの胸元を抉えぐる。怒りに身を任せた日本刀が横方向から襲いかかった。相あい原はらは身体を逸そらして回避。その間に床に落ちていた銃を拾い上げ──発砲。

　嵯さ峨が崎さきの心臓を弾丸が貫いていた。

　今度こそ真っ赤な血液がしたたり落ちた。

「うぐが……」

　くぐもった呻うめきがこぼれる。

　しかし死し屍し会かいの改造人間はこの程度では倒れなかった。最後の力を振り絞って獣のような絶叫をまきちらす。再び右腕を振りかざして今度は暗殺者の首筋に狙いを定める。

「死ね」

「死なないさ」

　相あい原はらが小さく笑う。笑いながら微かすかに人差し指を動かした。

　その瞬間──ずばっ！　と何かが切り裂かれた。

「え？」

　ぼたぼたと血が床に垂れた。

　バランスを崩した巨体が独こ楽まのように転倒する。

　切断された右腕がくるくると回転しながら窓の外へ吹っ飛んでいた。

　静しず奈なは言葉もなかった。あれは静しず奈な自身が侵入者を撃退するために張り巡らせておいたワイヤートラップだ。普通ならば気づくはずもない──しかし月つき影かげはトラップの位置を把握するどころか自前のワイヤーと接続することで支配下に置いていたらしい。

　静しず奈ながあれほど恐れていた嵯さ峨が崎さきは一瞬にして打ち負かされてしまった。

　これですべてが終わったのだ──そんなふうに安心しかけた瞬間のことだった。

　巨体がバネのように飛び上がった。そのまま相あい原はらの身体にがっしりとしがみつく。理性を失った猛獣のように瞳をぎらつかせながら怨えん嗟さの唸うなり声ごえをあげる。

「月……影……！」

「まだやるのか？　悪わる足あ搔がきはほどほどに──」

「道連れにしてやる……！」

　高速でメモリが動き出す。そうして静しず奈なは思い出した。

　嵯さ峨が崎さき瑞ずい鶴かくは〝第三世代〟の改造人間だ。この時期のモデルは敵を殲せん滅めつする破壊力ばかりを追求したものが多い。そして嵯さ峨が崎さきの場合も例外ではなかった。

　第三世代の連中は「もしも」のときに備えてＴＮＴ爆薬が搭載されている人スー間サイ爆ドボ弾マー。

　つまり──この男は月つき影かげを巻き込んで大爆発をする気なのだ。

「じ……ば……」

　静しず奈なは必死で口を動かした。

　もどかしい。はやく伝えなければ。いや違う。彼を護まもってあげなければ。

　天に祈りが通じたらしい。感覚器官の再起動に成功。おびただしい数字の波を視界にとらえながら静しず奈なはふらふらと立ち上がった。

「じばく……する……にげて……！　おにいさま……！」

「なるほど往おう生じよう際ぎわが悪いな！　だが問題はない」

　再び小さく指を動かした。

　ワイヤーがしなる。今度は相あい原はらを戒めていた左腕が吹っ飛んでいった。嵯さ峨が崎さきは絶叫しながら床の上をのたうち回る。しかし自爆が停止したわけではなかった。そのことに気づいた相あい原はらはくるりと身を翻ひるがえすと静しず奈なのほうに向かって走り出した。

「おにいさま……ふにゅっ」

　タックルじみた抱擁を食らって静しず奈なの思考がショートした。

　二人して床をごろごろと転がる。このまま死んでしまうのではないかと思った。しかし彼の鼓動を感じているうちに心が落ち着いてくるから不思議だった。

　ああ。お兄様。

　やっと私は匣はこから出られたのですね──

　喜びが弾はじけた瞬間。

　すさまじい爆音が辺りに響きわたった。





◆






　グラウンドでは閉会式が行われているようだ。

　生徒たちの歓声が聞こえる。優勝した組が発表されたのだろうか。

　彼らは学院の指示によって火事やら爆発やらを〝なんでもないこと〟だと思い込まされている。時計塔で殺すか殺されるかの戦いがあったとは夢にも思っていない。

「──東とう和わさん。無事か」

　隣で仰向けになっている青色少女に声をかけた。

　嵯さ峨が崎さきは本当に自爆を決行したらしい──時計塔の八階はひどい有あり様さまだった。

　爆発の余波で壁が抉えぐれている。下の階が丸見えになっている部分もある。窓ガラスは当然のようにすべて消し飛んでいた。

「はい……無事です」

　東とう和わは剝むき出だしの青空を見上げながら静かに呟つぶやいた。

　言葉はしゃべれるようになっていた。

　だがあまりにも痛ましい姿だった。

　右脚と左腕がもがれている。その断面からは機械的なパーツが飛び出している。死し屍し会かいのやつらは何の罪もない子供をさらって兵器に改造していたのだ。

　まったくもって度どし難がたい。こんな組織は潰れて正解だなと相あい原はらは思う。

　右手をつかんで東とう和わの半身を起こしてやる。

　ボロボロの肢体とは裏腹に爽やかな笑みが浮かんでいた。

「どうなったのですか。死し屍し会かいは……」

「死し屍し会かいは壊滅だろうな。まあその辺りのことは嗣つぐ仁ひとや高たか辻つじさんに任せてあるからよくわからない。俺の任務は君を連れて帰ることだけだ」

「お礼を申し上げます。お兄様のおかげで壊されずにすみました」

「どういたしまして。礼を言われるほどのことじゃないが──」

　ふと脚の断面が視界に入る。

　相あい原はらはなんとなく見てはいけないような気がして目を逸そらした。すると近くに彼女の義手と義足が転がっているのを発見する。あれはくっつくのだろうか。

「……何な故ぜ。お兄様は私のもとへ来てくださったのですか」

　東とう和わは不安そうに問うた。

　青色の髪が風に靡なびいている。

「私は薄汚い殺人鬼ですよ。あなたの大切なものを壊そうとしたのですよ。ずっと騙だましていたんですよ──それなのに何な故ぜあなたは私に優しくしてくださるのですか？」

　花火が打ち上げられる。体育祭の終了を告げる合図だろう。

　紅白どちらが勝ったのか気になるところだった。

「そうですおかしいんです……人間は利益のために動く生き物です。お兄様が私を助けたところで利はありませんよね。むしろ私に関わることで平穏な学校生活から遠ざかってしまうでしょう？　いったいあなたは……何のために……」

「そんなの簡単だ。俺は君のことをげぼぼぼぼぼぼぼ」

「きゃああああっ!?」

　相あい原はらの口から大量の血があふれ出した。

　ねっとりした液体が東とう和わの体操着を真っ赤に汚していく。

　あ。やっちまった──相あい原はらは血を腕で拭いながら後悔する。

　吐くなら東とう和わの胸じゃなくて床にしておけばよかった。

「……どうやら爆発の衝撃波で内蔵をやられたらしい。こんなこともあるんだな」

「『こんなこともあるんだな』じゃないですっ！　はやく治療をいたしましょう！　爆発による負傷は放っておくと大変なことになるんですからねっ!?」

「痛くないから問題ない！　それに君は動けないだろう？　いま俺たちにできることはＫＳＰの迎えを待つことだけだ」

「そうですけど！　そうですけど……！」

「あと服を汚してしまってすまない」

「服なんてどうでもいいですっ！　むしろお兄様の血を浴びられて光栄ですっ！　なんて高純度なミチザニウム……この服はコレクションに加えなければ……」

「コレクション??」

「いえ何でもありませんっ！──それよりも安静にしていてくださいっ！　はやく久く世ぜ様を呼んで【治癒】していただかないと」

　相あい原はらは笑ってしまった。灯あか理りに異能があると勘違いしているからではない。彼女が想像以上に必死だったからだ。

「意外だな！　君は俺のことを心配してくれるのか」

　東とう和わはハンカチで相あい原はらの口元を拭きながら「当たり前ですよっ！」と叫んだ。

「お兄様は私の大切な人ですからっ！　死んでほしくないからですっ……！」

「それは俺も一緒だ。東とう和わさんに死んでほしくなかった」

　華きや奢しやな肩がびくりと震える。

　構わずに相あい原はらは言葉を続けた。

「君は自由になるために努力をしていたんだろう？　その方向性はかなり〝路地裏的〟だったが──でも嵯さ峨が崎さきみたいなやつらに台無しにされていいものじゃない。君の願いには共感できるんだ。俺も表の世界で普通に生きてみたいと思っているから」

「…………」

「それに東とう和わさんは俺の友達だ。また手品を見せてもらいたかったからな。──あとこれを渡しておこう」

　相あい原はらはリモコンを東とう和わに差し出した。

　嵯さ峨が崎さきから密ひそかに奪っておいたのである。東とう和わの視線がたびたび嵯さ峨が崎さきの尻ポケット──つまりこのリモコンが収められている位置に向けられていることには気づいていた。重要アイテムの気配がしたのでスッておいたのだ。

　東とう和わはしばらく鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をしていた。

　しかしすぐにかぶりを振って「いりませんっ！」とリモコンを押し返してきた。

「それは私の身体を自由自在に操作するリモコンです。プログラムさえ組めばどんな命令でもすることができます。お兄様が持っていてください」

「東とう和わさんを操作してもしょうがないんだが……」

「静しず奈なとっ！」

　東とう和わがまっすぐ視線をぶつけてくる。

　彼女の頰には人間らしく朱が差していた。

「静しず奈なとお呼びくださいっ！　私は契約によってお兄様のモノとなりましたので！」

「護衛の対価の話か？　あれは君の生きる気力を確認するための作業みたいなものだ。べつに律りち儀ぎに守ってくれなくても……」

「いいえダメです」

　勇気を振り絞ったように叫ぶ。

　東とう和わの身体が後ろに倒れそうになった。右脚と左腕がないため上う手まくバランスが取れないらしい──相あい原はらは即座に彼女の背中に手を回して支えてやった。

「私には帰る場所がありません。お兄様に拾ってほしいです」

「そんなこと言われてもな」

「あとお兄様にはあられもない姿をさらしてしまいました。ふとももの電子回路基板を技師以外に見られたのは初めてです。恥ずかしいです。お兄様には責任をとってほしいです」

「…………」

　そういう言葉には弱い暗殺者だった。

　しかし東とう和わは「冗談です」と笑った。

「最初に申し上げたはずですよ。私はお兄様をお慕い申し上げているのです。かつてお兄様は私を匣はこから出してくださったことがあります。そのときお兄様にいただいた〝救いの感覚〟を頼りに生きてきました。三年ほど前のことですが──覚えていらっしゃいますか？」

「すまない。覚えていない」

　確かに死し屍し会かいの下部組織と刃を交えたことはある。

　でも細部の記憶はなかった。囚とらわれていた子供を気まぐれに救出した気もするが──そういう旨むねのことを伝えると東とう和わは「そうですか」と少し寂しそうに言った。

「久く世ぜ様の言は間違っていたのですね」

「……俺が君に既視感を覚えるのは前に会ったことがあるからなのか？」

「鈍いですね。私はお兄様が好きなキャラクターを演じていただけですよ」

「キャラクター？」

「はい。事前調査でお兄様が『スタハイ』という漫画を好んでいることは知っていました。さらにその中でも主人公の妹がお気に入りであることも知っていました。だから親しみが湧きやすいように笑い方とか行動とかをちょっと真ま似ねしてみたんですよ。高性能のＣＰＵを持つ私には造作もないことです」

「……は？」

「妹は無条件に兄から愛してもらえる存在──だと思っています。私も『スタハイ』の妹のようにお兄様に愛してほしかった。救ってほしかった。お兄様に構ってもらうためにＢ組のみんなにお金を払って苛いじめてもらったり。あるいはスナイパーを雇って当たらない程度に狙撃してもらったりしました。ちなみに親衛隊のやつらには『敵を油断させるための策』だと偽っておいたのです。そしてお兄様はいつでも私のことを助けてくれました。ぐちゃぐちゃのカードの中からハートのエースを──私だけを見つけ出してくれました。本当に嬉うれしかった。私はお兄様に〝救われる〟ことによって脳内麻薬が分泌される体質なのです」

「なんてややこしいことをするんだ」

「それだけお兄様のことが大好きですから」

　東とう和わはくすぐったそうにはにかんだ。

　裏世界の人間が考えていることはよくわからない。

　ただ──この少女が鋼はがねの意志を持っていることはわかる。何を言っても相あい原はらの言葉など聞いてはくれないのだろう。

「……わかった」

　相あい原はらは少し考えてから言った。

「とりあえず君には久く世ぜ家けで働いてもらうとするか。護衛チームには前衛が不足しているという話があったからな──高たか辻つじさんに頼んでナンバー６にしてもらおう」

「はいっ！　お兄様の仰おつしやる通りにしますっ！」

「嫌なら断ってもいいぞ」

「どんな命令でも断りませんっ！　だって静しず奈なはお兄様の所有物なのですからっ！」

「所有〝物〟じゃないだろう。君は人間だ」

「くふふ……比喩ですよ。もう」

　東とう和わは輝くような笑顔になっていた。

　手もない。脚もない。改造された身体は元には戻らない。

　でも彼女の未来は明るいように思われた。

　グラウンドから音楽が聞こえてくる。体育祭は終わってしまったらしい。結局二人三脚には出られなかったな──相あい原はらは少し残念な気分を抱きながら立ち上がる。

　こうして群ぐん青じようの脱出マジックは無事成功に終わる。











０　エピローグ






　体育祭は紅組の負けだったらしい。

　クラス対抗においてもＡ組はＢ組よりも順位が低かった。

　東とう和わはＢ組の生徒に金を払って「絶対に勝ってくださいね！」と脅おどしていたらしいのだ。そこまでして月つき影かげが欲しかったのか──と呆あきれないでもない。しかし彼女の境遇を思えば強く責められないことも確かだった。

　いずれにせよ高校生活初めての大規模イベントは幕を下ろした。

　そして東とう和わ静しず奈なと死し屍し会かいを巡る問題にも一応の決着を見た。

　さらに言えば──久く世ぜ灯あか理りを表立って狙う勢力もこれで消えたことになる。

「──いやあそれにしても楽しかったな体育祭！」

「いきなりどうしたんですか。お世辞にも良い体育祭ではなかったでしょうに……」

　正面に座っている灯あか理りが不服そうに言った。

　月曜日の昼休み。

　体育祭が終われば普段通りの日常が戻ってくる。

　高たか辻つじが「天気がいいから外で食べよう！」と言い出したので中庭に移動することにした。周りには同じようにお昼を食べている生徒がちらほら見かけられる。

　四人掛けのテーブルには相あい原はら・灯あか理り・高たか辻つじ・東とう和わがかけていた。

　他のメンバーは「めんどいから」とか「先生に荷物運びを任されたので」といった理由で来ていなかった。そういう自由な空気は好ましいなと相あい原はらは思う。

　高たか辻つじが「まあ確かに」と卵焼きを咀そ嚼しやくしながら言った。

「灯あか理り殿の言う通り最悪な体育祭だったな。なんか色々爆発したし」

「でも思い出すと興奮が蘇よみがえってこないか？　あれこそ普通の学校らしいイベントだぞ。できることなら毎週開催してほしいくらいだ」

「そういえば結局負けましたよね」

「負けて結構！　正々堂々戦ったのだから悔いはない」

「色々あって正々堂々戦う暇もなかったですけど」

「君と二人三脚できなかったのは非常に残念だ」

「…………」

　灯あか理りはもにょもにょした様子だった。

　しかしすぐに溜ため息いきを吐ついて「そうですね」と頷うなずく。

「確かに残念ですが……でも体育祭はまた来年もありますから」

「そうだな！　来年勝つために毎週二人三脚を練習しておこう！」

「気が早すぎませんか？　同じ組になれるとも限らないのに」

　灯あか理りは例によって後ろ向きだった。

　しかし相あい原はらに対する態度が数日前よりも柔らかくなった気がした。

　ふと時計塔の立てこもり騒動のことを思い出す。

　灯あか理りは相あい原はらを信頼して自殺を決意した。

　そして相あい原はらはその信頼に応えて灯あか理りの自殺を止めた。

　このわずかな応酬によって二人の間には揺るぎない結びつきが生まれたような気がする。

　これでもう心配はいらないだろう──と思っていたのだが。

「──ところで。東とう和わさんは何な故ぜ道みち真ざねにくっついているのですか」

　灯あか理りの視線は相あい原はらの隣に向けられていた。

　青色の少女──東とう和わ静しず奈ながべったりと相あい原はらにくっついている。

　嵯さ峨が崎さきによって引っこ抜かれた右脚と左腕は元通りになっていた。落ちていたものを拾ってくっつけたのである。さらに殴られたり蹴られたりした顔には傷一つついていない。

　彼女曰いわく「金属が埋め込まれていますから」とのこと。

　さすがは死し屍し会かいの最先端〝第五世代〟の改造人間である。

「くっつくのは当然のことですよ？　だって私はお兄様の所有物なのですから。携帯電話みたいに携帯してもらわないと困りますっ！」

　東とう和わが勝ち誇ったように言う。

　灯あか理りの眉がぴくりと動いた。

「……いつから東とう和わさんは道みち真ざねのモノになったのですか？」

「一昨日からですっ！　そういう契約を交わしましたっ！」

「道みち真ざね。これはどういうことでしょうか」

「最初は俺も断った。でも静しず奈ながどうしてもって言うから……」

「……『静しず奈な』？」

　瞬時に地雷を踏み抜いてしまったことを悟った。

　東とう和わの笑顔が煌きらめく。高たか辻つじが「あーあ」といった顔で白米を頰張っている。

　そして灯あか理りは──いつものようにすました顔で「なるほど」と冷淡に言い放った。

「なるほどなるほど。私が知らない間にずいぶん東とう和わさんと仲良くなっていたのですね。まあべつに道みち真ざねが誰と仲を深めようが私の知ったことではありませんが」

「同感ですっ！　久く世ぜ様がどれだけ嫉妬しようが私の知ったことでもありません」

「だ──誰が嫉妬をしてるって言うんですか!?」

　灯あか理りが顔を赤くして叫んだ。

　この少女には少し煽あおり耐性が足りない。

「重ねて言っておきます。べつに道みち真ざねが誰と仲良くしようが道みち真ざねの勝手です」

「くふふ。久く世ぜ様がお兄様のことを気に入っているのは誰の目にも明らかです。しかし現状では相あい原はら道みち真ざねの家族として認められているのは東とう和わ静しず奈なただ一人──何な故ぜなら私はお兄様の妹なのですからっ！　妹の座は譲りませんよっ！」

「どこからつっこめばいいんですか？」

「私は大真面目ですが？」

　灯あか理りが「はあ」と溜ため息いきを吐ついた。

「……高たか辻つじさん。この人は本当に信頼して大丈夫なのでしょうか」

「大丈夫だ」

　高たか辻つじは弁当箱のフタを閉めながら言った。もう食ってしまったらしい。

「東とう和わ殿は護衛チーム・ナンバー６に相応ふさわしい。実力もそうだが──この少女には灯あか理り殿を害する理由がもうない。背後関係も徹底的に調べ上げた」

「はいっ！　そして何より私はお兄様に心酔しておりますっ！　お兄様が嫌がることは天地神明に誓って絶対にいたしませんっ！　ゆえにお兄様が好いている久く世ぜ様に不当な嫌がらせをすることもありません」

　東とう和わがぎゅーっ！　と抱きついてくる。

　灯あか理りがめちゃくちゃ微妙な顔をしていた。

「どこからつっこめばいいのやら……」

「東とう和わ殿は頭のネジが外れているんだ。ちなみに彼女は前衛戦力として久く世ぜ邸ていに寝泊まりすることになっているのでご了承よろしくな」

「東とう和わさんは今までどこに住んでいたのですか？」

「死し屍し会かい管轄のマンションだ。しかしキミもご存知の通り死し屍し会かいは潰れてしまった。行く当てがないからしょうがないだろう？」

　一連の騒動によって死し屍し会かい会長・東とう和わ忠ただ臣おみは確保された。

　斎さい藤とうは結局彼を殺さなかった。久く世ぜ義よし直なおから「捕らえろ」という命令があったからだ。

　かくして死し屍し会かいは解体された。同時に東とう和わグループの関連企業にも捜査の手が及ぶことになった。不正なソフトウェア開発や人体実験の証しよ拠うこが見つかれば倒産も免まぬがれない。死し屍し会かいと東とう和わグループの崩壊は財界・裏世界に大きな波紋をもたらすだろう。

　だが東とう和わ静しず奈なはその柵から放たれたのだ。

　これからは心を入れ替えて護衛を頑張るらしい。

「久く世ぜ様。よろしくお願いしますね」

　東とう和わはにこりと微ほほ笑えんだ。

「あなたは世界の誰よりも狙われている最大標的だと聞きます。お兄様があなたの護衛を続ける限り──私もあなたをお守りするといたしましょう。もちろん最優先はお兄様ですが」

「そうですか。ありがとうございます」

　東とう和わが右手を差し出した。灯あか理りも少し迷ってから握り返す。

　なんだかんだ上う手まくやっていけそうなので安心だ。

　高たか辻つじが「それにしても」と水筒のフタを開けながら言った。

「敵の狙いは結局灯あか理り殿だったんだよな。最大標的とは難儀なものだ」

「まったくですね。死にたくなります」

「しかも体育祭まで巻き込むとはな。学院は数度の爆発を〝事故〟とか〝偶然〟とか〝予定通りのこと〟などと言って誤魔化していたが──さすがに生徒や保護者からも疑いの目を向けられ始めている。理事長先生や久く世ぜ義よし直なお殿がどう出るか楽しみでもあるな」

「久く世ぜなら金を使ってでも揉もみ消けすんじゃないか」

「まあそうだな。これだから権力者という生き物は好きになれない」

　学院には破壊の痕が残っている。

　吹ふき曝さらしになった時計塔を見上げながら東とう和わが「申し訳ございません」と頭を下げた。

「私のせいで克こく礼れい館かんの方々を危険にさらしてしまいました」

「気にする必要はない。君は生きるのに必死だっただけだ」

「月つき影かげの言う通りだ。そもそも敵は最初から克こく礼れい館かんをボロボロにするつもりだったのだからな──しかし東とう和わ殿。キミは少々タヌキだな」

　少々タヌキって何だ。

　高たか辻つじが「隠しても無駄だぞ」と名探偵然とした視線で東とう和わを見据えた。

「今回の事件はキミが全部仕組んだのだろう？」

「何を」

「立てこもり事件があったとき──時計塔は護衛チームやＫＳＰによって包囲されていた。ゆえに親衛隊の連中がいつから内部に侵入したのか不思議に思っていたんだ」

「最初から中にいたのでは？」

「嵯さ峨が崎さきらは午前中にグラウンドで姿が確認されているからそれはない。死体が発見された体育倉庫──あそこから時計塔に向かって地下通路が伸びている。しかも痕跡からして最近掘られたものらしい。キミは嵯さ峨が崎さきたちにそれとなく経路を伝えて侵入してくるように誘導したのではないか？」

「…………」

「キミは救いに飢えていた。逆境を跳ねのける救済こそが生いき甲が斐いだったのだ。その証拠にクラスメートを買収して自分に対するイジメをさせていたようだな。そして月つき影かげに救ってもらって快楽を得ていた──まったく理解できない趣味嗜し好こうだな。時計塔の一件もそれの延長だったんだろう？　月つき影かげに助けてもらえると確信していたから行ったのだろう？」

「……………………」

「実に大がかりな脱出マジックだな。キミは乙おと坂さか美み咲さきとは違った意味で詐欺師のようだ。詐欺師というより手品師なのだな」

「くふふ。そうですね」

　東とう和わは花が咲いたような笑みを浮かべた。

　相あい原はらは開いた口が塞がらない。灯あか理りもびっくりして言葉を失っている。

　高たか辻つじの推理が真実であるならば大したものだ──この少女は暗殺者〝月つき影かげ〟ですら手品の小道具として使用したのだから。

　しかし東とう和わは「ご想像にお任せします」とミステリアスに囁ささやくのだった。

「手品師は種明かしをしないものです。思わせぶりな態度を取っておくのがいちばん私に似合っていると思いますので」

「やはり私とは趣味嗜し好こうが異なるようだな」

「はい。何な故ぜなら私は綺き術じゆつ士し〝群ぐん青じよう〟ですから」




　こうして綺き術じゆつ士しは新しい居場所を手に入れた。

　月つき影かげの所有物。護衛チームのナンバー６。そして普通の高校生としての生活。

　自由。これからは好きなように生きていくことができるのだ──

「──というわけで！　私はお兄様と結婚するためにお仕事に邁まい進しんいたしますっ！」

「はあ!?　けっ……何を言ってるんですかあなたは!?」

「はい？　妹だからって結婚できない道理はありませんよ？」

「そういう問題ではありません！　そもそもいきなり結婚なんて意味がわかりません！」

「当然の帰結ですよ。これは私の夢ですからね──お兄様。こんな夢を胸に秘めている妹はイヤですか？」

「べつにイヤではないが」

「こら道みち真ざねっ！　前にも言いましたが抵抗なく受け入れないでくださいっ！」

　東とう和わは殺人鬼らしからぬ純真無む垢くな笑顔になっていた。

　相あい原はらもつられて笑ってしまった。

　もう心配いらないだろう。無邪気な笑みには少しのわだかまりも見受けられない。これからは一緒に〝表の世界〟で灯あか理りの護衛を頑張っていけたらいいな──そんなふうに考えながら相あい原はらは東とう和わの横顔を見つめるのだった。


（おわり）
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　お世話になっております、小こ林ばやし湖こ底ていです。

　本作のテーマの一つは束縛からの脱却。東とう和わ静しず奈なが自由を獲得するために色々と頑張る姿を見守っていただけたら幸いです。やってることはけっこうえげつないのですが、筆者はこのキャラクターの生き方とか振る舞いがお気に入りです。




　謝辞です。

　たくさんの美麗なイラストを描いてくださった火ひノの様（どれも本当に綺き麗れいで可か愛わいくて、本文の作業をするのが楽しかったです。２巻は特に東とう和わのキャラデザが好きです）。

　細かい部分までアドバイスをくださった編集担当の長なが堀ほり様、小お野の寺でら様。

　その他、刊行・販売・装丁などなどに携わっていただいた多くの皆様。

　そして、この本をお手に取ってくださった読者の皆々様。

　すべての方々に厚く御礼申し上げます──ありがとうございました！




　できればこのまま灯あか理りと護衛チームの物語を続けていきたかったのですが……、『護衛のメソッド』はいったんこの２巻で完結とさせていただきます。

　ここまでお付き合いいただきまして、本当にありがとうございました。

　それではまたいつかお会いしましょう。
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